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○ 社会経済環境の変化や価値観の多様化など、時代の移り変わりとともに、人々のライフプランや日々のくらしは大きく変化し

てきました。こうした中で、「結婚したい」「子供を持ちたい」という望みを持ちながら、将来への不安・悩みを抱え、一歩を踏み

出せない人が少なくありません。その背景には、雇用の不安定化、仕事と育児の両立、教育費の負担など、様々な要因が考えら

れます。

○ 都では、望む人が安心して子供を産み育てることができる社会の実現に向けて､多様な価値観や考え方を尊重しながら、

都民目線でのライフステージを通じた切れ目ない支援を積極的に展開してきました。

○ 都が展開する施策には多くの共感が寄せられ、今では都内の子育て家庭の約９割に、東京は子育てしやすいと実感いただい

ています。こうした中、2024年は出生数の先行指標と言われる婚姻数が上昇、2025年は上半期の出生数が上昇しており、

都内の出生数等に「下げ止まりの兆し」が明らかになってきました。

○ また、０１８サポートや高校等授業料の無償化、学校給食費の負担軽減等の子育て・教育費用の軽減策や、妊娠・出産を望む人

の選択肢を広げるための卵子凍結、無痛分娩に係る費用への助成など、都が先駆的に取り組んできた施策は、国にも大きな影

響を与えています。

○ 我が国において加速する少子化は、社会の存立基盤を揺るがす国家的な課題であり、本来、国が戦略的に対処すべきもので

す。若者が明るい将来展望を描けるよう、都の先駆的な取組を全国に波及させ、国を挙げた取組に発展させることが重要です。

○ 都は、国に対し、果たすべき役割を発揮することを要望するとともに、他自治体との連携を推進しながら、引き続き、都民の

不安や悩みに寄り添った結婚・子育て支援策を果断に展開してまいります。

※ 「『叶えたい』を支えたい アクションプラン2026」は、令和８年度に都が行う結婚・子育て支援策の全体像を整理したアクションプランであり、
「こども未来アクション」と「東京都子供・若者計画」及び「東京都子供・子育て支援総合計画」と合わせて、「こども基本法」第10条を勘案した東京都のこども計画に位置付けています。

〇子供室 福祉局様 0114
御意見を踏まえて原稿を修正しました。

〇修正前
卵子凍結、無痛分娩への助成等の望む人の妊娠・出産の選択肢を
広げるための取組

〇修正後
妊娠・出産を望む人の選択肢を広げるための卵子凍結、無痛分娩
に係る費用への助成

〇福祉局様の修正案
卵子凍結、無痛分娩に係る費用への助成等を望む人の妊娠・出産
の選択肢を広げるための取組

（各局参考送付）
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◼ 社会経済環境の変化や価値観の多様化など、時代の移り変わりとともに、人々のライフプランや
日々のくらしは大きく変わっています

◼ こうした中で、「結婚したい」「子供を持ちたい」という望みを持ちながら、
将来への不安・悩みを抱え、一歩を踏み出せない人も少なくありません

◼ 社会経済環境の変化や価値観の多様化など、時代の移り変わりとともに、人々のライフプランや
日々のくらしは大きく変わっています

◼ こうした中で、「結婚したい」「子供を持ちたい」という望みを持ちながら、
将来への不安・悩みを抱え、一歩を踏み出せない人も少なくありません

「結婚したい」「子供を持ちたい」という望みと悩み

4

夫婦の

理想子供数

1.87 人

結婚したい
と思う未婚者

結婚できる
と思う未婚者

子供が急に発熱…

仕事どうしよう…

子供は夏休み

お昼ご飯のお弁当

どうしよう…

小学校に上がったら

登校時間が早く

なって困ったな…

﨑山編集

都民が描く将来

R7意識調査 こちら

結婚した
割合

夫婦の

予定子供数

1.64 人

夫婦の

平均出生児数

1.86

実際

竹村検討中③

データを変えた
時期を指定

「約」でよいのか

(1970年頃生まれ・全国)

先達の姿

人口統計資料集 こちら

R5厚生労働白書 こちら01
希望を叶える東京へ

◼ 技術革新や国際環境、生活様式の変化など、時代の移り変わりとともに、人々の暮らしは大きく変
わっています。

◼ こうした中で、「結婚したい」「子供を持ちたい」という望みを持ちながら、結婚・子育てに関するこ
とをはじめ、将来への不安・悩みを抱え、一歩を踏み出せない人も少なくありません。

◼ 前向きなテイスト 社会は大きく変化している
都の取組の話をする？

◼ 生活環境や 社会は、時代が進むにつれてめまぐるしく変化している
（身近なところ、社会的なところ、良い悪い、両面あるテイスト）

◼ 都民を取り巻く環境は、大きく変化

◼ そのようななか、都民は結婚・子育てをはじめとして、将来に対する悩み・不安を抱えており、
描く理想と予想にはギャップが存在している

結婚

したい
子供を持ちたい

左に明るめ？の男女
右側に悩むような男女でもよいか

出産、体調は

大丈夫かな
結婚してうまく

やっていけるかな

ちゃんと子供を

育てられるかな

望む人の「叶えたい」

不安・悩み

保育園や学童、

入れるかな
職場の理解、

得られるかな

社会的な
人口動態

若者が抱く
将来への展望

日本全体の
社会経済状況

ニーズや
価値観の変容

文章要変更

予想理想

理想っぽいピクト入れる？

予想っぽいピクトを入れる？

【悩み案】1209竹村
・日本の将来はどうなるんだろう
・子供をしっかりと育てられるかな

・価値観が合うパートナーと

・けっこないてど

働きながら

子育てできるかな

結婚したい

子供を持ちたい

不安・悩み

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

1123室長レク
【修正】結婚したいと結婚できるを同じ枠に
理想子供数と予定子供数を同じ枠にして作ること
⇒現状の見せ方だと、結婚＝出産にみえてしまいミスリードを生む
→差替え済

都民が描く将来

62.9%

結婚したい
と思う未婚者

理想

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

予想

28.9%

結婚できる
と思う未婚者

予想理想

夫婦の

理想子供数
夫婦の

予定子供数

結婚・子供でそれぞれ枠を作る
「理想」、「予想」は落とす
「したい」と「できる」の色をオレンジ・青に変えて強調

0105たけむらめも
コラムのデザインを踏まえて修正

したい

修正案
（竹村_010６）

望み望み 望み予想

結婚の「望み」と「実際の姿」

望み望み 望み予想

1.87 人 1.64 人

結婚の「望み」と「予想」結婚の「望み」と「予想」 子育ての「望み」と「予想」子育ての「望み」と「予想」
概要＃１

都民が描く将来

（各局参考送付）
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結婚・子育て

支援策

東京都が目指す社会

5

冒頭

➢ 「結婚を望む人が前向きに一歩を踏み出すことができる」

「子供を持つことを望む人が安心して産み育てることができる」

都は、そうした社会の実現に向けて、多様な価値観を尊重しながら、

都民が抱える不安や悩みに寄り添った結婚・子育て支援策を展開

➢ 結婚や子育てに関するあらゆる「不安」を解消し、

「安心」に変えていくことで、

「結婚したい」「子供を持ちたい」と望む人を強力に後押し

※ 「こども未来戦略（令和５年12月22日閣議決定）」・・・
（年間出生者数は）2000年代に入るまでは120万人（全国）で推移していたが、
その後急速に減少しており、減少した世代が30代を迎える2030年代に入ると
若年人口は急減することが見込まれる

都民一人ひとりの思いに寄り添い
幅広い政策分野の取組を多面的に推進

都民一人ひとりの思いに寄り添い
幅広い政策分野の取組を多面的に推進

出会い・結婚 妊娠・出産

教育・住宅

就労環境・職場環境 社会気運・環境整備

結婚・子育て

支援策
子育て期の支援

不安や悩み

とりあえずこんな感じの方向性

結婚を望む人が前向きに一歩を踏み出すことができる

子供を持つことを望む人が安心して産み育てることができる

結婚を望む人が前向きに一歩を踏み出すことができる

子供を持つことを望む人が安心して産み育てることができる

安心して子育てできる
住宅はあるかな…

結婚や子育てに関する

あらゆる「不安」を解消し、「安心」に変えていく

01
希望を叶える東京へ

不安や悩み

安心して子育てできる
住宅はあるかな…

1123室長レク
【修正】右上の「望む人が安心して子供を
産み育てることができる社会」について、
結婚に関することが書いていない
⇒その場で修正、体裁を整えてください
→修正済み（ポケブ反映済）

灰色ハコを追記しました
（オレンジ箱との整合性）

概要＃1
（各局参考送付）
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【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

次世代法の概要｜育児と仕事の両立｜家庭と仕事の両立支援ポータルサイト

ケミカル・ワンダータウン

国内向けななめドラム洗濯機・洗濯乾燥機の生産累計台数500万台を達成 | 個人向け商品 | 製品・サービス | プレスリリース | Panasonic Newsroom Japan : パナソニック ニュースルーム ジャパン

（資料）大学進学率：東京都「学校基本統計（学校基本調査報告）」、共働き率：東京都「東京都福祉保健基礎調査『東京の子供と家庭』」、平均初婚年齢：厚生労働省「人口動態調査」、
平均出生年齢：国立社会保障・人口問題研究所「人口問題研究」を基に作成

昭和

令和

1985年頃

2005年頃

2025年頃

家事・育児・子育ての変遷

◼時代の変化に伴い、人々の価値観やライフスタイルは多様化し、結婚や子育てに関するトレンドも変化しています

◼都では、こうした結婚・子育てに関する変化を捉えながら、都民が抱える不安や悩みに寄り添う
結婚・子育て支援策を積極的に展開しています

01
希望を叶える東京へ 変わりつつある東京の結婚・子育て

紙おむつ

ドラム式洗濯機

スマート家電 ベビーテック

2005年頃

21.8%

50.6%

72.9%

23.9%

34.6%

69.8%

大学進学率 共働き率
（３歳未満の子を持つ親）

平均
初婚年齢

平均
出生年齢

29.0歳

26.3歳

31.2歳

29.2歳

32.2歳

30.7歳

男性

男性

男性

女性

女性

女性

29.4歳

31.3歳

33.6歳

統計値はいずれも都の数値

全自動洗濯機

ベビーフード

男女雇用機会均等法が施行（1986年）

法制度

「亭主元気で留守がいい」（1986年）

流行語

最新のヒット商品

次世代育成支援対策推進法が施行（2003年）

法制度

「イクメン」（2010年）

流行語

最新のヒット商品

育児・介護休業法が改正（2025年）

法制度

「ジェンダー平等」（2021年）

流行語

最新のヒット商品

（各局参考送付）

0114室長レク
ガラケー二つ折りに

校正⇒平均出生年齢であれば昭和から存在

0121入れる
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https://www.katei-ryouritsu.metro.tokyo.lg.jp/ikuji/jisedai/
https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/chemical_wondertown/babygoods/page04.html
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1
https://news.panasonic.com/jp/press/jn221129-1


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

変わりつつある東京の結婚・子育て
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

50歳時点の未婚の割合は年々増加変わりゆく出会いのきっかけ

関連する都の取組
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主な出会いのきっかけは、お見合いや職場からマッチン

グアプリ・SNS等に変化してきているね

都内の50歳時点の未婚者の割合は、ライフスタイルの

変容などにより、年々増加しているね

0

10

20

30

40

70代 60代 50代 40代 30代 20代

マッチングアプリ・SNS等 職場の同僚等 友人・知人の紹介 お見合い

20251119_02.pdf
（資料）明治安田生命保険相互会社「『いい夫婦の日』に関するアンケート調査」を基に作成

0

5

10

15

20

25

30

35

1970 1980 1990 2000 2010 2020

50歳時の未婚割合（生涯未婚率）の推移（都）

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集 2025」等を基に作成

男
32.2%

女
23.8%

夫婦の出会いのきっかけ（2024年時点・全国）

我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査 報告書

AIマッチングシステム「TOKYO縁結び」

マッチングアプリ オレンジ太く
→太くしてみましたが意味あってます…？

結婚を希望しながらも一歩を踏み出せないでいる都民の後押しをするため、社会全体で結婚に向けた気運を醸成

近年ではマッチングアプリでの活動は非常に重要な婚活の手段となっており、

出会いの機会の創出支援の一環としてAIマッチングシステムの提供を実施

気運醸成イベントの開催
結婚に関心のある多くの人が気軽に参加でき、結婚に向けた気運醸成につながる

結婚おうえんイベントを開催

20代
マッチングアプリ・SNS

29.3％

70代
お見合い

22.2%

（％） （％）

令和6年度から

出典確認
明治安田

生文

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/news/release/2025/pdf/20251119_02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d0d674d3-bf0a-4552-847c-e9af2c596d4e/3b48b9f7/20240620_policies_kodomo-research_02.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/d0d674d3-bf0a-4552-847c-e9af2c596d4e/3b48b9f7/20240620_policies_kodomo-research_02.pdf


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）
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変わりつつある東京の結婚・子育て
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

無痛分娩を希望する人は６割以上

関連する都の取組
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令和６年に行ったアンケート調査では、

都内で６割以上の人が無痛分娩を希望しているんだね

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「第16回出生動向基本調査」を基に作成

不妊治療費助成

✓ 無痛分娩に係る費用を最大10万円助成

✓ 安心して無痛分娩を受けられる体制づくり

東京都無痛分娩費用助成等事業

不妊治療の経験がある人が増加

不妊治療の経験がある夫婦が増えているね

日本では、約4.4組に1組の夫婦が不妊の検査・治療を

経験しているんだね

（資料）東京都「無痛分娩に関する都民向けアンケート調査結果」を基に作成

不妊について心配したことのある夫婦の割合と検査・治療経験（全国）

無痛分娩を希望する女性が安心して出産できる環境整備を推進

令和７年度から

子供を望む方が、経済的な事情に関わらず

安心して不妊治療に取り組めるよう、

不妊治療費の一部を助成

概要＃3
各分野から１つ

（左）

無痛分娩の希望（都）

35.8%

28.1%

36.0%

■ 希望があり、実際に無痛分娩をした
■ 希望があったが、無痛分娩を選択しなかった（断念した）
■ 希望なし

６割以上
が希望

福祉・保医

福祉
（無痛分娩アンケート）

(%)

日本の夫婦の

約4.4組に１組が

不妊検査・治療経験あり
（令和3年）

日本の赤ちゃんの

約8.6人に１人が

生殖補助医療による出生児
（令和５年）

生殖補助医療による
出生児の割合※（全国）

※全国の年間出生数に占める生殖医療補助(ART)による出生の割合
出典：公益社団法人日本産科婦人科学会「ARTデータブック

（2023年）」及び厚生労働省「人口動態調査」を
基に作成

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・御意見等を踏まえて原稿を修正しました。

（緑のセリフ、中央部オレンジの不妊検査・治療
経験あり）

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・御意見等を踏まえて原稿を修正しました。

〇子供室 福祉局様 0119 【追加修正】
・保健医療局の修正案による事業説明の修正を反映させました。

修正前：希望する方が安心して無痛分娩を選択できる環境整備を推進
修正後：無痛分娩を希望する方が安心して出産できる環境整備を推進

山下確認済

山下確認済

■ 検査・治療中
■ 過去に検査・治療経験あり（検査・治療中を除く）
■ 検査・治療経験不詳
■ 検査・治療経験なし
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【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
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変わりつつある東京の結婚・子育て
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

子供の医療費助成の取組が充実

子供の医療費の負担は、大きな不安につながるね
都内では、所得制限なく支援をしていて、保護者の負
担を減らしているよ

保育の待機児童はほぼ解消

保育園に預けたくても、預けられない人が多くいたんだ

今では、都内の保育の待機児童はほぼ解消しているね

（待機児童数／人)（利用児童数／人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

保育サービス利用児童数・保育所等利用待機児童数（都）

保育サービス利用児童数 保育所等利用待機児童数

（資料）東京都「都内の保育サービスの状況について」を基に作成

261,705
277,708

323,420

8,466 8,586

339
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未就学児（0～6歳）まで
H6～

東京都の医療費助成の拡充の変遷

義務教育（6～15歳）までH19～H19～

R5～ 高校生（15～18歳）まで

第１子 第２子 第３子以降

ー
第１子が
就学前

第１子が
小学生以上

第１子が
就学前

第１子が
小学生以上

国制度
全額

保護者負担

保護者負担

１／２

全額

保護者負担
無償化

保護者負担

１／２

都制度 無償化

関連する都の取組

〇子供室 福祉局様 0114
御意見を踏まえて原稿を修正しました。
・保育サービスのグラフ：単位を修正、最新データを追加
・「子育てに係る難関の医療費」についてのデータ削除
・データ修正に伴う文章の修正

・「関連する都の取組」について、より分かりやすい内容となるよう見直
しを図りました。恐れ入りますが、御確認をお願いいたします。

（医療費については、ポケットブックも同様の内容となっています。）

・なお、「保育料等無償化」の左側吹き出しの文言は、昨年度の「東京都の
少子化対策2025（こちら）」を基に作成しています。

※３歳以降の保育料等は、原則国制度により無償化

概要＃3
各分野から１つ
（左）

就学前の乳幼児
（0～6歳）

義務教育就学児
（6～15歳）

高校生等
（15～18歳）

マル乳

自己負担なし
通院1回当たり

自己負担額：200円
（上限額）

マル子 マル青

※乳幼児医療費助成事業補助
※義務教育就学児医

療費助成事業補助

※高校生等医療費
   助成事業補助

令和７年9月に開始した

第１子無償化により、

都内全ての家庭に
おける子供の

保育料等を無償化

保育料等無償化 医療費助成事業（乳児～高校生等）

令和５年度から

乳 子 青

子供の医療費の一部を助成する区市町村を支援

福祉・総務福祉・生文

0114室長レク
上限額⇒自己負担上限額に修正

自己負担額

通院1回当たり

自己負担額：200円
（上限額）

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・御意見等を踏まえて原稿を修正しました。

山下確認済

https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=19
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変わりつつある東京の結婚・子育て
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子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

子育てに安心安全な住宅は着実に増加

子育てや教育の費用に悩む保護者は大幅に減少！
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r7_tyousakekka_gaiyo_pdf

子育て・教育費用に関する保護者の悩みは大幅に軽減！

とうきょう こども アンケート|室事業の紹介|子供政策連携室

教育に関する費用の負担感は軽減

R6・R7_費用の負担感_学費

R5_費用の負担感_学費

令和５年

都では教育費の負担軽減の取組を進めて来たんだよね

保護者の教育費用の負担感は減りつつあるね

web用：パンフレット_cc2021_更新20250925

救急搬送データからみる日常生活の事故（令和５年） | 東京消防庁
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（「負担に感じる」・「やや負担に感じる」の回答率の合計）

１割減

2023 2024 2025

3.8pt
減

（％)

安心安全・快適に子育てができる住宅は着実に増加！

学費・学費以外の学校にかかる費用の負担感の推移

2023 2024 2025

乳幼児の事故の約７割は家の中で起きているみたい
都内では子育て世帯が安心して暮らせる住宅が着実に
増えてきているね

(件)

都内に在住の場合、都立学校等も

私立高等学校等も授業料を実質無償化
都内全公立学校で
学校給食費が無償化 都立だけでなく私立も対象！

所得制限なし！

学校給食費の

負担軽減
高校等の授業料実質無償化

セーフティモデル

子供の安全確保に特化

セレクトモデル
事業者の

特色を生かした設備

アドバンストモデル
コミュニティ形成等

ソフト面も重視

安全性に加え、快適な子育てやコミュニティ形成にも配慮された

優良な住宅を都で独自に認定

東京こどもすくすく住宅の供給促進

いつからか

1219山下
文章途切れ？

■ 学費
■ 学費以外の費用（教材費・給食費・通学費等）

この１年で大きく減少

（○ポイント減）

3.5pt
減

この１年で大きく減少

関連する都の取組

第１子無償化は
令和７年度から

令和7年1月から 令和6年度から

概要＃3
各分野から１つ

（左）

住政
教育・総務・生文

住政

東京こどもすくすく住宅の認定戸数の推移（累計）

（資料）東京都「東京こどもすくすく住宅認定制度にて認定を受けた住宅の件数」を基に作成
    ※2025は令和７年11月30日時点の数値

都内では高校授業料の無償化を進めて来たんだよね。

都内では、教育に関する費用を負担に感じる保護者も

減ってきているのかな

教育に関する費用の負担感は軽減傾向

○二次照会修正＊企画調整部
・「とうきょう こども アンケート」に修正（半
角スペース追加）
・データの小数点表記を第一位に統一
●定点調査データの有意性について要確認

（資料）東京都「とうきょう こども アンケート」を基に作成
   ※調査対象：３歳児、小学３年生、小学５年生、中学２年生、17歳の子供の保護者

都内では高校授業料の無償化を進めて来たんだよね。

都内の保護者の教育に関する費用の負担感は減りつつ

あるのかな

この１年で減少

0121入れる
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変わりつつある東京の結婚・子育て
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

共働き世帯は増加
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希望を叶える東京へ

働くママパパ応援
こスマ（育業）

男性の育業取得率は50％超え

育児休業を取得する男性は多くなかったんだ

都内では、育業の推進に向けた取組や国の法改正等

により、2024年には50％を超えたんだ
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

女性 男性

育児休業取得率の推移（都）

（資料）東京都「令和６年度東京都男女雇用平等参画状況調査結果報告書」を基に作成

54.8％

92.8％

(%)

2000年以前は、都内も専業主婦世帯が多かったん

だね。今では、共働き世帯が約７割を占めているよ

働きやすい職場環境づくり推進

両立支援の取組

育児と仕事の両立など従業員のライフ・ワーク・バランスの

推進等に取り組む中小企業を支援

両立支援のパッケージ

こどもスマイルムーブメント（育業の推進）

望む人誰もが「育業」できる社会の実現に向けて、

気運醸成の取組を推進

604 

1,258 
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専業主婦世帯 共働き世帯

共働き世帯数、専業主婦世帯数の推移（都）

（千世帯）

国の制度改正

（資料）総務省「令和2年国勢調査」を基に作成

1219山下
出典追加しました

内 容 作 成 中

内 容 作 成 中

男女の色統一
→しました

関連する都の取組

割合を入れておく

育児と仕事の両立に向け、子供と過ごす時間を

十分に確保することができるよう企業の取組を後押し

都立だけでなく私立も対象！

所得制限なし！

「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業

働きやすい職場環境づくり推進事業 等

育児休業は「休み」ではなく「大切な仕事」と考える

マインドチェンジに向けて愛称「育業」を活用し、

望む人誰もが「育業」できる社会の気運醸成の取組を推進

令和４年度から

育児は「休み」ではなく、

「未来を育む大切なしごと」
育業とは令和７年度

から

概要＃3
各分野から１つ

（右）1010竹村 西島統括
左側の共働きの文章だけ、「都内の」とあり
ますが、他の分野にはないので、削除した
ほうが良い気がします。
⇒そうですね。削除します

1010竹村 西島統括
左側の「両立支援の取組」について、
「子供と過ごす時間を十分に確保」とありますが、
当課のスタンスとして、両立支援で「育児」のみフォーカ
スするのはあまり見たことがなく、気になりました。
（前回産労局照会には載っていないですが、少なくとも
産労局はそのスタンスではない&当課も違うのでは？）

子供室産労

産労
（データ元）

○二次照会企画調整部
⇒修正無し
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子育てを応援する社会気運は着実に上昇

これまでは、公共交通でベビーカーを使うと肩身が狭

かったんだよね。ベビーカーを押したままでも、電車や

バスが使いやすい社会に変化してきているね

令和７年度 男性の家事・育
児実態調査結果|男性の家
事・育児実態調査|東京都生
活文化局

公共交通機関等でベビーカーを折りたたまずに乗車することについて（全国）

（資料）国土交通省「公共交通機関などにおけるベビーカーの利用について」を基に作成
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＋10.3pt

反対
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(%)

男女の家事・育児時間の差は縮小

男性の育業取得率が増加していることに加え、保育園

等の保育サービスや時短家電の活用などにより、家庭

全体での家事・育児時間が減少しているよ

家事・育児にかける1日の平均時間（都）

5時間30分差

4時間21分差

１時間以上

縮小

令和５年度調査 令和７年度調査

（資料）東京都「令和７年度 男性の家事・育児実態調査|を基に作成

（時間／日）

R元のデータまで
時短アイテム、アウトソーシングができるようになった

子育て応援スペース

小さなお子様連れの方が安心して気兼

ねなく電車を利用できるよう、都営地

下鉄の車内に「子育て応援スペース」を

設置

家事・育児に関する都の取組

家事・育児を「TEAM」として考え変えていくため、

家事・育児に関する役立つ情報を発信

関連する都の取組

3時間43分

9時間13分

3時間13分

7時間34分

1222山下
男女色になっていたので修正しました

「子育て応援スペース」を設置した車両の運行を開始します！ ｜ 東京都交通局

TEAM家事・育児

家事・育児サポーター
派遣事業 家事・育児サポーターを派遣する区市町村を支援

1123室長レク
【お願い】左のグラフ、臼井部
と渡邉課長にも共有して
⇒こすまのKGIを求められて
いる中で国と都の比較材料
として有意義ではないか
⇒課長級で対応予定

プロ推に情報提供

【0107竹村メモ】 0110追記
福祉局に追加確認が必要
本ページでは、男女の差縮小の文脈だが、この事業は広報東
京都にも掲載有るが、あちらは「男女とも時間減少」という
ストーリーで、だいぶ違う

1/8佐々木
子育て応援スペースは写真差し替えした方が
よいかと思います。こちらだるまちゃんは局了解済↓

概要＃3
各分野から１つ

（右）

1010竹村 西島統括
右側で「TEAM家事・育児」とありますが、ここだけ他の分野と違い、
WEBサイト名であることは気になりました。
（事業内容があまり分かってなく、こだわりはないですが、ポケブは
事業名です。）
「男性の家事・育児参画に向けたマインドチェンジプロジェクト」

「家事・育児サポーター派遣事業」については、上記のデータ・文章と
はだいぶ趣旨がそれていることが気になっています。
広報東京都の原稿調整でも、この事業は難航したと、ちらっと聞いた
記憶があり、福祉局NGが出る可能性は大きいと思います。

以前、広報東京都に載ってるから、と御説明頂きましたが、改めて
ちゃんと見ると、ストーリーが違うので厳しそうだな、と
取組側は男女差に絞っていないという説明は考えられますが、苦し
いとは思います。
（照会はする想定ですが、NG出た際の次善策を御検討ください）

生文

福祉

交通

生文
データ元

〇子供室 福祉局様 0114
・「家事・育児」に関する都の取組として、貴局「家事・育児サ
ポーター派遣事業」に言及させていただいています。
参考：広報東京都：こちら

時短家電や家事代行サービスの活用などにより、家庭

全体での家事・育児時間が縮小しているよ

1/19交通局コメント
本編・ポケットブック共通
· 子育て応援スペース車内と
車外ステッカーの2つの画像を
斜めに重ねる配置は避けてくださ
い
· レイアウト上、十分なスペー
スが確保できない場合は、
車内の画像1点のみを掲載してく
ださい
→少し調整してみました（佐々木） 1/27 13:30

高画質差替
（↑２枚）

家事・育児にかける1日の平均時間（都）

5時間30分差

4時間21分差

１時間以上

縮小

令和５年度調査 令和７年度調査

（資料）東京都「令和７年度 男性の家事・育児実態調査|を基に作成
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https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/danjo/wlb_top/0000001374/r7chosa
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https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/pickup_information/news/subway/2019/sub_p_201907198672_h.html
https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/pickup_information/news/subway/2019/sub_p_201907198672_h.html
https://www.kotsu.metro.tokyo.jp/pickup_information/news/subway/2019/sub_p_201907198672_h.html
https://www.koho.metro.tokyo.lg.jp/2026/01/documents/202601.pdf
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変わりつつある東京の結婚・子育て

2024年、都の婚姻数は増加

13

「子育てしやすい東京」へ

コロナ禍
(2020-23)

(全国・46道府県・万人)

10年ぶりの増加

2013

（万組）
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コロナ禍(2020-23)

都 7.6万組

＋６％以上！

都 4.0万人

＋0.3％

※調査対象：３歳児、小学３年生、小学５年生、中学２年生、17歳の子供の保護者

都内子育て世帯の約９割が
子育てしやすいと実感

都内では、出生数の先行指標とも言われる

婚姻数について、2024年の件数が、

前年から6％以上増加しているんだ！

都内に居住する子育て層の約９割が、

住んでいる地域が子育てに良い場所だと

思っているよ！

子育て層の約９割

（資料）東京都「とうきょう こども アンケート」を基に作成

（資料）厚生労働省「人口動態調査」及び東京都「人口動態統計」を基に作成 （資料）厚生労働省「人口動態調査」を基に作成

＊要調整＊
・サマリー
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希望を叶える東京へ

住んでいる地域が子育てに良い場所であると思う
と回答した人の割合（都）

（資料）東京都「とうきょう こども アンケート」を基に作成

2025年：89.3%

2024年：88.1%

婚姻数の推移（確定数・通年） 出生数の推移（概数・上半期分）

2023年：87.2%

2023年：87.2%

2024年：88.1%

論点整理と同じく過年度のグラフも入れる？
→変化を見せるならあったほうがいいか

2024から2025

＋1.2％

都はこれからも、ライフステージを通じた切れ目のない支援で

都民のみなさまの「叶えたい」を力強く後押ししていきます！

① ② ③

時代に合わせ、東京の姿はよりよい方向に変化していることが分かるね

都はこれからも、社会やニーズの変化をとらえて

都民一人ひとりの思いに寄り添った施策 を展開していきます！

色調整
→太字を統一ピンクにしたら目立たなかった
のでフォントサイズ大きくしました

2年連続の増加！

概要＃４

○二次照会＊企画調整部

・+1.2pが直近１年の増加分である旨明記

・増加は２年幅のためハコ部分修正

・回答率の合計を追記

３年連続の増加！

（「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」の回答率の合計）

等倍表示
都太く

国：薄紫
都：薄青

7.2万組

全国

４６道府県
全国

４６道府県

(全国・46道府県・万組) (都・万組) (都・万人)

都内出生数の「下げ止まりの兆し」が明らかに

2025年上半期の都内出生数は、0.3％

増加したよ。プラスに転じるのは10年ぶり

で、「下げ止まりの兆し」が明らかに

なってきたね



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

12.3 

13.1 

38.5 

40.2 

40.4 

37.4 

36.5 

31.0 

47.2 

49.5 

24.9 

28.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交際経験無／男性

交際経験無／女性

交際経験有／男性

交際経験有／女性

分野ごとの分析
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

結婚願望があって実現できると考える人は約３割

01
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結婚等に向けた活動ではリアルの活動も増加

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

結婚願望あり

／いずれ結婚できる

27.0%

結婚願望あり／

このままでは難しい

36.4%

結婚願望なし／

結婚しない

9.5%

結婚願望なし／

仮にしたくなって

も難しい

27.1%

結婚願望あり

／いずれ結婚できる

31.2%

結婚願望あり／

このままでは難しい

31.4%

結婚願望なし／

結婚しない

13.6%

結婚願望なし／

仮にしたくなって

も難しい

23.7%

未婚者の結婚に対する考え方(都・男女別）

➢ 結婚願望がある未婚者は男女ともに６割を超える

➢ そのうち、「いずれ結婚できる」は男性が27.0％、女性が31.2％
であり、交際経験の有無が、結婚願望に影響を与えている

男性 女性

■ ■ 結婚願望あり／いずれ結婚できる ■ ■ 結婚願望あり／このままでは難しい ■ 結婚願望なし

交際経験別

➢ 結婚等に向けた活動では民間等のマッチングアプリ/サイトの
利用が多いものの、パーティや趣味の集まりなどリアルな活動が
増加している

57.7 

35.3 

14.5 

16.7 

12.0 

12.6 

9.7 

8.0 

2.1 

1.4 

40.1 

30.9 

23.6 

17.7 

16.3 

15.9 

15.3 

11.3 

8.0 

7.3 

0 20 40 60 80

民間等のマッチングアプリ／サイト

友人の紹介

合コン・パーティ

（婚活パーティを除く）

職場の同僚・先輩の紹介

結婚相談所

街コン、婚活パーティ

オフラインでの交流目的の趣味の集まり

（習い事、サークル活動など）

オンラインでの交流目的の趣味の集まり

（ＳＮＳ、オンラインゲームなど）

お見合い

（結婚相談所を除く）

行政等による結婚支援事業

（マッチングシステム、交流イベントなど）
2024年 2025年

リアルな活動
の増加

結婚相手／交際相手を見つける目的で行っている活動(都）

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

（％）

※複数回答

約７割が実際に婚活等の行動をしていない

➢ 未婚者のうち、現在、結婚に向けた活動（婚活）をしていない人の
割合は69.3％

30.7％ 69.3％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

婚活している 婚活していない

現在の結婚に向けた活動(都）

（資料）東京都「都民の結婚等に関する実態及び意識についてのインターネット調査（令和４年11月）」を基に作成
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

分野ごとの分析
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

子育て世帯は様々な悩みを抱えている

学童クラブのニーズが高まっている

➢ 夜間保育や延長保育、学童クラブなど、ライフスタイルや就業形態
の多様化に応じた様々な保育サービスの充実が求められている

（資料）東京都「令和7年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」 を基に作成

※複数回答、上位抜粋

子育て世帯が子供・子育て支援の施策として充実して欲しいと思うもの（都）

ライフスタイルや就業形態の多様化に応じた様々な保育サービス
（夜間保育、延長保育、学童クラブなど）

37.8%

子育て家庭を地域で支える仕組みとサービスの充実
（子供家庭支援センターなどでの相談支援、一時預かりなど）

34.8%

小児・母子医療体制の整備
（休日・夜間における小児診療体制の整備など）

33.1%

就学後の子供の生きる力（「確かな学力」・「豊かな人間性」・「健康と体力」）
をはぐくむ環境の整備

31.5%

就学前教育（幼稚園、保育施設及び認定こども園における小学校就学前の
子供に対する教育）の充実

31.3%

➢ 学童クラブの整備が進み、登録児童数が増加しているが、
待機児童も発生

0

2,000

4,000

6,000

0

40,000

80,000

120,000

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

学童クラブの登録児童数及び待機児童数（都）

登録児童数 待機児童数

（資料）東京都「令和６年度東京の学童クラブ事業実施状況」及び「放課後児童健全育成事業（学童クラブ事業）実施状況（令和７年５月１日現在）」を基に作成

95,741

3,417
3,821

3,360

105,805

147,245
（登録児童数

／人)
（待機児童数

／人）
共働き夫婦が１日の中で仕事や
家事・育児に充てる時間（全国）

➢ 産後うつは、男女ともに起こり得る

➢ 産後間もない時期は、男女ともに仕事や家事・育児に充てる時間が
大きく増加している

産後１年以内に「メンタルヘルスの
不調リスクあり」と判定される割合（全国）

3.4 

15.1 

10.8 

11.0 

0 5 10 15

夫婦両方

夫婦どちらか

母親

父親

（資料）総務省「令和３年社会生活基本調査」を基に作成

(分)

（資料）国立成育医療研究センター研究所「Parental psychological 
distress in the postnatal period in Japan: a population  
based analysis of a national cross sectional survey」を基に作成

(％)

男女とも産後のメンタルヘルス不調のリスクあり

妊娠・出産に当たっては様々な不安がある

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

14.0%

31.9%

23.1%

9.0%

22.0%

安心して出産ができると
感じる割合（都）

➢ 半数近くの人が安心して出産できると感じているが、依然として、
出産費用の軽減や仕事との両立など、経済面から身体面・精神面
まで幅広い支援が求められている

※複数回答、上位抜粋

■ 感じる ■ やや感じる
■ あまり感じない ■ まったく感じない
■ 分からない

安心して出産できる環境が整っていない
と感じる理由（都）

出産にかかる費用が高い 49.4%

出産と仕事の両立が難しい（自身） 34.6%

出産と仕事の両立が難しい（パートナー） 29.1%

産前・産後ケアに関するサービスが
不足している

20.7%

出産に関する情報が不足している 17.0%

15

0 150 300 450 600

仕事 家事 育児

夫婦のみ

末子が0歳

末子が6～8歳

夫婦のみ

末子が0歳

末子が6～8歳

男性

女性

出典確認
（成育医療センター）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

分野ごとの分析
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

子育てにおける住環境や教育の課題は様々

➢ 住居費や教育費の負担が大きいと感じる人が多い

望む人が子育てをする上で、住環境・教育での課題（都）

住宅に係る家賃や購入費が高い 44.4%

塾や予備校に費用がかかる 36.1%

習い事（塾・予備校以外）に費用がかかる 33.4%

高等教育（大学等）に費用がかかる 32.6%

私立中学校・高等学校等に費用がかかる 30.8%

公園など、子供が遊べる場所が近くにない 21.1%

親や親族のサポートが得づらい 19.5%

通勤時間が長い 16.4%

公立小学校・中学校等における教育が充実していない 15.6%

都の住居費は高く、子育て世帯の住環境の向上が必要

（資料）株式会社不動産経済研究所「首都圏 新築分譲マンション市場動向

2024年度」を基に作成

マンション価格の推移（首都圏・都）

➢ 区部におけるマンション価格は、近年急激に上昇

➢ 都は全国と比較して、子供と同居している世帯の借家に住む割合が
高い

11,632 

6,067 

8,135 

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

都区部

都市町村

首都圏平均

（資料）総務省「令和５年住宅・土地統計調査」を基に作成

79.2%

69.9%

20.8%
30.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全国 東京都

借家
借家

持ち家
持ち家

子供と同居している世帯における
持ち家と借家の割合（全国・都）

➢ 都内には、公共住宅等が51万戸存在し、住宅ストックの約8％を
占める

都内の公的賃貸住宅ストックの状況（都）

持ち家

324万戸（47.3％）

都営住宅等
249,931戸

48.7％

公社一般賃貸住宅
70,947戸

13.8％

都民住宅
4,022戸

0.8％

区市町村住宅

都市機構賃貸住宅
188,339戸

36.7％

民営借家

309万戸（45.2％）

公共住宅等

51万戸（7.5％）

（資料）※１ 総務省「令和５年住宅・土地統計調査」を基に作成
※2 東京都「住宅政策本部事業概要令和６年版」を基に作成

※２

※１

※１

都内には公共住宅等が51万戸

家庭内での事故防止に向けた取組が必要

6,534 
6,384 

6,589 6,608 

6,286 

6,608 

4,000

5,000

6,000

7,000

2018 2019 2020 2021 2022 2023

➢ 都内における、乳幼児の家庭内での事故件数は、年間6,000件
程度で推移

乳幼児の家庭内での事故件数の推移（都）

※数値は東京消防庁管内（東京都のうち稲城市、島しょ地区を除く地域）
（資料）東京消防庁「救急搬送データから見る日常生活事故の実態」を基に作成
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（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

※複数回答

（万円）

出典確認
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

分野ごとの分析
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

結婚や子供を持つことを望む人の希望を叶える環境整備を促進

フォーマット
（編集は総括ラインで実施しますので、各ライン単位で必要なデータを埋めていってください）
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女性の正規雇用比率は25～34歳をピークに低下 柔軟に休める環境づくりが重要

52.9 

87.6 

80.1 79.8 

69.9 

19.6 

44.1 

76.5 

69.5 

71.2 

56.7 

17.4 

20.6

64.9 46.1

36.6

23.9

2.2
17.3

46.3

31.0
26.6

14.1 2.9
0

20

40

60

80

100

15～24 25～34 35～44 45～54 55～64 65～

女性の年齢階級別正規雇用比率(都)

就業率(R6) 就業率(H26) 正規雇用比率(R6) 正規雇用比率(H26)

➢ 女性の就業率、正規雇用比率ともに上昇傾向だが、正規雇用比率は
いまだ25～34歳をピークに右肩下がりの「L字カーブ」の傾向

（資料）東京都「令和６年 東京の労働力（労働力調査結果）」を基に作成

(歳)

➢ 仕事・働き方での課題について、男性は「労働時間が長い」、
女性は「子供にかかわる突発的な事情での休暇が取りにくい」が１位

※複数回答、一部抜粋

望む人が子育てをする上で、仕事・働き方での課題（都） 男性 女性

仕事・収入が安定していない 26.0% 25.8%

労働時間が長い 31.4% 28.1%

場所にとらわれない働き方が難しい（テレワーク等） 24.9% 28.7%

時間にとらわれない働き方が難しい（短時間勤務・フレックスタイム等） 28.1% 34.7%

出産・育児などによる休暇等が昇進・昇給の妨げとなっている 20.3% 27.9%

職場において、育児への理解が進んでいない 18.7% 22.6%

育児休業が取りにくい 22.9% 20.9%

子供にかかわる突発的な事情での休暇が取りにくい（急な発熱等） 27.4% 39.4%

➢ 同じ雇用形態でも男女間に給与差があり、その差は年齢とともに
拡大する傾向

459.1

327.2

298.7

217.0

150

250

350

450

550

～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～

雇用形態・年齢階級別 所定内給与額（全国）

正社員・正職員（男性） 正社員・正職員（女性） 正社員・正職員以外（男性） 正社員・正職員以外（女性）

（資料）厚生労働省「令和６年賃金構造基本統計調査」を基に作成

(歳)

(千円)

性別・雇用形態によって給与に差がある 欧米に比べ日本の男性は長時間労働割合が高い

➢ 日本の男性の長時間労働割合は減少傾向にあるが、他国と比較
すると依然として高い

（資料）独立行政法人労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2025」を基に作成
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各国の長時間労働割合の推移（就業者）
男性 女性
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

分野ごとの分析
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

結婚や子供を持つことを望む人の希望を叶える環境整備を促進
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2025

子供・子育てに関する社会の理解促進等が必要

➢ 日本は海外に比べ、子供を産み育てやすいと思う人の割合が低い

0% 25% 50% 75% 100%

日本

フランス

ドイツ

スウェーデン

とてもそう思う

どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない

全くそう思わない

無回答

自国が子供を生み育てやすいと思う
人の割合（20～49歳の男女）

38.3%

（資料）内閣府「令和２年度少子化社会に関する国際意識調査報告書」を基に作成

子供・子育てにやさしい社会をつくる上で、有効だと思う取組（都）

子供・子育てに関する社会の理解促進 34.5%

男性の家事・育児参加の促進 33.0%

移動しやすい環境整備
（公共交通機関におけるベビーカー利用の円滑化に向けた取組等）

30.3%

公共・民間施設での育児サービスの充実
（おむつ替えスペース等）

28.8%

行政による子育て支援の情報発信 25.1%

（資料）東京都「令和７年度若年層及び子育て世代を対象とした意識調査」を基に作成

※複数回答、上位抜粋

➢ 子供・子育てにやさしい社会をつくる上で、社会の理解促進や男性
の家事・育児参加の促進が有効だと思う人が多い

子供を生み育てやすい国だと思う理由
※とてもそう思う、どちらかというとそう思うと答えた人

公園など、子供を安心して育てられる環境が
整備されているから

日本 フランス ドイツ スウェーデン

32.0％ 45.2% 52.9％ 57.7％

子供を生み育てることに社会全体がやさしく
理解があるから

日本 フランス ドイツ スウェーデン

8.6％ 16.6％ 19.7％ 54.5％

※一部抜粋

男性の家事・育児参画が進んできている

➢ ６割が男性の家事・育児参画が進んできていると実感する一方で、
家事・育児分担の満足度は依然として男女差が大きい

（資料）東京都「令和7年度男性の家事・育児実態調査」を基に作成

（％）

※複数回答、上位抜粋

73.7 

55.4 

40.6 

30.2 

30.4 

27.5 

26.0 

19.2 

65.5

44.1

40.2

34.9

34.9

29.2

30.2

23.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

代替要員の確保が困難

休業中の賃金補償

職場がそのような雰囲気ではない

男性自身に育児休業を取る意識がない

社会全体の認識の欠如

前例（モデル）がない

キャリア形成において不利になる懸念

上司の理解が進まない

男性が育業等を取得する上での課題（都）

男性 女性

育業の推進には制度に加え職場の環境整備も重要

➢ 男性が育業するに当たっての課題は「代替要員の確保が困難」、
「休業中の賃金保障」、「職場がそのような雰囲気ではない」など

（資料）東京都「令和６年度東京都男女雇用平等参画状況調査結果報告書」を基に作成

※複数回答、上位抜粋

(％)

3時間
29分

7時間
48分

（分／日）
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令和７年度の調査では、男性の家事・育児時間は前回調査と比較して
増えていません。「男性の家事・育児参画が進んできている」と言い
切ってしまうのは誤解を招くので、本文で補足したいです。

「男女とも約半数が「男性が家事・育児を行うことは当然」と考える一
方で、家事・育児関連時間の男女差は大きい」

→ではなぜ差が大きいのか？＝仕事時間や帰宅時間が影響しており、
これらを示さないと分析にはならないのではと思いました。

⇒取り上げるグラフや本文について見直しをお願いしたいです。

＜代替案①＞

男性の家事・育児参画が進んできている

６割が男性の家事・育児参画が進んできていると実感する一方で、家
事・育児分担の満足度は以前として男女差が大きい

※報告書P237 「男性の家事・育児参画が進んできていると思うか」
（子育て世代計 「思う計」63.8％）

※報告書P16 「家事・育児分担の満足度」

子育て世代 男性：80.8％

子育て世代 女性：60．１％

＜代替案②＞

男性育業が進み、育業経験を前向きに捉えている

男性の育業取得率・取得期間ともに増加傾向にあり、

多くの男性が育業経験を前向きに捉えている

※調査レポートP10「0歳児パパの半数が「機会があればまた育業し
たい」のグラフ」

修正後

16.3 

11.4 

47.2 

47.2 

36.5 

41.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

■ ■ とても思う ■ ■ 思う ■ あまり思わない・思わない

21.4 

17.1 

59.4 

43.0 

19.2 

39.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

家事・育児分担の満足感（都）

■ ■ とても満足している ■ ■ どちらかと言えば満足している ■ どちらかと言えば不満がある・とても不満がある

男性の家事・育児参画が進んできていると思うか（都）
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19

私たちのお父さんお母さん、おじいちゃんおばあちゃんの世代から見ると、色々なことが変わっているんだね

結婚や子育てをしたいという「望み」や「実際の姿」は、変わってきているのかな？

「結婚したい」 「子供を持ちたい」という「望み」は、まだまだ大きいんですね

私たちは、将来、「結婚したい」 「子供を持ちたい」と思ったときに、一歩を踏み出せるかな・・・？

国では、結婚や子育ての意識や実態について、継続的に調査しているよ

それらのデータから、結婚や子育ての「望み」や「実際の姿」の移り変わりを見てみよう

都 は 、 結 婚 や 子 育 て に 関 す る 「 不 安 」 を 「 安 心 」 に 変 え て い き 、

「 結 婚 し た い 」 「 子 供 を 持 ち た い 」 と い う 「 望 み 」 を 全 力 で 応 援 し ま す ！

95.9

87.0
81.4

94.2

88.3 84.3

0
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97.9

89.7

73.4

95.6

94.7
83.5

0

20

40
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100
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(%)

2.62 2.56

2.25

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

82 87 92 97 02 05 10 15 21

2.23 2.23 

1.90 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

82 87 92 97 02 05 10 15 21

結婚意欲がある人の割合
(「いずれ結婚するつもり」と回答した18-３４歳の未婚者)

夫婦の平均理想子供数結婚したことのある人の割合
（50-54歳時点で未婚でない人）

夫婦の完結出生子供数
（結婚持続期間15～19年）

1982 2002 2021

男性 95.9% 87.0% 81.4%

女性 94.2% 88.3% 84.3%

1982 2002 2021

2.62人 2.56人 2.25人

1980 2000 2020

男性 97.9% 89.7% 73.4%

女性 95.6% 94.7% 83.5%

(%) (人) (人)

「望み」と「実際の姿」は、調査が同じ年でも、回答者の世代等が違うので、

単純な比較ができないことには注意が必要です

20021982 2002198220001980 20021982

（資料）国立社会保障・人口問題研究所｢第16回出生動向基本調査（2021年）｣及び総務省「国勢調査」を基に作成 （資料）国立社会保障・人口問題研究所｢第16回出生動向基本調査（2021年）｣を基に作成

コラム

1982 2002 2021

2.23人 2.23人 1.90人

1982 2002 2021 1980 2000 2020 1982 2002 2021 1982 2002 2021

結婚の「望み」と「実際の姿」 子育ての「望み」と「実際の姿」

望み望み 望み実際 望み望み 望み実際
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都の主な結婚・子育て支援策（令和8年度予算）
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ライフステージをシームレスにサポートし、｢子育てしやすい東京｣を実現

就労環境
職場環境

社会気運
環境整備

住宅

妊娠・出産出会い・結婚

拡 結婚気運の醸成

拡 婚活・結婚関連団体との連携

拡 結婚支援マッチング事業

東京都結婚支援ポータルサイト
「TOKYOふたりSTORY」

東京ライフデザインシミュレーター

ライフデザインセミナー

TOKYOふたり結婚応援パスポート

結婚に向けた気運醸成等

拡 ベビーシッター利用支援事業

拡 東京都病児保育推進事業

拡 多様な他者との関わりの機会の創出

拡 とうきょう すくわくプログラム推進事業

ファミリー・アテンダント

拡 東京都認証学童クラブ事業

拡 朝の子供の居場所づくり

学童クラブ待機児童解消区市町村支援事業

新 学童クラブ従事職員宿舎借り上げ支援事業

学童クラブ事業費補助

新 私立小中学校等給食費等負担軽減区市町村補助

私立中学校等特別奨学金補助

新 私立中学校等授業料保護者負担軽減臨時特別事業費補助

受験生チャレンジ支援貸付事業

乳幼児期 学齢期以降

子育て期の支援

拡 アフォーダブル住宅の供給促進 拡 東京こどもすくすく住宅の供給促進 拡 「子供を守る」住宅確保促進事業 拡 都営住宅における結婚・子育て支援

拡
こどもスマイルムーブメント

（育業の推進）
拡

男性の家事・育児促進に向けた
マインドチェンジプロジェクト

拡
女性の活躍推進のための

気運醸成
拡 地域の底力発展事業助成 子育て応援スペースの導入拡大 子供家庭支援区市町村包括補助事業

保育所・幼稚園等

保育料等無償化

都内全ての家庭における
子供の保育料等を無償化

都内全ての家庭における
子供の保育料等を無償化

高校等

高校等授業料の
実質無償化

大学等

都立大学等の授業料
実質無償化

小・中学校

学校給食費の負担軽減

都内全ての公立学校は
学校給食費が無償

都立も私立も所得制限な
しで授業料を実質無償化

都立の大学・高等専門学校
の授業料を所得制限なし
で実質無償化

拡
東京ユースヘルスケア推進事業
（プレコンセプションケアの推進）

拡
都立学校における産婦人科医を活用した
ユースヘルスケア事業

拡 不妊治療費助成

キャリアとチャイルドプラン両立支援事業

卵子凍結への支援

新 出産・子育てに関する講演会事業

拡 東京都無痛分娩費用助成等事業

新 妊産婦向け情報発信の強化

0 歳 か ら 1 8 歳 ま で 、 切 れ 目 の な い 経 済 的 支 援

新 女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト
東京デジタルアカデミー 若手エンジニアコース
（伴走型若手DX人材育成事業）

企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業 若者のキャリアデザイン支援

拡 企業と働く女性のキャリアパートナーシップ支援事業 若者世代職場定着促進事業

拡 働く女性のウェルネス向上事業 拡 正規雇用転換安定化支援事業

新 働く人の育業応援事業

拡 「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業

働きやすい職場環境づくり推進事業

テレワーク普及促進プロジェクト

新 育児・介護との両立のためのテレワーク活用促進事業

とうきょうママパパ応援事業 等

６万円

妊娠時

15万円+３万円

出産後

※妊婦のための支援給付(国制度)を含む

東京都出産・子育て応援事業

子育てに不安を抱える妊婦や
子育て家庭を支援するため、
伴 走 型 相 談 支 援 等 を 実 施 ６万円

1歳又は2歳

新 女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業

新 女性しごと応援ナビPlus

拡 働く女性への総合サポート事業

女性キャリアアップ再就職応援プログラム

拡 企業における女性管理職等の活躍促進事業

交付金

拡
（育業の推進）

女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業

女性しごと応援ナビPlus

企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業

女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト

働く女性のウェルネス向上事業

医療費助成事業（乳児～高校生等）

拡 子供・子育てメンター ”ギュッとチャット”

新 子供食堂等居場所支援事業・子供食堂普及啓発事業

デジタルを活用した便利で快適な子育て支援サービスの推進

018サポート 0-18歳の全ての子供たちに一人当たり月額5,000円を支給

子育て応援＋（プラス）

0-14歳の全ての子供たちに、一人当たり11,000円を支給
※ R８.２.２～R９.４.１の年齢であり、期間内に15歳を迎える場合を除く／東京アプリ生活応援事業の支給対象外の都民

○二次照会企画調整部
⇒修正無し

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・御意見等を踏まえて原稿を修正しました。
①不妊治療費助成：脱字修正
②学童クラブ待機児童区市町村支援事業

：拡充を削除（アクションと同様の取扱い）
③学童クラブ事業費補助
：拡充を削除（アクションと同様の取扱い）

0-14歳の子供たちに一人当たり11,000円を1回支給
※東京アプリ生活応援事業の支給対象外の都民

※国の重点支援地方交付金を活用

※国の重点支援地方交付金を活用

赤ちゃんファースト＋(プラス）
（R8.1月生まれ～R9.3月生まれ）

【R7補正予算】

【R7補正予算】
※国の重点支援地方交付金を活用

赤ちゃんファースト＋(プラス）
（R8.1月生まれ～R9.3月生まれ）

【R7補正予算】

※国の重点支援地方交付金を活用

赤ちゃんファースト＋(プラス）
（R8.1月生まれ～R9.3月生まれ）

【R7補正予算】

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援拡

拡

修正中 （さぎゅ中）
竹村までお声がけください
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局調整中

開発と合わせた導入

JKK東京（東京都住宅供給公社）と

連携した公社住宅の活用

リノベーションまちづくり

都有地の活用

金融スキームの活用

複数のファンドを組成し、
子育て世帯等向けに

アフォーダブルな住宅供給を実現

都営住宅の創出用地を活用し、

まちづくりとも連携した

アフォーダブル住宅供給等を検討

リノベーションまちづくりを通じた

アフォーダブル住宅の供給

都市開発諸制度等による開発と

合わせたアフォーダブル住宅の

導入に向けた促進策を検討

アフォーダブル住宅

中小ビル等

賃貸戸建

賃貸マンション

都と東京都住宅供給公社が連携し、

既存の公社住宅を

アフォーダブル住宅として供給

民間活力 や 既存ストックの活用 を図り、子育て 世帯等が

手 頃 な 価 格 で 安 心 し て 住 む こ と が で き る 住 宅 （アフォーダブル住宅 ） の 供 給 を 促 進

0120村山SS
都営住宅建替事業は言わない
ほうがいい ⇒修正案作成
（グリーンベース）

260123
透過色修正

ぼかし 光彩に修正

「確保策」という言葉が強い。（アフォーダブル
だけで、子育て世帯の住宅確保を担うように見
えてしまう）
住宅確保策⇒「住環境の整備」とできないか？

都市づくりにおける誘導や

都市開発諸制度を活用した

アフォーダブル住宅供給を検討

民間プロジェクトによるリノベーション

まちづくりを通じた

アフォーダブル住宅の供給

民間プロは、モデル実施。モデル実施が、さも決
まったかのような印象になってしまうため削除

2050から変える場合、グリーン同様に、調査
段階ということを示したい。
調査という表現をこのページに入れるのもそぐ
わないと考え、2050の表現としたい。
調整中の事業者が、調査という意識をせず、も
う、供給の検討段階に入ったのね、となってしま
うことは防ぎたい

公社住宅

都営住宅建替事業等による、

創出用地を活用した

アフォーダブル住宅供給を検討
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結婚に向けた気運醸成等 令和８年度予算： ７億円

◼ 望む人が一歩踏み出す後押しとなる取組を推進

➢末広がりや横にするとインフィニティ（∞）などおめでたい意味を持つ「八」の年である令和８年を「結婚のきっかけにしたい

特別な１年」と位置づけ、結婚を力強く後押しする令和八年 結婚おうえんキャンペーン「TOKYO 八結び」を展開

02
アクション2026

①
〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点

●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

結婚気運の醸成拡充

都民参加型イベントの企画

都民アイデア実施部門

「八」にちなんだ婚活・結婚関連の

企画を募集し、応募者が実施

都民イベント実施部門

婚活・結婚関連団体との連携拡充

お試し「結婚相談」（結婚相談所）

✓ 「TOKYO縁結び」会員、８８８人にプロの相談員による手厚いサポートを提供

✓ 一連のサービス（カウンセリング、プロフィール作成、相手紹介、お見合い）を体験

IMS認証の認知拡大（マッチングアプリ）

IMS認証（※1）の認知拡大に協力いただくことなど

により、東京ポイントをプレゼント（※）

（※1）消費者が安心して利用できるサービスであることを第三者機関が審査し、

認証マークを付与する制度

結婚カップルおうえん（式場・婚礼関係）

団体加入の都内式場等で結婚式を挙げた方に、キャンペーン

の気運醸成への協力を依頼。協力してくれた方に東京ポイント

をプレゼント

マッチングアプリ、結婚相談所、

式場・婚礼関係等の団体が集まって

議論・検討する会議を開催

・マッチングアプリの安全な利用に関する動画の作成
・結婚式イベントの開催 等

これまで
の取組

結婚おうえんTOKYOミーティング

優秀な企画８本：賞金50万円

気運醸成イベント

✓ 著名人のトークショーや模擬結婚相談等の様々な企画を実施

✓ 令和８年８月８日のフェスタをコアイベントとして、年間を通じ
て４回のイベントを開催

実施規模 参加枠：6,500人

来場目標：8万人

5,000人

5万人

うちフェスタイベント計

（※）東京ポイントプレゼントの対象者数やポイント数等の条件は後日公表

0121入れる

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

【令和８年度予算 知事査定／令和八年結婚
おうえんキャン... ｜東京動画

【 令和８年度予算 知事査定／令和八年結婚おうえん
キャンペーン 】

今年は、令和８年。まさに「末広がり」の「八」であ
り、「結婚のきっかけにしたい特別な１年」と捉え、
「八」にちなんだ様々なキャンペーンを展開していきま
す。

「八」にちなんだ日時場所、企画により、婚活や結婚に
関するイベントを年間を通じて都内各地で開催します。

また、都と連携している団体に加入している式場で結婚
式を挙げたカップルに、キャンペーンに協力いただくこ
となどにより 8,000組へ、 8,888 ポイントの東京ポイント
をプレゼントします。

さらに、「八」にちなんだ婚活イベントのアイデアを募
集し、応募者に 888ポイントの東京ポイントをプレゼント
するとともに、優秀なアイデアを活用して、都民参加型
イベントを開催していきます。

応募者に888ptの

東京ポイントをプレゼント（※）

8,000組に8,８88pt

0122G突

「八」にちなんだ婚活イベントのアイデアを

募集し、優秀なアイデアを活用した

都民参加型イベントを開催

0122修正案（修正者不明…）

⇒佐藤さん確認お願いします
0123山下
タイトル被ってたので位置調整しました
⇒0123佐藤 修正完了！

https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/gn1p3lf2lg0.html
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新規

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

結婚支援マッチング事業Q＆A|
地域活動・多文化共生|東京都生
活文化局

結婚支援マッチング事業拡充

✓ 様々な企画を通じて楽しく交流できるイベントを「八」にちなんだ日程や

企画で開催

✓ 民間事業者団体と共催でのイベントを開催し、参加枠を大幅に拡充

交流イベント

結婚や婚活に関する様々な相談に無料で対応

✓ 土・日も対応

✓ 家族や友人の婚活に関する相談も可

✓ 結婚相談所等の経験豊富なスタッフ
が対応

R７年度 R8年度

参加枠：1,250人 3,500人
実施規模

WEB相談

AIマッチングシステム「TOKYO縁結び」

✓ 価値観テスト等に基づき交際が成立する可能性の高い相手をAIが紹介

✓ 申込者数・真剣交際組数・成婚組数等も着実に増加

対 象 者 都内在住・在勤・在学の18歳以上の独身者

提 出 書 類 本人確認書類・独身証明書・収入証明・誓約書

登 録 料 11,000円（２年間）
詳細はこちら

R6.9 R7.3 R7.12

申込者数(人) 6,500 20,000 30,000

真剣交際組数(組) 7 69 507

成婚組数(組) 5 26 139

マイナポータルとの連携で

より一層便利に！

令和８年度中にマイナポータルと連携し、

自治体の窓口等での独身証明書の取得が不要に

２人の記念となるタイミングで
「八」キャンペーンの特典をプレゼント

真剣交際カップルに対して、

① キャンペーンの気運醸成への協力等で、

東京ポイントをプレゼント

② 抽選で美術館等のチケットをプレゼント

真
剣
交
際

成
婚

成婚レポート「縁結びの声」が

掲出された方に対して、

東京ポイントをプレゼント

利用実績（R7.12末時点）

0121入れる

２５０組500人に888pt

120組に8,８８８pt 

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/chiiki_katsudo/kekkonsien/001
https://www.futari-story.metro.tokyo.lg.jp/ai-matching/
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✓ 結婚を希望する方、関心を持っている方にポータルサイトを通じて様々な情報を総合的に提供

✓ 婚活をはじめたい・現在婚活中等の各フェーズで必要な情報が手に入るようサイトをリニューアル
詳細はこちら

✓ 「１年以内に結婚を予定している婚約カップル」「結婚してから１年以内の新婚

カップル」に、「TOKYOふたり結婚応援パスポート」を発行

✓ パスポートの提示で協賛店等から結婚応援サービスを受けられる

サービス内容（例）

QRコードの画像1

・ホテル宿泊プレゼント

・ドレス＆タキシード無料レンタル

・キャンピングカー利用料割引

・お部屋探し仲介手数料割引

・家電購入時のポイント還元

詳細はこちら

✓ 約1,000店の協賛店向けに「TOKYO 八結び」ステッカーを配布し、

社会全体で「TOKYO 八結び」を盛り上げ、結婚の気運を醸成

✓ アンケートに回答したパスポート利用者に東京ポイントをプレゼント（※）

✓ 仕事や結婚、子育てを含めたライフデザインを楽しくイメージできるWeb

アプリケーションを提供

東京ライフデザインシミュレーター

20代から30代の若者向けに都内の大学等で、

自らのライフプランを考えるためのセミナーを開催

東京都結婚支援ポータルサイト

「TOKYOふたりSTORY」

ライフデザインセミナー

＜R８年度（予定）＞

詳細はこちら

✓ R７年度にアプリをリニューアルし、シミュレーション可能な

ライフスタイルの選択肢を充実させるとともに、将来役立つ

東京都の施策を見やすく表示

開催回数

13回程度

参加予定人数

約1,000名

詳細はこちら

TOKYOふたり結婚応援パスポート

✓ 約1000店の協賛店向けに「TOKYO 八結び」ステッカーを配布し、

社会全体で「TOKYO 八結び」を盛り上げ、結婚の気運を醸成

✓ アンケートに回答したパスポート利用者に東京ポイント88ptを付与

（※）東京ポイントプレゼントの対象者数やポイント数等の条件は後日公表

https://www.futari-passport.metro.tokyo.lg.jp/
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拡充

新規

02
アクション2026

②

妊 娠 出 産

無痛分娩を希望する女性が安心して出産できる
環境整備を推進

◼ 安心して妊娠・出産できる環境整備を促進

妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 切 れ 目 な い 支 援拡
東京ユースヘルスケア推進事業
（プレコンセプションケアの推進）

拡

卵 子 凍 結 へ の 支 援

出 産 ・ 子 育 て に 関 す る 講 演 会 事 業新

不 妊 治 療 費 助 成拡

キ ャ リ ア と チ ャ イ ル ド
プ ラ ン 両 立 支 援 事 業

東 京 都 無 痛 分 娩 費 用 助 成 等 事 業拡

妊 産 婦 向 け 情 報 発 信 の 強 化新

子育て

とうきょうママパパ応援事業

東京都出産・子育て応援事業

妊娠時

６万円

出産後

15万円 ＋ ３万円

1歳又は２歳

６万円

妊産婦・父親に対する相談支援や家事育児サポーターの派遣など、
妊娠期から出産後まで切れ目ない支援を実施する区市町村を支援

※妊婦のための支援給付(国制度)を含む 赤ちゃんファースト＋（プラス）
対象：R8.1月～R9.3月生まれ

不妊治療等と仕事の両立ができる
職場環境づくりの推進に向け、
企業等に対する普及啓発や奨励金
支給を実施

妊娠・出産を望む女性の

選択肢を広げるため、

卵子凍結に係る費用の

助成等を実施

都立学校における産婦人科医を
活用したユースヘルスケア事業

不安や悩みを抱く妊産婦等の方々に、
相談窓口の周知や子供の健康に関する情報発信を実施

生徒が生涯を通じて自らの健康や環境を
管理・改善する能力を持てるよう、産婦人
科医による授業の実施や相談体制を整備

経済的支援と伴走型相談支援を一体的に実施

・ 事 業 内 容 に 応 じ て 一 部 文 言 修 正
（ 相 談 の 呼 び か け → 情 報 発 信 ）
・ リ ー フ レ ッ ト 画 像 差 替 え （ 保 医 局
よ り 提 供 ）

子供を望む方が、経済的な

事情に関わらず安心して

不妊治療に取り組めるよう、

不妊治療費の一部を助成

若い世代が将来の妊娠・出産に関する

正しい知識を身に付け、プレコンに取り組む

きっかけとなるよう、妊娠・出産に関する

適切な知識の普及などの取組を推進

拡

都民が妊娠・出産・子育てに際して、正しい医療知識を持って判断し、
個々のライフスタイルにかなう選択ができるよう、都立病院で
出産や子育てをテーマに妊娠や子育て家庭向けの講座を実施

※国の重点支援地方交付金を活用

福祉（下記以外）
産労（キャリア）
保医（講演会・妊産婦支援・無痛）
教育（都立高校）

〇子供室 福祉局様 0119
【追加修正】
・東京ユースヘルスケア推進事業について、次
ページの事業説明の修正を反映させた文章に修
正しました
【御意見反映済】
・不妊治療費の事業説明を、頂いた文章に修正
しました。

〇子供室 福祉局様 0119【御意見反映済】
・とうきょうママパパ応援事業について、
文章最後に文言を追加しました。
「実施する区市町村を支援」

各 事 業 ペ ー ジ の 記 載 と 合 わ せ た

山下確認済

山下確認済
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東京ユースヘルスケア推進事業（プレコンセプションケアの推進） 令和８年度予算： 8億円

都立学校における産婦人科医を活用したユースヘルスケア事業 令和８年度予算： 0.８億円
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拡充

新規
➢区市町村や医療機関と連携して、若い世代が将来の妊娠・出産に関する正しい知識を身に付け、プレコンに取り組むきっかけと

なるよう、妊娠・出産に関する適切な知識の普及などの取組を推進

➢産婦人科医による授業や相談体制の整備により、生徒が生涯を通じて自らの健康や環境を管理・改善する能力を育成

02
アクション2026

②

拡充

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※12/17時点

85,472千円 ※教育庁分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

生涯の健康に関する理解促進事業

○産婦人科医が対面・オンライン相談や講演会を実施
（対象：生徒、保護者、教職員）

産婦人科医による相談体制

○生徒が健康に関する正しい知識を身に付け
適切な意思決定や行動選択を行うことが
できるよう、各都立学校を支援

【取組内容】

✓ 健康に関する授業（食事・栄養、喫煙、アルコール等）の充実

✓ 産婦人科医と連携した授業の実施と公開

✓ 健康に関する高校生用理解啓発補助資料の配布 等

拡充

全都立学校（256校）で相談体制を構築
うち38校は産婦人科学校医を配置

TOKYOプレコンゼミ

内 容 例
男性を含む不妊、

妊娠・出産前のヘルスチェック 等

妊娠出産の知識と健康づくりを学ぶ
大学生世代向けセミナーを区部と多摩で新規開催

ヘルスチェック支援

「TOKYOプレコンゼミ」受講者のうち
希望者に対し、登録医療機関での検査や

助言・相談の費用を助成

助 成 額 上限３万円

対象検査
女性：AMH検査、経膣超音波検査 等
男性：精液一般検査、精巣超音波検査 等

18歳から39歳の都内在住者
を対象に、医療の専門家が

不安や疑問に答える
分かりやすい講座を実施

ユースクリニックの支援

中高生等が身体や心の悩みについて

相談ができるよう医療機関を支援

基礎疾患のある方の安全・安心な
妊娠・出産のための療法支援

母体の健康を守るため、
妊娠から出産までのHCL・インスリンポンプ

使用に係る自己負担額の一部を支援

福祉

教育

〇東京ユースヘルスケア推進事業
（プレコンセプションケアの推進）

＜予算額（千円単位）＞※1/20時点
815,531千円 ※福祉局分/kintoneより

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・グリーン等を基に原稿を作成しました。
参考：グリーン 本公表物の案との差分を黄色マーカー

区市町村や医療機関と連携して、中高生等（ユース）の思春期特有の悩みに対する支援体制
の整備や、妊娠・出産に関する適切な知識の普及などプレコンセプションケアの取組を推進
※☜の案はホームページ（こちら）を基としています。
※個人的には冒頭の「区市町村や医療機関と連携して、」は削除したいですが、グリーンに残る
ようなら、残すつもりです。

・ のハコにもありますが、最新の予算額（千円単位）を御教示ください。
・事業名について、事業全体の「東京ユースヘルスケア推進事業」としつつ、本冊に関連の深い
「プレコンセプションケアの推進」を括弧書きとしています。
・予算額については、事業全体の計数を記載する想定です。プレコン部分を切り分けて別途記
載することも検討しましたが、「プレコンではない」と言い切ることが難しいのではないかと思
料しています。もし、明確な切り分けが可能でしたら、御教示ください。

記載の参考例：「少子化対策2025」こちら
こどもスマイルムーブメント（育業の推進）

R8
新規

R8
新規

R8
拡充

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・頂いた内容を反映させました。

竹村メモ
0119緑要注視

担当案
0120 局追加確認後

大学生世代向けプレコンセミナー

妊娠・出産の知識と健康づくりを

学ぶセミナーを区部・多摩で開催

実施規模を拡大
R7：9,100人⇒R8：22,000人

R8
拡充

新たな取組

実施規模を

22,000人

に拡充
（R7:9,100人）

22,000人に拡充
（R7:9,100人）

動画

専門家監修のもと、性別や世代等
に応じた解説動画等を発信

基礎疾患のある方へのプレコンセプションケア動画 及び

産後女性の次の妊娠に向けたインターコンセプションケア動画

を新たに作成の上、発信

R8新規

他局事業

山下確認済

0122G突

安全・安心な妊娠・出産の
ための療法支援

母児の健康を守るため
基礎疾患のある方のHCL・インスリンポンプ

使用に係る自己負担額の一部を支援

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/shussan/preconceptioncare
https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=51


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

治療開始日における妻の年齢が43歳未満の夫婦
（事実婚を含む）

34,600件（Ｒ７予算：13,200件）

１０／10

15万円（年齢により最大6回まで）

〇不妊治療費助成
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
5,628,022千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

2828

不妊治療費助成 令和８年度予算： 56億円

キャリアとチャイルドプラン両立支援事業 令和８年度予算： ２億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

➢子供を望む方が、経済的な事情に関わらず安心して不妊治療に取り組めるよう支援を強化

拡充

① 保険適用された体外受精及び顕微授精並びに併用して行われた先進医療に要する経費の一部を助成

登録医療
機関受診

生殖補助医療
（授精など）

助成

【支援の流れ】

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※12/17時点

220,646千円 ※産労局分
※受領した要求資料で金額確認

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
【奨励額】

① 不妊治療及び不妊症治療のための休暇制度等の整備：40万円

② 不育症治療のための休暇制度等の整備：10万円

【規模】 300社

不妊治療・不育症治療
【奨励額】

① 卵子凍結に係る休暇制度等の整備：20万円

② 卵子凍結に係る福利厚生制度の整備：40万円

※②については、①と同時に実施するか又は過年度に①のみを実施
した場合において単独で実施可能

【規模】 30社

卵子凍結

➢都内企業等の人事労務担当者等を対象としたセミナー等の開催など、不妊治療等と仕事の両立ができる職場環境づくりの
推進に向けた普及啓発を実施（令和８年度から、希望企業に対する相談会を開始）

➢あわせて不妊治療・不育症治療や卵子凍結に係る特別休暇等や福利厚生制度を整備した都内企業等に奨励金を支給

02
アクション2026

②

② 保険適用外の加齢等の影響を考慮して行う凍結卵子を用いた生殖補助医療に係る費用を助成

【 対 象 者 】

【 規 模 】

【 補 助 率 】

【補助上限】

公的保険負担：7割

R7:助成範囲

自己負担：3割 全額自己負担

【保険対象】生殖補助医療 【保険対象外】先進医療

R8:助成範囲を拡大

妻の年齢が43歳未満の夫婦（事実婚を含む）

１回につき上限25万円
※

 （年齢により最大6回まで）
※「以前に凍結卵子を融解し作成した凍結胚」を融解して胚移植した場合は上限10万円

【 対 象 者 】

【 助 成 額 】

緑反映なし

産労

福祉〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・頂いた内容を反映させました。
【御意見に沿わない内容】
・ただし、規模は削除で頂きましたが、吹き出しで強調
する形ではなく、補助率等と同じ形で掲載させていた
だきたいと考えています。
【追加修正】
・補助対象を表す図について、より正しい内容に修正

（財務局グリーンを踏襲）

生殖補助医療（体外受精及び顕微授精） ※医療保険対象

R7:助成範囲

先進医療 ※医療保険外

公的保険負担 自己負担

R8:助成範囲を拡大（上限15万円）

生殖補助医療
（新規）

先進医療
（拡充）

（0119産労局より修正）

・都内中小企業等の人事労務担当者等を対象としたセ
ミナー等の開催など、～

・あわせて不妊治療・不育症治療や卵子凍結に係る特
別休暇等や福利厚生制度等を整備した都内企業等に
奨励金を支給

R8.10月開始（予定）
（R8.4月以降の治療開始分が対象）＜修正前＞

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降 〇卵子凍結への支援
＜予算額（千円単位）＞※1/１４時点
986,102千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

2929

卵子凍結への支援 令和８年度予算： 10億円

出産・子育てに関する講演会事業 令和８年度予算： 0.６億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

➢妊娠・出産を望む女性の選択肢を広げるため、卵子凍結に係る費用の助成等を実施

➢都民が妊娠・出産・子育てに際して、正しい医療知識を持って判断し、個々のライフスタイルにかなう選択ができるよう、都立病院
で出産や子育てをテーマに妊娠や子育て家庭向けの講座を実施

新規

① 都が実施する調査への協力等を要件に、未受精卵子の卵子凍結に係る費用を助成

【対象者】東京都に住む18歳から39歳までの女性

【助成額】(1)卵子凍結を実施した年度 ： 上限20万円

(2)次年度以降、保管に係る調査に回答した際 ： １年ごとに一律２万円

（令和10年度まで）

② 妊娠・出産に関する正しい知識や都の助成事業を説明するセミナーを開催

【支援の流れ】

※登録医療機関…加齢等による妊娠機能の低下を懸念する場合に行う

卵子凍結を実施する医療機関のうち都が定める要件を満たす施設

説 明 会 参 加

調 査 協 力

登 録 医 療 機 関 を 受 診

卵 子 凍 結 の 実 施

助 成

次 年 度 以 降 の 調 査

事業内容

拡充の可能性有
グリーン掲載だが拡充要素が不明

（関心を持つ方への基礎セミナーを新たに通年で開催）

○ 都立病院を主体とした「出産・子育て支援講座」を新規に設定

○ 保健医療分野の各施策とも連携し、様々な角度から都民の関心事項にアプローチ

【実施場所】都内会場、各都立病院

事業内容

・無痛分娩、生殖補助医療

・妊娠、出産期におけるメンタルヘルス対策

・医薬品の有効かつ安全な使用

  ・アレルギーの発症予防 等

実施コース（例）

〇出産・子育てに関する講演会事業
＜予算額（千円単位）＞※〇〇/〇〇時点
90,800千円 ※保医局分
※要求資料から確認

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

02
アクション2026

②

〇子供室 福祉局様 0114
・「支援の流れ」について、頂いた内容に修正しました。
・グリーンの記載を基に、事業瀬説明文（矢じり）を修正しました

修正前：加齢等による妊娠機能の低下を懸念する場合に行う卵子凍結に係る費用を助成

・改めて読み返し、助成額がミスリードとなる可能性(今後の実施では最大30万円はもらえないため）を
感じ、ホームページを基に修正しました。
修正前

【助成額】最大30万円  初 年 度：一人当たり上限20万円
次年度以降：一年ごとに一人当たり２万円（令和10年度まで）

・グリーンの掲載について、以下2点教えてください。
①「拡充」のフラグ立てをつけるべきか
②グリーン「関心を持つ方への基礎セミナーを新たに通年で開催」について

拡充はないものと認識しており、グリーンに困惑しています。
グリーンも並行して各局調整されており、内容変更があるものと思いますので、
可能であればそちらの調整状況(回答内容）も教えていただけると大変助かります。

＜私の方でひねり出した拡充要素の候補＞
R7：セミナーが年1回+オンデマンド R8：通年？
都民向けセミナー 基礎セミナー と名称変更（都民以外も参加可能に）

また、実績の提供ありがとうございます。
件数が伸びていると思いますが、全体バランスも含めて、掲載しない方向で考えています。

説明会への申込人数 22,744人（R7.11月末時点）
助成金の申請人数 4,882人（R7.11月末時点）

参考：叶えたいを支えたい（６月公表）
東京都の少子化対策2025

都 内 大 規 模 会 場
→ 都 内 会 場

予 算 額 修 正
（ 0 . 9 → 0 . 6 ）

■最終的な記載については局に確認中

福祉

保医

グ リ ー ン の 記 載 と 合 わ せ て
実 施 講 座 を 追 記

竹村メモ
0119緑少し気になるが、

コラエで良いか
（通年で配信）

○ 都立病院を主体とした「出産・子育て支援講座」を新規に設定

○ 保健医療分野の各施策とも連携し、様々な角度から都民の関心事項にアプローチ

【実施場所】都内会場、各都立病院

【実施講座】大規模講座４回：4,000人、ミニ講座10回：300人

0122G突

0122G突

https://www.kodomoseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kodomoseisaku/250604_children_firstpdf-pdf#page=15
https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=26
https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=26


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

3030

東京都無痛分娩費用助成等事業 令和８年度予算： 21億円

妊産婦向け情報発信の強化 令和８年度予算： 0.２億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢無痛分娩を希望する女性が、費用などを理由に無痛分娩を断念することなく、安心して出産できるよう、対象医療機関での
無痛分娩に要した費用の助成や、医療従事者向け研修の実施などにより環境整備を推進

➢不安や悩みを抱く妊産婦等の方々に、相談窓口の周知や子供の健康に関する情報発信を実施

拡充

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点

19,759千円 ※保医局分
※要求資料で確認

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

○ 研修機会の提供

無痛分娩時の急変対応研修の実施

○ 地域における連携強化

地域連携会議における症例検討会の
開催など、最新の知見の共有

○ 無痛分娩費用助成

【助成内容】 無痛分娩に係る費用を
最大10万円助成

【  対 象 】 都内対象医療機関で

出産した都民
※

※都内で母子保健手帳の交付を受け、申請日まで継続して都内に住民登録があること

【  規 模 】 19,000件 （Ｒ７予算：9,500件）

新規

〇無痛分娩費用助成等事業
＜予算額（千円単位）＞※12/17時点
51,041千円 ※保医局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

費用助成 安心して受けられる体制づくり

12/17 草案作成（竹村）
Kintone（右欄外）をベースに3つ目を追記

○ 妊産婦等が相談できる窓口を掲載した

ハンカチ型リーフレットを配布

【規 模】 85,000冊

【配布先】 産科・婦人科医療機関

区市町村 計1,100箇所

リーフレット

○ 検索連動型広告を活用し、ネットで妊娠・出産・育児
に関する悩み等を検索した方に、妊産婦向け特設
ページを紹介

【規 模】１か月あたり1,500クリック

※出産・産後１年以内の妊産婦を対象として想定

※併せてその他自殺関連領域等の目標クリック数も増加

その人の悩みに応じた

相談先をすぐに確認できる！

○ 妊娠・出産・育児に関する悩みに応じた

相談先や、食品やアレルギー、医薬品等の

子供の健康に関する情報について、特設

Webページにより、発信を強化

>>崎山さん
改めて見て、要求資料ベースの表現だと、公表物的にはｳｰﾝ…
という印象だったので、少し手を入れました。
右側の余白のところに、特設ページ紹介の要素を馴染む感じに
いれてもらってもいいでしょうか…？

Webページ

※R8年2月に開設予定

＜修正前＞

02
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②

以 下 記 載 を 削 除 （ 他 の 公 表 物 と の 整 合 性 ）
〇 対 象 医 療 機 関 の 安 全 性 の 向 上

対 象 医 療 機 関 へ の 現 地 調 査 を 行 う と と も に 、
無 痛 分 娩 に 関 す る 専 門 部 会 を 開 催

・ 検 索 連 動 型 広 告 → W e b ペ ー ジ
（ 必 ず 検 索 連 動 型 広 告 を 使 用 す る わ け で は な い た め ）
・ 説 明 文 も 実 態 に あ わ せ て 修 正
（ 修 正 前 ： 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 に 関 す る 悩 み 等 を 検 索 し た
方 に 、 妊 産 婦 向 け 特 設 ペ ー ジ ※ を ご 紹 介 ）
・ 男 女 の イ ラ ス ト 追 加

・ 対 象 は 妊 産 婦 に 限 ら な い → 「 等 」
を 追 記
・ 事 業 内 容 に 応 じ て 一 部 文 言 修 正
（ 相 談 の 呼 び か け → 情 報 発 信 ）
・ リ ー フ レ ッ ト 画 像 差 替 え （ 保 医 局
よ り 提 供 ）

緑反映済

福祉・保医

保医

〇無痛分娩費用助成等事業
＜予算額（千円単位）＞※１/14時点

2,068,200千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・件数の御提供ありがとうございます。記載いたしました。
・グリーンの記載を基に事業説明文（矢じり）を修正しました。

修正前
無痛分娩を希望する女性が安心して出産できる環境を整備

参考：グリーン 本公表物の案との差分を黄色マーカー
希望する女性が安心して無痛分娩を選択して出産できるよう、対象医療機関で出産した
場合の費用を助成するとともに、医療従事者向け研修の実施などにより環境整備を推進

➢希望する人が安心して無痛分娩を選択して出産できるよう、対象医療機関での無痛分娩に要した費用の助成や、医療従事者向け
研修の実施などにより環境整備を推進

〇子供室 福祉局様 0119 【追加修正】
・保健医療局からの修正案等を踏まえ、説明文を
修正しました

「 発 信 周 知 」 → 「 発 信 」
（ 「 発 信 」 と 「 周 知 」 は 重 複 感 が あ る た め ）

無 痛 分 娩 実 施 時 → 無 痛 分 娩 時
（ よ り 適 切 な 表 現 に ）

➢無痛分娩を希望する人が、費用やリスクを理由に無痛分娩を断念することなく、安心して出産できるよう、対象医療機関での
無痛分娩に要した費用の助成や、医療従事者向け研修の実施などにより環境整備を推進

＜修正後＞

竹村メモ
0119緑やや気になる

（矢じり文）

山下確認済

0122G突

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降
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妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援 令和８年度予算： 214億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

➢伴走型の相談支援と経済的支援を一体的に実施し、妊娠・出産・子育てまで都独自の切れ目ない支援を展開

拡充

妊娠・出産 乳児期 幼児期

⚫ 伴走型相談支援事業（妊婦全数面接、妊娠８か月アンケート、出産後の家庭訪問、１・２歳前後アンケート）

相
談
支
援
等
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②

〇子供室 福祉局様 0114
・頂いた御意見を反映させました。

「産後ケア施設……事業」の事業名修正
・グリーン掲載事業等を追加しました。

①３歳児健康診査支援（包括補助のため予算計上はなし）
②母子保健支援事業
③妊産婦メンタルヘルス対策事業（前回時点も追加を想定）

・事業は記載されていたが、説明がなかった事業について、説明を追記しました

④妊婦健康診査支援事業（参考： kintone）

⑤産婦・乳幼児健康診査支援事業（参考：kintone）

⑥産後ケア施設整備支援事業、産後ケア開業支援事業（参考：グリーン）

・幹部オーダーにより、「新」・「拡」マークを付与いたしました。
（赤ちゃんファーストプラスは、R7四定補正のため、R8新・拡ではないと考えています）

・赤ちゃんファーストプラスについて、対象を記載しました。
また、「重点支援地方交付金」を活用している旨を追記しました。

・今更ですが、④「妊婦健康診査支援事業」は、ママパパ応援事業に含まれないものという認識
で良いでしょうか（説明文自体は、kintoneの記載内容から作成しています）。
右上の計数に計上予定です。

・赤ちゃんファーストプラスについて、令和８年度予算として、上記とは別の事業で事務費等を
計上している場合は、御教示ください。
※「東京都出産・子育て応援事業」の予算で対応するものと推測しています。

⚫ 妊婦健康診査支援事業

妊婦健康診査の充実のため、区市町村を支援

⚫ 産婦・乳幼児健康診査支援事業、３歳児健康診査における視覚検診支援事業

産婦健診・1か月児健診・３歳児健診・5歳児健診の実施促進及び体制整備等のため、区市町村などを支援

⚫ 産前・産後サポート事業 妊産婦や父親に対する相談支援

⚫ 産後ケア事業
出産後１年以内の母子等に対し、ショートステイで休養機会を提供
する等、心身のケアや育児のサポートを実施

⚫ 産後ケア施設整備支援事業、産後ケア開業支援事業

国支援を超える整備や開業までの賃借料を助成

⚫ 母子保健支援事業 産後ケア施設予約アプリ等を導入する区市町村を支援

⚫ 妊産婦メンタルヘルス対策事業 母子保健医療の従事者に対する研修を実施、精神科医等による相談等を実施する区市町村を支援

⚫ 家事・育児サポーター派遣事業
・妊婦及び３歳未満の子育て家庭に家事育児サポーター

※
を派遣し、産前・産後の家事・育児を支援

・家事育児サポーター人材育成も支援 ※ 産後ドゥーラ、ベビーシッター、家事育児ヘルパー等

⚫ 多胎児家庭支援 相談支援や交流会のための移動支援、多胎妊婦健康診査加算等

⚫ 全ての妊産婦、子育て世帯、子供へ一体的に相談支援を行う機能を有する「こども家庭センター」の開設経費を区市町村へ補助

育児パッケージ（子育て用品等）

（妊娠時：１万円分）

赤ちゃんファーストギフト （出産後：10万円分）

赤ちゃんファースト＋（プラス） （出産後：3万円）
対象：R8.1月～R9.3月生まれ

バースデーサポート経
済
的
支
援

１歳又は２歳の誕生日

第１子６万円妊婦のための支援給付（国制度）

（妊娠時：５万円）

妊婦のための支援給付（国制度）

（出産後：５万円）

妊娠時

６万円

※第２子７万円、第３子以降８万円

出産後

18万円

1歳/2歳

6万円

※国の重点支援地方交付金を活用

〇とうきょうママパパ応援事業
＜予算額（千円単位）＞※1/１４時点
3,999,080千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇東京都出産・子育て応援事業
＜予算額（千円単位）＞※ 1/１４時点
15,549,731千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇妊産婦メンタルヘルス対策事業
＜予算額（千円単位）＞※ 1/14時点
44,244千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇妊婦健康診査支援事業
＜予算額（千円単位）＞※ 1/1４時点
1,490,052千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇３歳児健康診査における視覚検診支援事業
＜予算額（千円単位）＞
包括補助のため、単独での予算はなし

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇母子保健支援事業
＜予算額（千円単位）＞※ 1/20時点
159,186千円（グリーンでは2億）

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇産婦・乳幼児健康診査支援事業
＜予算額（千円単位）＞※ 1/１４時点
167,684千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

福祉

旗を○新○拡
に変えること

新

拡

拡

新
〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・「産婦・乳幼児健康診査支援事業」と３歳児健康
支援は別事業のため、「・」ではなく、「、」に修正

【追加修正】
・以下の「3万円拡充」については、時点がR7四
定補正なので、削除しました。

出産後

18万円

3万円拡充

竹村メモ
0119緑影響はほぼな

いか

山下確認済

―

合計



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
子育て期の支援
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冒頭

〇？？？＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇018サポート
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点

120,276,525千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・失礼しました。予算額を正しく修正しました。
・右上のロゴについて、画質が良いものを御提供いただけますでしょうか？

（別途、画像データ(png)などで頂けると嬉しいです）
・グリーンに記載の「申請の簡素化に向けたシステム開発」を追記しましたが、

そのような動きはあるでしょうか・・・？
ある場合、内容・スケジュール等の詳細が分かる資料を御提供ください。
内容によってはさらに追記が必要かと考えています。
（グリーンから記載を落とす動きがあれば、そちらも）

・また、システム開発の話があるため、事業として「拡充」とするきか検討しています。
貴局として対外的に拡充事業として御説明されるか、御教示ください。

令和８年２月２日～令和９年４月１日の期間内で、０歳から14歳までの都民に1回支給

※ただし、対象期間内に15歳を迎える方を除く

（東京アプリ生活応援事業の支給対象外の都民）

一人当たり11,000円

※東京アプリ生活応援事業と同額を支援

018サポートのインフラを活用した

プッシュ型支給（申請不要）
32

018サポート 令和８年度予算： 1,203億円

子育て応援＋（プラス） 令和８年度予算： ３億円

➢子供の成長を等しく支えるため、０歳から18歳までの全ての子供に月額5,000円を支給

【対象者】 都内に住所がある０歳から18歳の方（所得制限なし）

【支給額】 子供一人当たり月額5,000円（年間最大６万円）

【支給回数・支給時期】 ３回に分けて支給（令和8年８月、12月、令和9年４月）（予定）

◼ 全ての子供・子育て家庭に対し、ライフステージを通じた切れ目ない支援をシームレスに展開

親子のマイナンバーカード

をご利用のスマホにかざす

ことで簡単・便利に申請

マイナンバーカードが

ない方等もオンライン・

郵送で申込可能

✓ 対象者に月額5,000円支給（年間最大６万円）

✓ 対象者に専用IDを記載したギフトカードを送付

✓ 専用WEBサイトより商品申込

or

マイナンバーカードで申請 その他の方法で申請 018サポート

赤ちゃんファースト

＜018サポート×赤ちゃんファーストの同時申請＞

(令和７年度最終補正： 164億円）

➢実質賃金がマイナスの状況が続く中、子育て世帯を応援するため、東京アプリ生活応援事業の
支給対象外である０歳から14歳の子供に対し、一人当たり11,000円を支給

物価高騰の影響を受ける
子育て世帯を支援

東京アプリ
生活応援事業

15歳以上の都民に一人当たり

11,000東京ポイントを付与

詳
細
は
こ
ち
ら

▲
▲

【 対 象 者 】

【 支 給 額 】

【支給方法】

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・システムの言及を削除し、第1回照会の絵に直
しました。
・事業説明について、グリーンに合わせて修正し
ました（福祉局様の修正依頼の内容と一致）

竹村メモ
0119緑影響はほぼな

いか

竹村メモ
0120緑要注視
（局照会反映）

山下確認済

マイナンバーカードによる本人確認

を行った15歳以上の都民に

東京ポイント(11,000pt)を付与

0122G突

0122G突

https://www.tokyoapp.metro.tokyo.lg.jp/


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）
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ベビーシッター利用支援事業 令和８年度予算： 72億円

➢子育て世帯が都の認定を受けたベビーシッター事業者を利用する場合の利用料等の一部を助成するとともに、
ベビーシッターの人材確保等に向けた広報活動や利用者の利便性向上のための取組等を実施

拡充

① ベビーシッター事業者連携型 ６億円

【対象】待機児童の保護者、育児休業満了者、夜間帯保育を必要とする保護者

（保育所等の代わりとして利用）

② 一時預かり利用支援 ６５億円 （R7:49億円、R6:30億円、R5:４億円）

【対象】未就学児の保護者等

（保育の認定は不問、日常生活で急な事情が発生し、一時的に保育が必要となった場合等に利用可能）

主な事業内容

保育料等無償化 令和８年度予算： 1,1０１億円拡充

※３歳以降の保育料等は、原則国制度により無償化

【対象】認可保育所、認証保育所、私立幼稚園 等

➢全ての家庭について、子供の年齢や親の所得にかかわらない保育料等の無償化を実施

R5
年度

H31
年度

R7
年度

0-2歳の第３子以降
保育料等無償化

3-5歳の保育料等
無償化開始（国）

0-2歳の第２子
保育料等無償化

0-2歳の第１子
保育料等無償化

第１子 第２子 第３子以降

ー
第１子が
就学前

第１子が
小学生以上

第１子が
就学前

第１子が
小学生以上

国制度
全額

保護者負担

保護者負担

１／２

全額

保護者負担
無償化

保護者負担

１／２

都制度 無償化

福祉＋生文

福祉

〇保育料等の無償化
＜予算額（千円単位）＞※1/20時点

113,635,465千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・予算額、事業説明文（矢じり）をグリーンに合わせて修正
 ※「令和７年９月より実施している第１子無償化を含め」は

下の制度変遷により表現
・制度変遷の内容は、昨年度公表物のデザインを修正したものです。

東京都の少子化対策2025：こちら

〇ベビーシッター利用支援事業
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点

7,221,783千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
御意見を踏まえて修正しました。

・一時預かり利用支援の文言追加
「一時的に保育が必要となった場合」

・電子チケットに関する記載を削除（0113に御連絡頂いた件）

・事業説明文（矢じり）をグリーンに合わせて修正
（広報活動は、都が実施するのでしょうか？

＜修正前＞
就学前の児童の保護者等が都の認定を受けたベビーシッター事業者を利用する場合の
利用料等の一部を助成するとともに、保育の質向上に取り組む事業者を支援

＜参考：グリーン＞※本公表物の案との差分を黄色マーカー
子育て世帯がベビーシッターを利用する際の利用料を一部補助するとともに、
ベビーシッターの人材確保等に向けた広報活動や、電子チケット交付管理システムの
運用開に合わせて事業を再構築するなど、利用者の利便性向上につながる取組を実施

竹村メモ
0119緑要注視

（矢じり文）

竹村メモ
0119緑影響はほぼないか

山下修正なし確認済

0122G突

0122G不突
1101億円

https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=19


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

34

③
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境
02

アクション2026

34

東京都病児保育推進事業 令和８年度予算： 24億円

➢区市町村による病児・病後児保育施設の運営費等を支援するとともに、ニーズ調査やベビーシッターを利用した病児保育に係る
検証等を実施し、都民の多様なニーズを捉え、育児と仕事の両立を支援する病児保育の一層の充実を図る

○ ベビーシッターを利用した病児保育に係る検証事業

✓ 急な発熱等に際し、保護者の勤務等により

家庭で保育を行うことが困難である未就学児を対象に

ベビーシッター利用料を助成するとともにアンケートを実施

✓ 急な依頼に対応可能な体制の確保や

ベビーシッターの処遇改善等に取り組む、

都が認定する事業者の取組を支援し、

評価・検証を通じて内容を充実

○ 病児保育事業費補助

✓ 病中又は病気の回復期の児童に対し、専用スペース等にお
いて保育及び看護ケアを行う区市町村を支援

○ 病児・病後児保育施設の設置等の促進

✓ 病児・病後児保育施設の経営の安定性確保や新規参入を促進
するため、都独自に国制度の単価に上乗せ分を補助

✓ 保育中の体調不良児について、在籍する保育所等で
看護師等が一時的に預かる取組を推進

自宅での病児保育病院や保育所等での病児保育

拡充

医療費助成事業（乳児～高校生等） 令和８年度予算： 161億円

➢全ての子供たちの健全な育ちと、子育て世帯の経済的負担の軽減のため、乳幼児や義務教育就学児、高校生等の
医療費の一部を助成する区市町村を支援（所得制限なし）

乳幼児医療費助成事業補助
（マル乳）

義務教育就学児医療費
助成事業補助（マル子）

高校生等医療費助成事業補助
（マル青）

対象年齢 義務教育就学前の乳幼児 小１～中３義務教育就学児 高校生相当年齢の者

実施主体 区市町村

自己負担額 なし 通院１回当たり200円(上限額) 通院１回当たり200円(上限額)

区市町村が管内の病児保育施設の予約システムを
構築・運用する場合に要する経費を助成

R8
新規

参画する自治体と事業者を選定し、
検証事業を開始

R7
12月

福祉

0114備忘
枠の色修正

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※1/20時点

2,403,077千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・頂いた資料及びグリーンを基に原稿を作成しました。

そして、御提案ありがとうございました！
頂いた内容を踏まえつつ、事業開始やR8のシステム拡充を強調する形

とさせていただきました。
（病児検討会については、「多様なニーズを捉え」に包含したつもりです）

＜ご提案＞
当初要求で計上したR7既存事業＋システム導入経費支援の拡充を中心に
記載するのはいかがか。
（病児検討会については都民に直接関係のないため、一言触れるか触れな
いかくらいの扱いでいかがか。）

＜参考：グリーン＞※本公表物の案との差分を黄色マーカー
区市町村による病児・病後児保育施設の運営経費等を支援するとともに、

新たに、利用者と施設のマッチングの更なる円滑化に向け、施設の予約シ
ステム等の構築・運用に要する経費の助成を行うなど、都民サービスの充
実に向けた取組を推進

〇医療費助成事業
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点

16,097,484千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

福祉・総務（行政部）

新たに施設の予約システムの構築の
導入・運用に関する経費を助成

R8
新規

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見微修正】
・〇の中に「R8新規」とあるため、予約システムにつ
いての文章冒頭の「新たに」を削除しました（お送り
した案時点で入っていた文言です）
〇頂いた修正意見
新たに区市町村が、管内の病児保育施設の予約シ
ステムを構築・運用する場合に要する経費を助成

竹村メモ
0119緑要注視
（緑反映要検討）

竹村メモ
緑掲載なし

山下確認済

0122G突
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多様な他者との関わりの機会の創出 令和８年度予算： 73億円

➢保育所等の利用がない未就学児について、保育所等で「こども誰でも通園制度」の対象の年齢や
利用時間の上限を超えて預かる取組を継続し、全てのこどもたちの「子育ち」を着実に支援

拡充

とうきょう すくわくプログラム推進事業 令和８年度予算： 56億円

➢乳幼児の興味・関心に応じた探究活動を実践し、幼児教育・保育の更なる充実を図る幼稚園・保育所等を支援

➢令和８年度は、実施園の拡大と共に、実践の更なる質の向上に向けた重層的な支援や効果的な広報を実施

拡充内容とうきょう すくわくプログラム
伸びる・育つ（すくすく）と

好奇心・探究心（わくわく）を
応援する幼保共通のプログラム

実施園の拡大 実践の更なる質の向上に向けた支援 広報展開

約3,300園

3,850園

拡大

地域内の実施園の探究活動の定着に向けて、
区市町村との連携体制を構築し、研修会を
開催

区市町村連携研修会の実施 シンポジウムを開催

事業成果の
発信

理解促進
＋

幼児教育・保育の
更なる充実

拡充

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-
4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf

こども誰でも通園制度（国事業）

• 子ども・子育て支援法に基づく新たな給付として、

月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を

問わず保育所等に時間単位等で通園できる制度

※令和８年度から全国の自治体で実施予定

多様な他者との
関わりの機会の創出

こども誰でも
通園制度

対象児童
保育所等の利用がない

未就学児
保育所等の利用がない

０歳６か月～２歳児

利用時間 上限なし 月10時間まで

＜こども誰でも通園制度との比較＞

金額確認
○一次照会修正＊企画調整部

・事業タイトル内スペースを半角に修正

・リード文を修正

「更なる充実」「重層的な支援」「普及啓発⇒効果的な広報」「新たに⇒削除」

・赤枠内表現を修正

「探求心⇒探究心」「読点⇒削除」

・拡充内容②のリード文を修正（アクション合わせ）

・拡充内容②のイラストを差替（アクション合わせ）

・拡充内容③のタイトルを修正

「普及啓発⇒広報展開」

・拡充内容③の色枠内を「事業成果発信 理解促進+更なる充実」の流れに修正

区市町村

↓

〇とうきょう すくわくプログラム
＜予算額（千円単位）＞※12/22時点
5,644,483 千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

➢保護者の就労等の有無にかかわらず、保育所等で子供を定期的に預かることで、乳幼児期から他者と関わる機会を確保し、
非認知能力の向上など子供の健やかな成長を図る。あわせて、在宅子育て家庭の孤立防止、育児不安の軽減を図る

【規模】 1,001施設 （Ｒ７予算：400施設）

国事業

都事業

利用時間

年齢
0歳

６か月
3歳 ４歳 5歳2歳

都 国

10h/月

福祉

子供室

〇多様な他者との関わりの機会の創出
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
7,326,000千円 ※福祉局局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・御意見を踏まえて修正したのち、グリーンを基に修正し、

2事業併記する形で原稿を作成しました。
（事業説明文（矢じり）はグリーン横引き）

・グリーンで78億円の表記ですが、上記2事業を合計しても突合せず…
上記2事業の最新経費を合計して突合すれば良いのですが、
他に特殊な事情などがあれば御教示ください。

〇乳児等のための支援給付(こども誰でも通園制度)
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
275,665千円 ※福祉局局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

予算ベースという注記
実績はもっと多い

0114室長レク
実施園を予算ベース旨追記

○二次照会＊企画調整部

・すくわくプログラムロゴ画像を高画質に差替

・実施園について、未来アクションの記載に合わせ

て、R7は2026年１月時点での約3,300園に修正

（R8の3,850園は、アクションでは特段予算ベースという

記載を入れてないため※書き削除）

（R8.１月時点）

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・事業説明文を修正（冒頭追記）
・比較表について、「規模」を削除
・「こども誰でも通園制度」の説明（右端）の修正
を反映

※P.３3の「保育料等無償化」にも計上

多様な他者の予算☟の注記は随時確認

竹村メモ
0119緑影響ほぼないか

山下確認済

➢保育所等の利用がない未就学児について、保育所等で「こども誰でも通園制度」の対象の年齢や利用時間の上限を超えて預かる
取組を継続し、全てのこどもたちの「子育ち」を着実に支援

➢保育所等の利用がない未就学児を利用時間の上限なく保育所等で預かる都の取組を継続し、
全てのこどもたちの「子育ち」を着実に支援

0122G突

0122G突

非認知能力の育成など、
全ての乳幼児の「伸びる・育つ」をサポート

0123すくわく修正済
・すくわくプログラム内説明文追加
・今年度実施園に「約」を追加

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf
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https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf
https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/0afde15f-8760-4477-806a-ed72b6916696/726e652a/20250930_policies_hoiku_daredemo-tsuen_17.pdf


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

19時以降まで
の開所

学校始業前の
居場所確保

「質の向上」に向けた取組

朝の子供の
居場所づくり

学童クラブの
更なる整備

児童館･子供食堂など

小学校

放課後子供教室学童クラブ

学校始業前の
居場所確保

19時以降まで
の開所

夏休み等の
昼食の提供

学年ごとのニーズを踏まえた居場所づくり

多様な
居場所づくり

「認証学童クラブ事業」

子供や保護者のニーズを捉えたサービス向上

質・量の両面で子供の居場所を確保し、令和９年度末までに学童保育の待機児童を解消

「量の拡充」に向けた支援

多様なニーズに応えた子供の居場所づくり

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

③
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アクション2026

3636

東京都認証学童クラブ事業 令和８年度予算： 28億円

➢利用者（保護者や子供）がニーズに応じて様々な選択や利用が可能となるよう、国を上回る都独自の運営基準を満たす
学童クラブを認証し、運営費等の経費を補助

【規模】３３９クラブ

（Ｒ７予算：240クラブ）

都独自の認定基準

規模
支援単位当たり上限40名

（R8規模：529支援単位・339クラブ）

区画 児童１人につき1.65㎡以上（将来的には1.98㎡以上）

職員体制 支援単位当たり支援員を３名以上配置（１人は常勤）

開所日数 原則毎日（日曜・祝祭日・年末年始除く）

開所時間 午後７時まで

サービス 長期休業中の昼食提供、子供の意見聴取、多様な活動など

補助率・補助基準
都2/3、区市町村1/3(R9年度まで：都5/6、区市町村1/6)

基本分636万円、ほかサービスにより加算

拡充

福祉・教育

福祉

〇東京都認証学童クラブ事業
＜予算額（千円単位）＞※１/14時点

2,781,022千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

竹村メモ
0119緑要注視

（土曜開所）
→言及する方向

夏休みの午前中の
居場所確保

山下修正なし確認済

土曜日開所のニーズに合わ
せ柔軟な基準を新たに設定

土曜日開所のニーズに合わせ
柔軟な基準を新たに設定

加算項目

• 常勤職員の追加配置

• 更なる長時間開所

• 遊び・体験の更なる充実

• 障害児対応加配

• 職員研修の更なる充実 等

+
〇子供室 福祉局様 0120 【追加修正】
・土曜開所についての言及を追記しました。
・開所日数については、「原則毎日」と、「原則」
を追記した良いでしょうか？

0121入れる

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

37

学童クラブ待機児童解消区市町村支援事業 令和８年度予算： 24億円

朝の子供の居場所づくり 令和８年度予算： ４億円

拡充

新規

➢学童クラブ待機児童解消に向けて、区市町村における利用調整を必須条件としたうえで、
児童館等の既存施設を活用した多様な子供の居場所づくり等に係る経費を補助

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

子供食堂等居場所支援事業・子供食堂普及啓発事業 令和８年度予算： ６億円

➢子供食堂において、地域の子供の居場所を提供する取組について、支援を実施

➢子供や保護者が気軽に立ち寄れる地域の「居場所」を設置し、養育支援、学習支援、様々な体験活動等を行う取組を
支援することで、地域全体で子供や家庭を支援する環境を整備

➢子供食堂を一層有効に活用し、開催情報等を必要な人たちに行き届かせるため、区市町村が行う普及啓発の取組を支援

新規

37

イメージ

③

02
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子供の多様なニーズに応えるため、地域の実情に応じた「子供の居場所」の設置を支援

＜居場所支援（拠点型）＞

保護者に対する養育支援や子供に対する学習

支援等を実施し、地域全体で子供や家庭への

包括的な支援を行う区市町村を支援

＜子供食堂＞

子供食堂の開催に加え、配食や宅食を通じて

家庭の生活状況を把握し必要な支援につなげる

取組を行う子供食堂を支援

＜居場所支援（地域型）＞

子供の居場所を整備し、様々な体験活動等の

実施や学習支援、長期休暇中の食事提供等を

実施し、子供を支援する区市町村を支援

緑反映済 教育

福祉

福祉

〇学童クラブ待機児童解消区市町村支援事業
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点

2,418,794千円 （学童クラブの拡充の一部）

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供食堂等居場所支援事業
＜予算額（千円単位）＞※1/21時点

504,145千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供食堂普及啓発事業
＜予算額（千円単位）＞※1/21時点

52,500千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・「こども未来アクション」の原稿をベースに作成しました。

（事業内容に関する文言は横引きで、色味等の調整のみ）
・今後も、紙面のサイズが変わらない限り、同様の内容とする想定です。

〇子供室 福祉局様 0114
・グリーンに掲載されたことを踏まえ、掲載することとしました。
・予算額増を踏まえ、拡充としたいところですが、拡充要素はあるでしょうか。

昨年度、グリーンに掲載された「施設数」が増えているものと推測していますが、御教示ください。

・事業説明文（矢じり）は、グリーンと少子化対策2025をベースに作成しています。
＜参考：グリーン＞※本公表物の案との差分を黄色マーカー

学童クラブ待機児童解消に向けて、区市町村に対して認証学童クラブの設置等を支援するほか、児童
館等を活用した多様な居場所づくりについても支援
＜参考：少子化対策2025＞（こちら）＞

区市町村における利用調整を必須条件としたうえで、児童館などの既存施設を活用した多様な子供の
居場所づくり等に係る経費を補助

拡充

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映済】
・拡充フラグを削除

【追加修正】
・規模の記載を削除
（拡充でないのに規模が増えているのが見え

ると疑義が生じるため）

竹村メモ
0119緑影響ほぼないか

竹村メモ
こども未来アクションの

状況は随時確認
0119確認時は修正なし

←1/19 「夏季休業中の午前の時間帯」局意見により追加

※1/20 教育長から修文指示 以下のとおり主計へ返した
とのこと(未確定）「平日の朝の時間帯における子供たちの
安全・安心な居場所づくりに取り組む区市町村に対して、補
助を実施するほか、 新たに小学生の夏休みの午前中に体
力や生活のリズムを保つための体育館の居場所づくりも助
成し、子供たちが地域社会の中で健やかに成長できる環境
を整備」

1/21 2046 所管部確認中

山下確認済

計 556,645

0122G突

0122G突

0122局に確認！

R8
拡充

➢平日の朝の時間帯における子供たちの安全・安心な居場所づくりに取り組む
区市町村に対して、補助を実施

➢新たに小学生の夏休みの午前中に体力や生活のリズムを保つための体育館等の居場所づくりも助成し、
子供たちが地域社会の中で健やかに成長できる環境を整備

【規模】 478校 （Ｒ７予算：100校）

R8年度

拡充

0123
朝の居場所⇒部長了

https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/2025-02_tokyo_syoshika2025/?noCash=20250321#page=35


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）
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学童クラブ従事職員宿舎借り上げ支援事業 令和８年度予算： １億円

➢学童クラブ職員の確保・定着を図るため、借上げ宿舎を確保する事業者に対して、区市町村が経費の支援を行う場合に、
その費用の一部を負担

デジタルを活用した便利で快適な子育て支援サービスの推進 令和８年度予算： ６億円

➢便利で快適な子育て支援サービスを実現するため、都が先導して、国・区市町村・民間事業者等と連携しながら取組を推進

③
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境
02
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デジ局：395,995千円
福祉局：115,000千円

保医局： 129,817 千円

国は、構築したプッ
シュ型配信の仕組
みが全国で活用さ
れるよう周知啓発

国は、全国版のシス
テムの運用を開始

冒頭
デジタル庁が開発した基盤を活用し、マイナンバーカードで

医療費助成や予防接種を可能に

【令和８年度】区市町村や医療機関等へのPMH接続を促進

保育園探しから入園までの手続がオンラインで完結する

ワンストップシステムを実現

【令和８年度】国のシステムへの円滑な移行を支援

【主な取組】

学童クラブ事業費補助 令和８年度予算： １２６億円

➢放課後児童支援員の処遇改善や常勤配置を促し、人材の確保と定着を図るため、
学童クラブ事業者に対して運営費等の経費を補助

新規

冒頭
保育園探しから入園までの手続がオンラインで完結する

ワンストップシステムを実現

【令和８年度】19自治体でサービス提供

母子保健オンラインサービス（PMH) 保活ワンストップ

【補助基準額】 １戸当たり82,000円／月

【負担割合】

事業内容

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点

●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点

●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

待機児童対策計画の策定や
認証学童への移行を促進

都
1/2

区市町村
3/8

事業者
1/8

事業者
1/8

都
3/4

区市町村
1/8

待機児童対策計画の策定をした自治体、認証学童クラブの場合

福祉

福祉

デジ・福祉・保医

〇子供医療費助成等の自治体システム
改修等事業

＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
115,000千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

〇東京都学童クラブ従事職員宿舎借り上げ支援事業
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点

140.589千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

〇学童クラブ事業費補助
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
12,647,364千円 ※福祉局分 （学童クラブの拡充の一部）

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、その旨お教えください。

〇子供室 福祉局様 0114
・グリーンに掲載されたため、本冊でも掲載することとしました。
・文言はグリーンの文章を横引きです。
・何か、事業内容や拡充内容を追記できるでしょうか？

（そもそも拡充事業でしょうか？）

〇子供室 福祉局様 0114
・こどもＤＸからつながっていく事業として、デジ・保医と合わせて
貴局の「子供医療費助成等の自治体システム改修等事業」を含めて、
本原稿で表現しております。
・記載について気になる点があれば、御教示ください。

〇子供室 福祉局様 0119 【御意見反映＋追加修正】
・事業名を修正
・事業説明冒頭の一部文言を削除。

「学童クラブ職員の確保・定着、離職防止」
※定着と意味合いは変わらず、繰り返す必要はないため

竹村メモ
0119緑影響はほぼないか
（緑の表現が上手くないので

局意見変更あるか？）

竹村メモ
0119緑影響はほぼないか

〇子供室 福祉局様 0119 【追加修正】
・事業説明文を追記

「…学童クラブ事業者に対して運営費等の経費を補助」
※補助対象を明記

竹村メモ：緑反映

竹村メモ：緑反映

山下確認済

山下確認済

0122G突

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）
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就労環境・職場環境
02

アクション2026

39

子供・子育てメンター “ギュッとチャット” 令和８年度予算： 14億円拡充

➢子供や子育て家庭が日常的な不安や悩みを気軽に話せる無料の相談チャット、“ギュッとチャット”を「相談」のファーストチョイスに

匿名で気軽に相談

妊娠中の
心と身体

孤独・孤立感 親子関係

専門的な相談 日常的な不安や悩み

育児と仕事の両立 友人関係 進路・進学

相互に紹介

事業内容

妊娠期 出産 乳幼児
期

学齢期
以降

◆ 同じ相手に次回以降も続けて

相談できる

◆ 漠然としたモヤモヤを一緒に整理

◆ 多様な相談相手（ギュッとも）を選べる

心理士、保健師、福祉士等の専門職、
元教員、子供と年齢の近い若者 等

教育相談
ネット・スマホの
トラブル相談 生活相談 健康相談 性被害相談

･･･

各局の相談窓口や専門機関

マスコットキャラクター

あのね…

どうしましたか？

学校で…

そうなのですね

ユーザーが安心して利用できる相談環境の創出

AIチャット
（チャットボット）

✓ ユーザー目線で一人ひとりに応じた提案や相談サービスの充実が実現
できる環境を拡充

AIレコメンド AIアナリティクス

シナリオに沿って、

チャットボットが

相談者の質問に回答

相談したいテーマに

応じて、おすすめの

相談相手を紹介

相談の傾向や特徴の

分析による効果的な

対策・広報・相談品質向上

2025年度（本稼働） 2026年度拡充

✓ ライフステージに応じた子供・保護者の不安や悩みをシームレスに受け止め

〇子供・子育てメンター“ギュッとチャット”
＜予算額（千円単位）＞※12/25時点

 1,423,431千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

中高生とつながる広報

✓ 「 」と中高生に人気
のキャラクターによるPR動画
等を制作

✓ 「東京都こどもホームページ」や
「Tokyo中高生Webサイト」、
各局のウェブサイトと連携して、
子供がギュッとチャットへ
アクセスしやすい経路を拡大

新 子育て世代とつながる広報新

✓先輩パパママとして活躍中の著名人を
アンバサダーに任命

✓子育て世代の抱える悩みを広く
募集し、自らの体験談を発信

×

○一次照会修正＊企画調整部

・予算額を修正

・リード文を修正（アクション合わせ）

・事業内容内説明文を修正（アクション合わせ）

「匿名で気軽に相談」「ネット・スマホのトラブル相談」

・東京アプリとの連携を削除し、「中高生とつながる広報」の枠を拡大

令和8年度
日中の相談回線を

20回線に倍増！

子供室

参考：福祉
○新規追加

・回線増の話を追加（0113総合推進部長レク時指示）

・「子育て世代とつながる広報」を追加

（ご提案いただいたAI活用機能に関するコラムは、上部の相談環境の

創出と重なる部分があるのと、追加した「子育て世代とつながる広報」

との枠のバランスを考えた上で、今回は見送りとさせていただければ

と思います。）

【参考送付】
〇子供室 福祉局様 0114
・こども未来アクションでも言及がございますが、

貴局事業の「東京都出産・子育て応援事業」について言及がござ
います。御承知おきください。

ヘッドラインと説明の構成にしてほしい
未来アクションP96を参考に

0114室長レク
未来アクションベースに修正

未来アクション
のように

ラインのロゴマーク

できる範囲で

✓アンバサダーを活用した認知度向上

✓子育てインフルエンサーを
活用した情報発信

✓LINEスタンプの作成・配布

LINEスタンプの作成・配布

アンバサダーを活用した認知度向上

子育てインフルエンサーを
活用した情報発信

✓リアルで等身大な子育ての
悩みについて、実際に
「ギュッとチャット」に相談

✓相談体験をSNS等を通じて配信

「東京都出産・子育て応援事業」や
区市町村母子保健部門と連携し、
LINEスタンプを活用して情報発信

✓「赤ちゃんファースト」や
区市町村母子保健部門と連携

✓LINEスタンプを活用して情報発信

○二次照会＊企画調整部

・企画調整側の産労修正依頼に合わせて「育児と

仕事の両立」に修正

・AIレコメンドのリード文修正

・未来アクションにあわせてフリー素材入替

★LINEロゴは使用許諾条件に満たない可能性

が高いため落としたい（担当案）

LINEアイコン⇒使用許諾関係（許
諾条件が満たせないため使用不
可）
未来アクションからも落ち、うちも
平仄合わせて落とし

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

を「相談」の ファーストチョイス に！

4040

〇ファミリー・アテンダント
＜予算額（千円単位）＞※12/２６時点

 2,626,515千円

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

ファミリー・アテンダント 令和８年度予算： ２６億円

➢地域団体の人材等と連携して、子育て家庭の定期的な見守りや、子育てに関する悩み等の傾聴、家事育児を一緒に行う
協働支援を、家庭訪問等によるアウトリーチ型で取り組む自治体を後押し

➢ 特に不安が生じやすい０歳児家庭に対して、
全戸への定期訪問等による見守りを重点的に実施

➢ 地域団体、NPO、民間事業者等の多様な担い手により、
きめ細かな定期訪問や傾聴・協働のための支援体制を実現

➢ eラーニング形式と対面形式とを組み合わせた実践的な研修
   を実施し、傾聴スキルの習得･向上など人材の育成を支援

定期訪問等による
見守り

傾聴・協働による
伴走支援

重層的
アウトリーチ

地域団体・NPO・民間事業者 等 地域団体・NPO 等

見守り+育児支援品の
提供 一緒に行く

話を聴く

事業内容

③
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○一次照会修正＊企画調整部

・予算額を修正

・研修を削除（誤字です失礼しました…）

★ギュッとチャットの取組について、
関連コラムを作成しました。
内容・使用素材についてご確認いた
だけますと幸いです。

#ぎゅぴすたぐらむ

#相談事例の紹介

#漫画でギュッともの職業紹介

#フローチャートで
ギュッともをおすすめ

「気軽にモヤモヤを話せる場所はないかな…」

そんなときは、

に

相談してみませんか？

誰かに
相談するのって恥ずかしいし…

どんな人に相談したらいいか
分からない…

ギュッとチャットでは、おすすめの相談相手の紹介や、
相談へのハードルを下げるための様々な取組を行っています！

「まずはギュッとチャットに相談」
だぎゅ

を「相談」の ファーストチョイス に！ 相談はこちらから相談はこちらから

子供室

○二次照会＊企画調整部

・のあさんの写真は差替可能性あり、

確認次第連絡

・QRを子供画面用に差替え（色味は

調整うまくいかなかったので黒）

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

#実際の悩みを相談

https://gyutto-chat.metro.tokyo.lg.jp/child


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

1枚目

変
更
後

教育・住宅

都立学校・公立学校給食費負担軽減 令和８年度予算： ５０２億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

教育庁様
〇学校給食費の負担軽減
＜予算額（千円単位）＞
都立 千円
公立 千円
計 千円
※予算の内訳をご教示ください。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

【区市町村への支援イメージ】

➢ 都内の子育て世帯の給食費負担軽減を図るため
教育庁様
学校給食費のスキームが分かる表を
ご提供ください。

１/20 主計とも調整の上、図表は
載せないことになったとのこと（小中
でスキーム異なり複雑になるため）

④

02
アクション2026

私立小中学校等給食費等負担軽減区市町村補助 令和８年度予算： １5億円

➢ 区市町村が、公立小・中学校における支援との均衡を図るため、私立小・中学校等に通う児童・生徒の保護者に対して、
給食費相当額の補助を実施する場合に、都が支援を実施 （補助率:1/2、補助上限単価:公立学校給食費負担軽減と同水準）

新規

説明文
緑反映済み

説明文
緑反映済み

【対象】都内に居住し、都立学校※に通う生徒の保護者等
※都立高等学校(全日制・定時制・通信制)、都立中等教育学校の後期課程及び都立特別支援学校の高等部

都立高校等の授業料無償化 令和８年度予算： １５５億円

➢ 親の経済的負担を抑え、子供たちが将来にわたって安心して学ぶことができる環境を実現するため、
都立の高等学校等において授業料を無償化

説明文
緑反映済み

緑反映なし

教育・総務（行政部）

生文

生文

教育

教育庁様
〇都立高等学校等の授業料実質無償化
※予算額をご記入ください

区市町村が実施する保護者への支援額都補助（１/２） 区市町村負担（１/２）

【区市町村への支援イメージ】

令和７年に全ての区市町村で
学校給食費の無償化を実現

私立高校等就学支援金
私立高等学校等特別奨学金補助

令和８年度予算： 8６6億円
８０億円

➢ 親の所得にかかわらず、子供たちが将来にわたって安心して学ぶことができる環境を実現するため、
都内に居住し私立高校等に通う生徒の保護者に対して、授業料への助成として
国の就学支援金と合わせて、都内私立高校平均授業料まで支援

1/20
・グリーンについて、教育長指示で「親の所得に

かかわらず」 「親の経済的な負担をおさえ」に修
文の上、主計に返したとのこと※確定ではない

・155億の内訳については、国制度分も合わせ
た金額（歳出ベース）

・私立高校就学支援金 国制度。歳出ベース
・私立高等学校等特別奨学金補助 都単

変
更
前

特別区（4/8）

特別区

総合交付金
（3/8）

市町
村

（1/8
）

特別区（4/8）

国（4/8）

都（4/8） 都（4/8）

都上限額
6,754円/月・人

都上限額
6,754円/月・人

国基準額
5,200円/月・人

市町村

都（4/8）

都（4/8）

【 小学校中学年（３・４年生）の場合の負担割合イメージ 】

1,554円

※ 都上限額は、学年等に応じて設定

国（4/8）

総合交付金
（3/8）

市町村
（1/8）

都（4/8）

都（4/8）

国による給食費負担軽減交付金の創設を踏まえ、
都における給食費負担軽減の支援スキームを変更

・都立学校の保護者等が負担する学校給食費について
都が負担

・区市町村における公立学校給食費の負担軽減の
取組を支援

41

新規

0122G突

0122G突

0122G突

子育て世帯の実態に応じた教育支援を充実

◼ 子育て世帯の実態に応じた教育支援を充実

0122G突

都（4/8） 特別区（4/8） 都（4/8）
総合交付金

（3/8）
市町村
（1/8）

都（4/8） 特別区（4/8）

国（4/8） 都（4/8）

都（4/8）
総合交付金

（3/8）
市町村
（1/8）

国（4/8） 都（4/8）

欄外に表形式で比率考慮した
もの作ってたので、よければご
活用ください縮尺揃える



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

2枚目以降

【支援額】 令和７年度 10万円/人 → 令和８年度 １０万円/人 ＋２万円 /人

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

電話にて、下段にのみ「新規」
をつけることで調整

④④
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私立中学校等特別奨学金補助

私立中学校等授業料保護者負担軽減臨時特別事業費補助

令和８年度予算： ８２億円

14億円

➢ 都内に居住し、私立中学校等に通う生徒の保護者に対し、所得にかかわらず、授業料の一部を支援

➢ 私立中学校等の保護者の学習費負担は増加傾向にある中、令和８年度前半までは実質賃金は
マイナスの状況が続くと見込まれる。こうした状況などを勘案し、都内に居住し私立中学校等に通う
生徒の保護者に対し、所得にかかわらず２万円を措置（令和８年度）

緑反映済み

【対象】生計維持者（父母等）が都内に在住する都立大学の学部生・大学院生（学部新卒の修士課程）、

 都立産業技術大学院大学の学生（学部新卒）、

都立産業技術高等専門学校の学生（４年生以上）

➢ 都立の大学・高等専門学校において、授業料を実質無償化（所得制限なし）

東京都立大学等の授業料実質無償化 令和８年度予算： 2９億円

※高専１～３年生の学生及び多子世帯の学生（大学学部生及び高専４年生以上）は、国の制度で、生計維持者の住所にかかわらず授業料を全額免除 （所得制限なし）
また、大学学部生・大学院生及び高専４年生以上の学生は、各校独自の制度及び国の制度で、生計維持者の住所に関わらず授業料を所得に応じて減免

受験生チャレンジ支援貸付事業 令和８年度予算： ５３億円

緑反映なし

貸付対象 貸付限度額

学習塾、各種受験対策講座、
通信講座、補習教室の受講料

300,000円（上限）

受験料（中学3年生又はこれに準じる方） 27,400円（上限）

受験料（高校3年生又はこれに準じる方） 120,000円（上限）

➢ 学習塾等の受講料や高校・大学等の受験料の捻出が困難な一定所得以下の世帯に無利子で貸付

➢ 将来の自立に向けて意欲的に取り組む方の高校・大学受験の挑戦を支援

緑反映なし 総務

生文

福祉

〇福祉局意見 0122
貸付限度額の強調太字をノーマルに

〇受験生チャレンジ支援貸付事業
＜予算額（千円単位）＞※1/14時点
5,302,766千円 ※福祉局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

新規 R8
新規

合計12万円

合計12万円

1/21 都立高、私立高に予算の
整理に合わせ、金額修正予定。
計理で確認中。22朝になると

のこと。文言は修正済み
０１２２ 12:43金額修正済み

42

新規

0122局に確認！



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

アフォーダブル住宅の供給促進

43

④

◼ 子育て世帯等が安心して生活できる住宅確保策を推進

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

02
アクション2026 〇事業名

＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

冒頭

金融スキームを活用した供給促進

都と民間の共同出資で組成する『官民連携アフォーダブル住宅供給

促進ファンド』を通じて、子育て世帯等が住みやすい住宅を供給

冒頭

JKK東京（東京都住宅供給公社）と連携した公社住宅の活用

➢民間活力や既存ストックを活用した様々な供給スキームにより、
子育て世帯等が手頃な価格で安心して住むことができる住宅（アフォーダブル住宅）の供給を促進

都と東京都住宅供給公社が連携し、既存の公社住宅をアフォーダブ

ル住宅として、子育て世帯等に累計1,200戸（R8より毎年度200

戸）を供給事業スキーム（イメージ）

事業スキーム（イメージ）

新規

拡充

都有地におけるアフォーダブル住宅

供給等に関する検討調査

都営住宅の創出用地を活用し、まちづくりとも連携し

たアフォーダブル住宅供給等に向けて、住宅需要の市

場調査や事業実施方針案の検討などを実施

都有地を活用した供給の促進 開発と合わせた導入 リノベーションまちづくり

都市開発に合わせた

アフォーダブル住宅の誘導

都市づくり調査を通じて、都市づくりにおける誘

導や都市開発諸制度の活用の在り方を検討・整理

知見の収集と情報の発信のため、民間が取り組む

プロジェクトを公募し、補助を実施（３棟）

リノベーションまちづくりによる

アフォーダブル住宅の供給

産労（金融スキーム）
住政（公社・都有地）
都整（開発・リノベ）

R8の取組
R8の取組 R8の取組

都有地におけるア
フォーダブル住宅供給
等に関する検討調査

東京都
連携

子育て世帯等
市場家賃より２割程度低廉な

家賃を想定

公社住宅

アフォーダブル住宅

契約

東京都住宅供給公社

【対象世帯】
新規に公社住宅に入居する

満18歳未満の子がいる
子育て世帯・新婚世帯

新規 新規



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降
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東京こどもすくすく住宅の供給促進 令和８年度予算： ５１億円

「子供を守る」住宅確保促進事業 令和８年度予算： 0.2億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

➢ 「東京こどもすくすく住宅」の更なる普及に向けて、住宅事業者等や購入者の支援を継続するとともに、情報発信を強化

➢子供の安全確保のための改修工事を行う住宅居住者に直接補助し、子育て世帯の住まいの安全性を底上げ

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

子育て世帯等が認定住宅を購入する場合に、住宅ローン

【フラット35】の借入金利を一定期間引き下げ

拡充

ベランダに置くエアコン
室外機が足掛かりとなら
ないような柵の設置

事業概要

より多くの子育て世帯に事業を活用してもらえるよう、

R８年度から戸建住宅にも支援の対象を拡大

PowerPoint プレゼンテーション（フラット）

住宅事業者等への支援

当初５年間の借入金利

  年0.5% 引き下げ

【フラット35】
地域連携型（子育て支援）

PowerPoint プレゼンテーション

対象住宅 一定の要件を満たす集合住宅及び戸建住宅

認定モデル概要 多くの事業者が取り組みやすくなるよう３つのモデルを設定

アドバンストモデル コミュニティ形成などソフト面も重視したモデル

セレクトモデル 事業者の特色を生かした設備等の選択が可能なモデル

セーフティモデル 子供の安全の確保に特化したモデル

住宅事業者等が整備・改修を行う住宅を認定し、整備費の一部を直接支援

web用：パンフレット_cc2021_更新20250925

購入者への支援

情報発信の強化

子育て世帯が自らのニーズに合った認定住宅

を探しやすくするため、

R8年度にホームページをリニューアル

補助要件

① 分譲集合住宅の区分所有者で自身が居住していること

又は賃貸集合住宅に居住していること

② 同居者に小学生以下の子供がいること

補助金額 補助対象経費の３分の２ （補助上限額） 30万円/戸

対象とな
る取組

安全性の向上を図るための改修や設備設置

（例）転落防止等手すり設置、チャイルドロック付調理器、
住戸へのカメラ付きインターホンの設置 階段への転落を

防止する柵の設置

補助対象となる工事の例

④

02
アクション2026

02
アクション2026

④

住政

住政

https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/250709_sukusukuflat35chirashi
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/250709_sukusukuflat35chirashi
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/250709_sukusukuflat35chirashi
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/250709_sukusukuflat35chirashi
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/juutakuseisaku/sukusukuninntei_panfu_syuugou_202510


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降
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都営住宅における結婚・子育て支援 令和８年度予算： 12億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

新規

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。結婚予定者への都営住宅・公社住宅の提供

➢ 交通利便性の高い公的住宅を、住居費などに不安を持つ結婚予定者に優先的に提供

➢ 都営住宅と東京都住宅供給公社の住宅を活用し、様々な地域や所得階層に対応

若年夫婦・子育て世帯への都営住宅・公社住宅の提供・住みかえ支援

➢ 子育て世帯向けの支援として、都営住宅を18歳未満の子供のいる世帯等に優先的に提供

➢ 都営住宅及び公社住宅に入居後、出生により家族が増えた場合等、より広い住宅への変更が可能（一部住宅を除く）

都営住宅 公社住宅

期 間 等 定期使用住宅（10年間） 原則、定期借家契約（25年間）

供 給 数 年間250戸 年間50戸

対 象 世 帯 • 結婚予定のカップル（事実婚、パートナーシップ関係にある方を含む）
• 居住予定者全員が40歳未満

都営住宅

供 給 数 年間1,500戸程度

募 集 毎月募集 定期募集（5月、11月）

対象世帯

・①②のいずれかに該当

①全員40歳未満の夫婦、夫婦と子、

ひとり親と子のいずれか

②18歳未満の者がいること

・①②の両方に該当

①夫婦、夫婦と子、ひとり親と子のいずれか

②全員が40歳未満、全員が45歳未満でその

うち18歳未満の子が３人以上いるのいずれか

入居期限 なし 定期使用住宅（10年間）

＊夫婦には、事実婚、パートナーシップ関係にある方を含む

※都営住宅における募集経費全体額

※

子育て応援住みかえ登録制度 │ Tokyo支援ナビ

東京都住宅供給公社において
子育て応援住みかえ登録制度を開始

公社住宅にお住まいの子育て世帯が、出生や子

供の成長などに合わせて住みかえを希望する場

合に、同じ住宅内のより広い間取りの住戸を優先

的にご案内する制度 （一部住宅を除く）

R7年11月～

拡充

001970316.pdf
URの子育て世帯向けの優先入居に取り組
む団地に関する計画資料
（ｐ１３）
⇒ R7で団地０なのに、R17で１００団地に
するというもの。団地への具体な支援の記
載はない。

都民住宅（東京都施行型）の提供

➢ 中堅所得者（都営住宅の所得基準を超える方）

を対象とした家族向けの賃貸住宅を提供

➢ 礼金・仲介手数料・更新料 なし

主な入居要件

・世帯所得が一定基準内であること

（入居者２名の場合：227万６千円～622万４千円）

・都内在住、同居親族がいること
（パートナー関係にある方を含む） 等

④
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住政

https://www.support-navi.metro.tokyo.lg.jp/detail/1/OxPejFJNimRCULtaV
https://www.support-navi.metro.tokyo.lg.jp/detail/1/OxPejFJNimRCULtaV
https://www.support-navi.metro.tokyo.lg.jp/detail/1/OxPejFJNimRCULtaV
https://www.support-navi.metro.tokyo.lg.jp/detail/1/OxPejFJNimRCULtaV
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001970316.pdf


【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

東京デジタルアカデミー 若手エンジニアコース
（伴走型若手DX人材育成事業）

IT企業等への転職・就業

希望者をリスキリングか

ら転職等まで支援

若者のキャリアデザイン支援

セミナーや交流会等により

若者の早期離職を防止し、

企業の人材確保を後押し

若者世代職場定着促進事業

若者の早期職場定着を目指し、

労働環境整備や賃金の引上げ

を行う企業を支援

｢手取り時間｣創出･エンゲージメント
向上推進事業

従業員の柔軟な働き方等に向けた

職場環境づくりや賃金の引上げに

取り組む企業を支援

女性しごと応援ナビPlus

女性向けキャリアチェンジ・
キャリアアップ支援事業

働きやすい職場環境
づくり推進事業

育児と仕事の両立など従業員の

ライフ・ワーク・バランスの推進等に

取り組む中小企業を支援

育児・介護との両立のための
テレワーク活用促進事業

育児や介護を抱える従業員がテレ

ワークを実施できるよう、職場環

境の整備に取り組む中小企業等を

支援

働く人の育業応援事業

従業員が安心して育業し復職し

やすい職場環境を整備した企業

を支援し、中小企業等における育

業を促進

女性活躍 若者支援

新

両立支援

女性の活躍推進に向けた職場環境
改善プロジェクト

行動計画の策定や情報公開

など、女性活躍の基盤づくり

に取り組む中小企業を支援

新

新

新

就労環境・職場環境
⑤
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アクション2026 出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

eラーニングを活用し、

非正規雇用等からのキャリア

チェンジ・キャリアアップを

希望する女性を支援

女性活躍の更なる推進に

向け、キャリアカウンセリング

などの様々なコンテンツを

オンラインで提供

新

◼ 若年層や子育て世帯の経済基盤を充実 ◼ 子育てしやすい労働環境の整備を促進

拡

拡

■事業内容に応じて一部文言修正

（「女性しごと応援ナビPlus」や

「働く人の育業応援事業」など）

拡

拡

■事業内容に応じて一部文言修正

（伴走型若手DXについて就職等→転職等

「雇用」を削除）

働く女性ウェルネス向上事業

女性しごと応援ナビPlus

女性向けキャリアチェンジ・
キャリアアップ支援事業

女性の活躍推進に向けた職場環境
改善プロジェクト

行動計画の策定や情報公開

など、女性活躍の基盤づくり

に取り組む中小企業を支援

新

新

新

eラーニングを活用し、

非正規雇用等からのキャリア

チェンジ・キャリアアップを

希望する女性を支援

女性活躍の更なる推進に

向け、キャリアカウンセリング

などの様々なコンテンツを

オンラインで提供

働く女性の健康課題と仕事

の両立を可能とする職場環

境づくりを推進する中小企業

を支援

拡

産労（下記以外）
デジ（デジタルアカデミー）

修正意図
リスキリングと転職支援は不可分であり、どちらか
一方の受講はできないため、正確な表現に修正。

（1/19 産労より修正）

修正前：従業員が安心して育業し復職しや
すい職場環境を整備した企業を支援し、中
小企業等における育業をの促進を後押し

（1/19 産労より修正）

テレワーク導入を目指す企業に加え、テレ
ワーク整備済の企業における実効性向上
のための取組を支援育児や介護を抱える
従業員がテレワークを実施できるよう、職
場環境の整備に取り組む中小企業等を支
援（グリーン本ベースの記載に修正）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

⑤

02
アクション2026 出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡

拡

働く女性ウェルネス向上事業

女性しごと応援ナビPlus

女性向けキャリアチェンジ・
キャリアアップ支援事業

女性の活躍推進に向けた職場環境
改善プロジェクト

行動計画の策定や情報公開

など、女性活躍の基盤づくり

に取り組む中小企業を支援

eラーニングを活用し、

非正規雇用等からのキャリア

チェンジ・キャリアアップを

希望する女性を支援

女性活躍の更なる推進に

向け、キャリアカウンセリング

などの様々なコンテンツを

オンラインで提供

働く女性の健康課題と仕事

の両立を可能とする職場環

境づくりを推進する中小企業

を支援

了解もらえれば組み替え必要！
（年収の壁のみスライド）

女性の選択肢の拡大 企業の持続的な成長

✓ 女性に仕事経験を通じた成長機会を提供

✓ 固定的性別役割分担意識の見直し

✓ 女性経営者や起業家等への支援

✓ 多様性ある組織づくり

✓ 日本型労働慣行の見直し
✓ 男女ともに、両立支援制度が使いやすい組織

風土の醸成

女性の就労環境の整備・改善

✓ 女性の就労環境の整備や改善の支援

・ 女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業
・ 女性しごと応援ナビPlus
・ 働く女性への総合サポート事業
・ 女性キャリアアップ再就職応援プログラム

・ 働く女性のウェルネス向上事業 ・ 企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業

・ 女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト
・ 企業と働く女性のキャリアパートナーシップ支援事業

・ 企業における女性管理職等の活躍促進事業

・ 「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業
・ 働く人の育業応援事業
・ 働きやすい職場環境づくり推進事業
・ テレワーク普及促進プロジェクト

女 性 活 躍 の 全 体 像
（ 望 む 人 が 安 心 し て 子 供 を 産 み 育 て る こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 関 す る 施 策 抜 粋 ）

※「両立支援」において掲載

両立支援に記載する
対象事業に※しるしを

デザイン調整中

女性の選択肢の拡大 企業の持続的な成長

➢ 女性に仕事経験を通じた成長機会を
提供

➢ 固定的性別役割分担意識に基づく
制度や慣習の見直しや将来を担う
子供・若者の可能性を拡げる

➢ 女性経営者や起業家等への支援

女性の就労環境の整備や改善の支援

➢ 多様性ある組織づくり

➢ 日本型の労働慣行の見直し

➢ 男女ともに両立支援制度が
利用しやすい組織風土の醸成

令 和 8 年 7 月 か ら 施 行さ れ る 女 性活 躍 推進 条 例 の 実 効性 を 高め る ため 、

誰 も が 力 を 最 大 限 に 発 揮 で き る 社 会 の 実 現 に 向 け た 取 組 を 加 速

女性の選択肢の拡大 企業の持続的な成長

仕事経験を通じた成長機会を提供

将来を担う子供･若者の可能性を拡大／固定的性別役割分担意識の見直し女性経営者や起業家等への支援

新 女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業

新 女性しごと応援ナビPlus

拡 働く女性への総合サポート事業

女性キャリアアップ再就職応援プログラム

拡 企業における女性管理職等の活躍促進事業

多様性ある組織づくり

日本型の労働慣行の見直し／
男女ともに両立支援制度が利用しやすい組織風土の醸成

新 女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト

企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業

拡 企業と働く女性のキャリアパートナーシップ支援事業

拡 女性の活躍推進のための気運醸成

新 働く人の育業応援事業

拡 「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業

働きやすい職場環境づくり推進事業

テレワーク普及促進プロジェクト

新 働く人の育業応援事業

拡 「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業

働きやすい職場環境づくり推進事業

テレワーク普及促進プロジェクト

新 育児・介護との両立のためのテレワーク活用促進事業

拡 地域の底力発展事業助成

拡 働く女性のウェルネス向上事業

女性の就労環境の整備や改善の支援

（1/19 産労より修正）

グリーンの修正に合わせて修正

修正前：「実効性向上に向けて」

（1/19 産労より修正）

修正前：「女性に仕事経験を通じた～」

タイトルの「女性の選択肢の拡大と」女
性の記載が重複するため、削除。

社会気運・環境整備
P.60

社会気運・環境整備
P.59

両立支援
P.55

両立支援
P.56

両立支援
P.56

両立支援
P.57
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

4848

女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ支援事業 令和８年度予算： ３億円

女性しごと応援ナビPlus 令和８年度予算： １億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規
➢新たなスキルの習得や就職後のキャリアアップにつながる訓練に加え、就職支援を一体的に実施することで、非正規雇用で働く

女性等のキャリアチェンジ・キャリアアップを推進

➢働くことに関する悩みを持つ女性等に対し、キャリアカウンセリングや様々な働き方の紹介、自分らしいキャリア実現のための

セミナーをオンラインにより実施

〇女性向けキャリアチェンジ・キャリアアップ
支援事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１８時点

２９９, ５１２千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

新規

【対象】非正規雇用等からのキャリアチェンジ・キャリアアップを希望する、都内在住又は在勤の女性

【規模】700人 【支援期間】6か月 【受講形式】eラーニング

事業内容

〇女性しごと応援ナビplus
＜予算額（千円単位）＞※１２/１８時点

１４７, ６１５千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

新規

竹：女性ニーズが高い＝女性からのニーズが高いと解釈

（雇用側としての女性ニーズだと、

ｱﾝｺﾝｼｬｽﾊﾞｲｱｽ的に、公表物には載せにくい）

オンラインキャリアカウンセリング おしごと紹介コンテンツ オンラインセミナー

就職活動、家庭と仕事の両立、キャリア

チェンジ等、就業に関する様々な相談に

応じるため、キャリアカウンセラーによる

ＷＥＢ相談を実施

女性の「はたらく」選択肢について、

実際に活躍する女性や活躍を後押しする

企業等のモデルケースを公式ＨＰ上で紹介

働くきっかけづくり、キャリアアップ、

キャリアチェンジ等、自分らしいキャリア

実現のためのセミナーをオンラインで実施

⑤
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能力開発 就職支援等

• 女性からのニーズが高い事務系、

IT系等のスキルの習得訓練

• リーダーシップ、マネジメント力など

キャリアアップにつながる訓練

• キャリアカウンセリング

• キャリアチェンジやキャリアアップした女性との交流イベント

• 再就職に向けた情報交換の支援

• 就職に向けた悩み相談等メンターによるフォロー

■表の左右を入れ替え（時系列順）

■事業内容に応じて一部文言修正

（リード文、表の中）

■事業内容に応じて一部文言修正
（リード文）

■表の中の説明を文章形式に統一

■グリーンでは、キャリア相談（カウンセリングの実施）→能力開発（eラーニング）
の順になっているが、局指摘により順番変えた部分のため保留

産労

産労

0114室長レク
女性活躍事業について何があ
るのか体系が分かるページが
欲しい

0114室長レク後
「就職支援等」の表内の記載を短縮
イラスト追加

0114室長レク後
表サイズを調整

011５部長レク後
・イラスト追加

➢女性活躍の更なる推進に向けて、様々なコンテンツをオンラインで提供

（1/20 修正）

リード文をグリーンに合わせた

0122G突

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

4949

働く女性への総合サポート事業 令和８年度予算： ４億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢ 「はたらく女性スクエア」において、労働相談情報センターの機能（相談・労働教育等）等を活用して、経営者や管理職等も含めた
働く女性を支援し、女性の「働き方」や「活躍の基盤づくり」を後押し

〇働く女性への総合サポート事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１８時点

４０２, ７３１千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は400,533千円になり
ます。

拡充

就職支援等 能力開発

• キャリアカウンセリング

• キャリアチェンジやキャリアアップして働いている

女性との交流イベント

• コミュニティサイトによる再就職に向けた情報交換

• メンターによるフォロー体制

• 女性からのニーズが高い

事務系、IT系等のスキル習得

• リーダシップ、マネジメント力など

キャリアアップに資する能力の向上

働く女性の総合相談窓口 働く女性の労働相談 働く女性向けセミナー

• 多様な働き方に関する相談やワークショップ

等の実施

• 女性の職域拡大機運醸成イベントの実施

• キャリア相談や社外メンター相談等の実施

• 女性の労働問題や女性管理職等から

部下へのマネジメント等に関する相談に対応

• 臨床心理士等による専門相談の実施

• 労働基準法等の法制度、家庭と仕事の両立等に

関するセミナーを実施（年6回）

※働く女性や人事担当者向け

拡

⑤

02
アクション2026

49

■拡充要素を冒頭に調整中

産労

産労

0114室長レク後
・表の塗りつぶしを変更

R8
新規

女性キャリアアップ再就職応援プログラム 令和８年度予算： 1億円女性キャリアアップ再就職応援プログラム 令和８年度予算： 1億円

女性キャリアアップ再就職応援プログラム 令和８年度予算： 1億円

➢女性のキャリア形成の実現に向けた就職を後押しするため、セミナーと企業交流を組み合わせたプログラムを実施

【対象】 正規雇用やキャリアアップを目指す女性求職者

【規模】 年５回、各回10日

事業内容

■事業内容に応じて一部文言修正

（規模表記） キャリア形成セミナー
（オンデマンド配信あり）

企業交流（ピッチイベント）

内容
【例】

キャリアデザイン、マーケティング、
プレゼンテーション等

女性活躍を推進する企業等に対し、セミナーの内容を生かし、
プレゼンテーションを実施
※アクセス良好な都内会場にて託児サービス付きで実施

011５部長レク後
・新規マーク追加

011５部長レク後
・表追加

（1/19 産労より修正）

「活かし」→「生かし」

〇女性キャリアアップ再就職応援プログラム
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点

143, 600千円 ※産労局分
※kintoneで確認不可

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

（1/20 産労より修正）

「女性の～」を上に移動の上

新規マーク追加

R8
新規

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

5050

企業における女性管理職等の活躍促進事業 令和８年度予算： ７億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 〇企業における女性管理職等の活躍促進事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１８時点

670,711千円 ※産労局分
※予算資料上も億単のため千単不明

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

拡充

➢企業における女性管理職等の活躍推進に向け、様々な取組により個人や企業の行動変容を後押し

ライフ・キャリアのオーナーシップ発揮支援 多様な主体によるネットワークの構築 女性活躍推進度診断ツールの運用

⑤
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ライフ・キャリアのオーナーシップ発揮支
援

多様な主体によるネットワークの構築 女性活躍推進度診断ツールの運用

① 男性・女性向け（夫婦など）向け動画の制作 ① ネットワーク参画企業の拡大 ① 新たな企業開拓・PR

② 女性の若年層（Ｚ世代）向け動画の制作 ② 賛同企業横断による女性リーダーの育成 ② 優良事例集の作成

③ 女性のパート・アルバイト層向け動画の制作 ③ 若年層へのキャリア教育 ③ 女性活躍推進度ツールの運用・機能拡充

いわゆる「年収の壁」等に
関する普及啓発動画

ライフ×キャリアシミュレーター
「イフキャリ」

東京女性リーダーズ応援
ネットワーク

女性活躍推進度診断ツール

「年収の壁」等の正確な理解を促進

するとともに、ライフ・キャリアを検討

するきっかけを提供する動画を発信

ライフイベントや働き方の変更による

生涯収支への影響を簡単に試算でき

るツールを提供

女性活躍推進企業等とのネットワーク

を活用し、女性リーダー育成プログラ

ムや企業交流会、高校生等出張授業を

実施

自社の女性活躍の推進状況を分析し、

可視化できる診断ツールを提供

拡 拡 拡

■事業内容に応じて一部文言修正

（規模表記）

■既存事業（イフキャリ）の追加

■細事業の説明を文章形式に修正

⇒拡充表記が消えたため表記の方法及
び内容を局と調整中

■細事業の説明を文章形式に修正

⇒拡充表記が消えたため表記の方法及び内容を局と調整中

産労

産労

0114室長レク後
・イラストを追加

0114室長レク後
・図の項目の幅調整
・拡充内容の表記を修正

学生や仕事を始めたばかりの方、
パート・アルバイトの方向けの

動画を新たに作成

これまでプログラムに参加した
方を対象とした交流会を実施

従業員の満足度を可視化
する機能を新たに実装

R8
拡充

R8
拡充

R8
拡充

011５部長レク後
・表追加

女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロジェクト 令和８年度予算： ２７億円

➢中小企業等における女性が活躍しやすい職場環境づくりを進めるため、行動計画の策定・公開や、女性従業員の処遇改善に

取り組む企業に対して奨励金を支給

新規

事業内容

女性活躍情報公開促進奨励金 女性の活躍推進に向けた職場環境改善奨励金

女性活躍に向けた計画策定や情報公開に取り組んだ企業に支給

【対象】従業員数100人以下の都内中小企業

【要件】女性活躍に向けた行動計画の策定、
男女間賃金差異等の公表等

【規模】1,000社 【奨励金額】20万円

女性活躍推進に向けた職場環境づくりに取り組んだ企業に支給

【対象】従業員数300人以下の都内中小企業

【要件】役職の新設や女性役員の増加等
＋情報公開や社内研修等の実施 ※その他加算要件あり

【規模】1,000社 【奨励金額】最大180万円

✓ その他、オンラインセミナー、動画配信、集合型セミナー＋相談会を実施

１/19 産労より修正（促進→推進）

修正前：女性管理職等の活躍促進に向け～

１/19 産労より修正

従業員の満足度を可視化する
機能を新たに実装ことができるツールを導入

〇女性の活躍推進に向けた職場環境改善プロ
ジェクト
＜予算額（千円単位）＞※１２/２２時点
２,７４７, ０４８千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

0122G突

➢女性活躍の基盤づくりに計画的かつ戦略的に取り組む中小企業に対して奨励金の支給等を行い、女性従業員の処遇改善および
賃金引上げを後押し



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業 令和８年度予算： 4億円

⑤
出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢労働時間を抑制しながら働く非正規従業員に対し、「年収の壁」について正確な理解を促進するとともに、企業や従業員の状況に
応じたきめ細かなサポートを行うほか、手当等の制度の見直しを行った都内中小企業に対し奨励金を支給

① 奨励金

② 普及啓発セミナーの実施

➢ 税制改正や社会保険制度に関する正しい知識の普及や、
就業調整しないことのメリット等を企業や従業員に周知

【対象】都内企業の人事担当者・従業員等

【規模】年12回（オンライン開催7回、集合型5回）

③ 個別相談の実施

➢ 社会保険労務士等の専門家による個別相談

④ 専門家の派遣

➢ 従業員の就業調整等により、人材活用に課題を抱える
企業に対し専門家を派遣し、個別相談・講習会等を実施

02
アクション2026 〇企業における「年収の壁突破」総合対策促進事業

＜予算額（千円単位）＞※12/15時点
354, 353千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

事業内容

社会保険料加入促進コースのイメージ

手取り

約104万円

保険料約16万円

約90万円

保険料約16万円

手当約16万円 手取り収入を
減らさない取組などを

実施した企業に
奨励金を支給

働く意欲のある女性が就業調整を行うことなく､

能力を十分に発揮できる環境を整備

加入前 加入後

手取り106万円

手取り

約90万円
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■事業内容に応じて一部文言修正
（リード文）

■女性活躍の最後に配置？

産労

0114室長レク後
対策２０２５と同じ記載内容
事業内容のフォントを太字にして
メリハリをつける

社会保険加入促進コース 配偶者手当見直しコース

内容 新たに社会保険の対象となった非正規雇用者
が負担する社会保険料に関する手当等の新設

収入制限を設けている配偶者手当の見直し

規模 1,000社 300社

奨励金額 30万円

011５部長レク後
・表追加

１/19 産労より修正（助成額→奨励金額）



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

企業と働く女性のキャリアパートナーシップ支援事業 令和８年度予算： ４億円

拡充

新規
➢女性が、幅広くキャリアの選択や家庭と仕事の両立ができるよう、企業と女性従業員の双方に対する支援を実施

➢企業の意思決定層に対して女性の積極的な登用等に関する意識改革を促す取組への支援を強化

女性活躍推進に向けた企業の職場環境整備支援 働く女性のキャリア形成支援

① 人材・経営戦略としての女性活躍推進

・意思決定層向け講演会、意識改革を促すメッセージ発信

② 女性活躍推進法に基づく行動計画策定等支援

・人材戦略策定セミナー 等

③ 健康課題に対する理解セミナー

④ 職場環境整備支援（セミナー、コンサルティング）

⑤ 女性リーダー等育成支援（管理職向けセミナー）

①女性リーダー等向けセミナー

・リーダーに必要な知識・スキルセミナー

・管理職としてのスキルアップセミナー

②都内企業で働く女性向けプログラム

・キャリアやライフステージと健康課題を考えるセミナー

・女性従業員交流会・ロールモデルとなる管理職等との交流会

・メンタリング、コンサルティング

拡充

拡

⑤

02
アクション2026

■拡充要素を冒頭に調整

0114室長レク後
・表の塗りつぶしを変更

産労

R8
新規

R8
拡充

011５部長レク後
・拡充等追加

働く女性のウェルネス向上事業 令和８年度予算： １億円

➢ 女性が健康を保ちながら働き続けられるよう、普及啓発と併せて、企業におけるフェムテック導入による福利厚生制度の整備等を

促進するとともに、女性従業員の健康支援に取り組むモデル企業を後押し・発信

拡充

0114室長レク後
普及啓発とフェムテックの内容を削除

〇働く女性のウェルネス向上事業
＜予算額（千円単位）＞※１/１5時点

65, 310千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（0119産労回答）予算額は115,262千円
になります。

〇企業と働く女性のキャリアパートナーシップ
支援事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１８時点

３７５, ２７５千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）375,640千円になります。

産労

52

普及啓発 奨励金
「女性従業員の健康支援」の

モデル事業

女性の健康課題に関するキャンペーンを

実施

フェムテック製品・サービスを新たに導入し

福利厚生制度の整備等に取り組む企業に

奨励金を支給（20万円）

女性従業員の健康支援に取り組む

モデル企業を後押しするため、

協力金を支給し、事例を発信（20万円）

（1/20 産労より修正）

グリーンに合わせてリード文修正

※グリーン上の事業概要については、産労からグ
リーンに削除依頼されているためこちらも追加せず

代わりに画像を追加

※拡充のままでよいか局に確認中⇒良いと回答有

１/19 産労より予算額修正（０．７億円→１億円）

新

0122G突

普及啓発
奨励金（フェムテック導入

による職場環境整備）
「女性従業員の健康支援」の

モデル事業

女性の健康課題に関するキャンペーンを実

施

【規模】 ３０件

【奨励金額】２０万円（R7：１０万円）

女性従業員の健康支援に取り組む企業の

モデル事業を実施した上で、事例を発信

【規模】20件 【協力金】20万円

新拡

R8
拡充

普及啓発
奨励金（フェムテック導入

による職場環境整備）
「女性従業員の健康支援」の

モデル事業

キャンペーンの期間を２回設定するとともに、

期間中にイベント出展等を実施

【規模】 ３０件

【奨励金額】２０万円（R7：１０万円）

女性従業員の健康支援に取り組む企業の

モデル事業を実施した上で、事例を発信

【規模】20件 【協力金】20万円

新拡

R8
拡充

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

東京デジタルアカデミー 若手エンジニアコース（伴走型若手DX人材育成事業） 令和８年度予算： ６億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規
➢企業が必要とする技術動向を把握しているGovTech東京と協働して、個々人の二ーズに応じたリスキリングから転職等まで

コンシェルジュが伴走型で支援し、若手技術者のキャリアアップ・収入アップとDX人材の輩出につなげる

【対象】エンジニア等の実務経験があり、IT企業等への転職・就業を希望されている35歳以下の方

【規模】500名程度

社内キャリアアップ・フリーランス・副業が対象外となるので、

「雇用」という言葉を追記

〇伴走型若手DX人材育成事業
＜予算額（千円単位）＞※12/1８時点kintone
６３０, ８９４千円

（令和７年度 ７０３，０１１千円）
※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

予算減額（R7：７億円）

⑤

02
アクション2026

若者のキャリアデザイン支援 令和８年度予算： １億円

➢ 働き始める若年層に対し、セミナーや先輩社会人等との交流会など、自身のキャリアデザインを考え、専門家にも
相談できる包括的な支援を提供することにより、若者の早期離職を防止し、職業生活の安定と企業の人材確保を後押し

研修プログラムキャリアデザインセミナー 就職支援アドバイザーによる個別相談

キャリアデザイン等に関する個別相談

参加者交流会

経営者や先輩社会人等と意見交換

（就職活動中） （就職後） （就職活動中・就職後共通）

※あわせて、企業向けとして都内中小企業の管理職等に早期離職防止セミナーを実施

就職後のミスマッチを

生まない就職活動のために

必要なテーマを学ぶ

入社年次に応じたプログラムで
仕事を進める上で

必要なスキル等を習得

事業内容

〇若者のキャリアデザイン支援
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点

46, 027千円 ※産労局分
※kintoneで確認不可

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額については、若年者の雇
用就業支援事業該当メニュー（46,027千円）
としごとセンターの多摩地域展開該当メ
ニュー（65,267千円）を足し上げた
111,294千円のため、１億円に修正しており
ます。※別紙を御参照ください。53

■予算額を修正（これで昨年と同額記載）

■事業内容に応じて一部文言修正

・「雇用」という言葉は分かりづらく、新しい言葉を使用する
ことも避けたい。対象が減る方向の変化であり、あえて目立
たせなくてよいか

・（現在就業中の方含む）→削除

今回から「転職」と明記しているため不要と判断

デジ

産労

リスキリング 就業支援

内容 アプリ開発等、市場ニーズの高いデジタル分野から、受
講者の経験やキャリア志向等を踏まえプログラムを提供 を通じ、受講者の就職・転職を支

助成 リスキリング費用を支援（1人当たり上限30万円） 雇用企業に対し、即戦力として活躍する
ための環境整備費用を助成（上限20万円）

011５部長レク後→0119局照会後
・表追加→元に戻す

【対象】エンジニア等の実務経験があり、IT企業等への転職・就業を希望されている35歳以下の方

【規模】500名程度

① リスキリング

アプリ開発等、市場ニーズの高いデジタル分野から、受講者の経験やキャリア志向等を踏まえプログラムを提供
（リスキリング費用を支援（1人当たり上限30万円））

② 就業支援

キャリアコーチング、面接対策・アドバイス、就業マッチングイベントの開催等を通じ、
受講者の就職・転職を支援（雇用企業に対し、即戦力として活躍するための環境整備費用を助成（上限20万円））

事業内容

修正意図
・リスキリングと転職支援は不可分であり、どちらか一方の受講はで
きないため、正確な表現に修正。
・上記のとおり、リスキリング支援と転職支援は不可分であるが、表に
すると、別個の支援のように見えるため。



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

5454

若者世代職場定着促進事業 令和８年度予算： 1億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢ 安心して働き続けられる労働環境整備や賃上げを行った事業主に対して助成金を支給し、若者の早期の職場定着を促進

【対象】都の就職支援事業（若者世代向け）の利用者を正規雇用した中小企業 【規模】400件

事業内容

〇若者世代職場定着促進事業
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点
１２１, ６１１千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は、121,854千円にな
ります。

⑤

02
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正規雇用転換安定化支援事業 令和８年度予算： １１億円

➢正規雇用転換後も安心して働き続けられる労働環境整備や賃金の引上げに取り組む中小企業に対して助成金を支給し、
質の良い転換を促進

〇正規雇用転換安定化支援事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１７時点

１,０８５, ７２１千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は、1,091,418千円に
なります。

＜両事業共通＞

■加算部分の順番を統一

■事業内容に応じて一部文言修正

■加算④を強調表現にして問題ないか調整中

→問題なしと回答有

＜両事業共通＞

■③が拡充要素だが、介護支援はかなささ全体の

文脈とずれるため、 拡充を外して問題ないか調整中

産労

産労

0114室長レク後
・イラストを追加

基本支給

要件

支給額 60万円（1人20万円、3人まで）

支援期間（３か月）のうちにアからウの支援を実施

育成計画（３年間）の策定
チューターを選任し、指導
研修を実施

加算項目

最大66万円

① 退職金制度の整備（10万円）

② 結婚・育児支援制度の整備（10万円）

③ 介護支援制度の整備（10万円）

④ 対象者の賃金を時間単価で60円以上賃上げ（1人12万円（３人まで））

加算額

011５部長レク後
・表追加

【対象】都内に雇用保険事業所を置く、国のキャリアアップ助成金（正社員化コース
※

）の支給決定を受けた中小企業
【規模】2,200件（R7予算1,400件）

事業内容

※有期雇用労働者を正規雇用労働者に正社員転換した場合に、事業主に対して助成

加算項目①

最大130万円

基本支給

要件

支給額 最大１００万円（1人20万円、５人まで）

支援期間（３か月）のうちにアからウの支援を実施の上、
エを満たしていること

育成計画（３年間）の策定
メンターを選任し、指導 ウ）研修を実施
支援期間終了時に転換者が1年以上定着

加算項目

最大９０万円

① 退職金制度の整備（10万円）

② 結婚・育児支援制度の整備（10万円）

③ 介護支援制度の整備（10万円）

④ 対象者の賃金を時間単価で60円以上賃上げ（1人12万円（５人まで））

加算額
R8
拡充

R8
拡充

（0119産労局）
※の「有期雇用労働者等」の「等」を削除

拡充

ア）
イ）
ウ）

ア）
イ）
エ）



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

働く人の育業応援事業 令和８年度予算： ２８億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢ 従業員が一定期間以上の育業をするとともに、安心して育業し復職しやすい職場環境を整備した中小企業等に奨励金を支給

〇働く人の育業応援事業
＜予算額（千円単位）＞※１２/１７時点
２,７６５, ６１２千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

新規

⑤
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事業内容

55

■未確定事項の削除

（基本支給②、③の詳細）

■制度例・取組例の追記

（基本支給④、加算項目①の②）

⇒一例かこれで全てか確認中

■加算項目②の②がわかりにくい
ため表現調整中

（最大120万円と追記する案）

→了解得たため追記 グリーンがわかりやすいので

グリーンベースに修正の上確認

→基本支給①の記載がグリーンと
ほぼ同じのためそちらに合わせた

対 象 都内中堅・中小企業等(従業員数999人以下）

規 模 1,500件

【奨励金の支給要件】

＋

育業取得＋復職しやすい環境整備

① 育業した社員がいること

② 育業計画書の策定

③ 育業に向けた意向確認・制度の
情報提供

④ 復職しやすい環境整備

加算項目

支給額125万円

加算項目①
表彰制度、同僚手当の整備 等

最大130万円

加算項目②
産後パパ育休に加え、

２か月以上の男性育業相当 等

最大165万円

加算項目を含めると、

最大420万円

竹村メモ（感想）
矢じりの説明文は、グリーンの文章の方が良いか…と思ったが、

「環境整備」が繰り返しにになっていて、微妙。
グリーンの局照会で修正される気がするが、基本グリーンの

文章に修正する方向で検討したほうが良いのでは？
※全事業を見たわけではなく、ポケブの絡みでこの事業だけ

じっくり見ました。

竹村 金子代理L
山下さんがグリーン踏襲Verのポケブ案を作ってくれています。
本編は余裕があるので、列挙でなくハコにしたりすると良いと思

います。

＜グリーン文章転記＞

➢男女ともに育業と仕事の両立支援制度が利用しやすい環境の整備に向けて、従業員の育業取得や復職しやすい環境整備に取り組
んだ企業に対して奨励金を支給

（０１１９産労よりリード文をグリーンに合わせる形
で修正）男女ともに育業と仕事の両立支援制度が
利用しやすい環境の整備に向けて、従業員の育業
取得や復職しやすい環境整備に取り組んだ企業に
対して奨励金を支給従業員が一定期間以上の育業
をするとともに、安心して育業し復職しやすい職場
環境を整備した企業に奨励金を支給

産労

【対象】都内中堅・中小企業等(従業員数999人以下） 【規模】1,500件

【要件】

0114室長レク後
・表の体裁等修正

基本支給

① 育業した従業員がいること

・ 女性：産後休業＋１か月以上の育業

・ 男性：産後パパ育休＋１か月以上の育業相当

② 育業計画書の作成

③ 復職に向けた意向確認・制度に関する情報提供

④ 復職しやすい環境整備

復職後に活用可能な制度３項目以上の整備

・有給の子の看護等休暇

・育児短時間勤務制度の利用年数延長

・所定外労働時間制限の対象年齢拡大

・病児保育経費補助

・子連れ出勤制度 等

要件

支給額 125万円

加算項目①

① 「同僚への応援手当」「同僚への評価・表彰制度」の取組

（1項目実施：３０万円 両方実施：50万円）

② 男性育業推進のための取組（１項目につき20万円）

・男性管理職の育業とロールモデルとしての社内発信

・男性育業マニュアル整備と育業メンターの導入

・助産師等を活用した両親学級制度

・取るだけ育業防止のための社内研修の実施

要件

加算額 最大130万円

加算項目②

加算額 最大165万円

① 産後パパ育休＋2か月以上の男性育業相当

（45万円、1人分のみ）

② 「２人以上」の男性育業

（最大120万円、育業した従業員１人につき30万円、5人目まで）

局に要件確認の上更新

①産後パパ育休＋2か月以上相当の育業相当

   1人目：45万円

２人目～５人目：1人当たり30万円（最大120万円）

（０１１９産労より修正）
「社員」→「従業員」

（０１１９産労より下記４点修正依頼）
・「※男性育業の申請企業のみ」を追記
・「相当の育業相当」を「の男性育業相当」に修正
・（45万円、複数該当者がいた場合も、1人分のみ）
・ （最大120万円、育業した社員１人につき30万円、最大5人目まで）

⇒「２人以上」の「男性」育業に修正（産労には「修正します」と送付）

※男性育業の申請企業のみ

（０１１９産労より修正）
復職後に活用可能な制度一
覧のうち３項目以上の整備

0122G突

③ 復職に向けた意向確認・制度に関する情報提供

復職前の面談による社内制度の情報提供や

復職後の勤務の相談など

② 育業計画書の策定



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

5656

拡充

新規

就職支援等 能力開発

• キャリアカウンセリング

• キャリアチェンジやキャリアアップして働いてい

る

女性との交流イベント

• コミュニティサイトによる再就職に向けた情報

交換

• メンターによるフォロー体制

• 女性からのニーズが高い

事務系、IT系等のスキル習得

• リーダシップ、マネジメント力など

キャリアアップに資する能力の向上

⑤
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■拡充要素を冒頭に調整

産労

産労

0114室長レク後
・表の塗りつぶしを変更

「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業 令和８年度予算： ３４億円

※ 働く人が、仕事へのやりがいを感じる中で組織や仕事に主体的に貢献する意欲働きがいや姿勢

「手取り時間」の創出
（各10万円/上限50万円

※１
）

ライフステージごとの支援
（各10万円/上限30万円）

エンゲージメントの向上
（各10万円/上限40万円）

賃金の引上げの取組
（上限144万円

※２
）

〇超勤削減に向けた推進計画

〇フレックスタイム制

〇多様な勤務形態

（選択的週休３日制等）

〇多様な正社員制度

（短時間正社員等）

〇積立休暇制度

〇家庭応援特別休暇制度

（セレモニー休暇等）

〇産休・育業・介護休業を

支える従業員への支援制度

〇慣らし保育・小1の壁を

乗り越える勤務制度

〇育業早期復職支援・ひとり親

  家庭支援

〇社外副業・兼業制度

〇社内メンター制度

〇外部キャリアコンサルタント

活用支援

〇従業員表彰制度・報奨金制度

〇社員のつながり制度 など

時間当たり60円以上の賃上げ

⇒ １人12万円加算

（上限10 ⇒ 12人）

拡充

拡

※1 昨年度から10万円拡充（40万円⇒50万円） ※２ 昨年度から24万円拡充（120万円⇒144万円）

拡

■事業内容に応じて一部文言修正

（リード文、表の中）

011５部長レク後
・拡充等追加

R8
新規

R8
拡充

011５部長レク後
・拡充等追加

働きやすい職場環境づくり推進事業 令和８年度予算： 6億円

➢ 育児・介護・病気治療等と仕事の両立に向けた企業の制度整備を支援する「働きやすい職場環境づくり推進奨励金」により、

企業における職場環境整備の取組を促進

【規模】600社 【金額】100万円（上限）

【奨励内容】

育児と仕事の両立推進コース ① 育児と仕事の両立推進事業 ② 男性の育児参加推進事業

※上記のコースのほか「介護と仕事の両立推進コース」「病気治療と仕事の両立推進コース」を実施

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

56

〇働きやすい職場環境づくり推進事業
＜予算額（千円単位）＞※12/1８時点

5６1,５３３千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

⇒（産労回答）予算額は562,278千円になります

〇「手取り時間」創出・エンゲージメント向上推進事業
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点

3,591,403千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は、3,367,403千円になります。

0122G突
➢ 従業員の「手取り時間」の創出や、ライフステージに応じた支援、エンゲージメント

※
向上を図るため、専門家派遣と、

超過勤務削減や賃金引上げ等を並行して行い、企業の取組を迅速に支援 【規模】1,400社

➢ 専門家派遣を受けて、「手取り時間」の創出やライフステージの支援、

エンゲージメント
※

向上に向けた取組、賃金の引上げの取組を行う中小企業に対し奨励金を支給 【規模】1,400社



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

育児・介護との両立のためのテレワーク活用促進事業 令和８年度予算： ２億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規

➢ 育児や介護を抱える従業員がテレワークを実施できるよう、新たにテレワークの導入や規定の見直しを行った都内中小企業等に

奨励金を支給

【規 模】 ５００件

〇育児・介護との両立のためのテレワーク活用促進事業
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点

283, 384千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は、227,240千円になります。

新規

導入コース(20万円）

以下の①～③をすべて実施した場合

① ３歳未満の子を養育する従業員及び要介護状態の対象家族を介護する従業員がテレワークを実施できるよう

テレワーク規定を整備

② 育児や介護中の従業員のための柔軟な働き方の導入に関する研修を受講

③ 育児・介護との両立のためにテレワークを積極的に活用する旨を社内に宣言

〇テレワーク普及促進プロジェクト
＜予算額（千円単位）＞※12/15時点

284, 417千円 ※産労局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。
⇒（産労回答）予算額は、284,660千円になります。

介護を抱える従業員がテレワークを実施しやすくなるような

制度を導入した場合

① 対象家族の自宅等での在宅勤務
② 時間単位、半日単位でのテレワーク
③ 要介護状態に至る前の状態にある対象家族を介護

する従業員がテレワークを可能とする措置
④ その他介護を抱える従業員がテレワークを実施し

やすくなると認められる措置

① ３歳未満の子を養育する従業員及び要介護状態
の対象家族を介護する従業員がテレワークを実
施できるようテレワーク規定を整備

② 育児や介護中の従業員のための柔軟な働き方の
導入に関する研修を受講

③ 育児・介護との両立のためにテレワークを積極的
に活用する旨を社内に宣言

安心して受けられる体制づくり

⑤
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テレワーク普及促進プロジェクト 令和８年度予算： 3億円

➢都内企業のテレワークの導入等を支援するため、テレワーク関連施策を一元的に紹介するポータルサイトの運営を行うとともに、

業界特性に応じたセミナー等を実施

※ 仕事の目的や内容に合わせて自由に働く場所や時間を選択できる働き方

■「新規」マークを削除

（再構築のため。局の要望）

■内容を統合育児や介護を抱え
る従業員がテレワークを実施で
きるよう、新たにテレワークを
の導入したりや、既存のテレ
ワーク 規定の見直しを行った
都内中小企業等に対し、奨励金
を支給

•テレワークポータルサイトの運営 ・導入困難業種向け事例集の作成周知・広報

•業界団体と連携し、導入困難業種向けセミナーを開催導入困難業種向けセミナー

•ＡＢＷ（Activity Based Working）※を実践している企業の見学会を実施ＡＢＷ実践企業見学会

•ＡＢＷへの理解を深め、導入を促進するためのフェアを開催ＡＢＷ活用交流フェア

•業界団体に団体サポーターを派遣し、業界内でのセミナー・イベント開催など普及啓発活動を支援業界団体連携

■表の中の表現方法を統一の上
局に確認

■左に条件文を追加

→追加＆右の条件文の強調を一部分に限定

■右が制度の例なのか確認の上それがわかるように表記

（全部満たす必要があるのかどれか一つでもなのか）

■グリーンだと最大30万円になっていたがどちらか減ったのか

（予算修正していたのはこれ？）

■グリーンだと合計最大30万円になっている、各コースの金額要確認

産労

産労

0114室長レク後
・リード文（介護関係）削除

導入コース(20万円） 介護離職防止コース（20万円）

以下の①～③をすべて実施した場合

① ３歳未満の子を養育する従業員及び要介護状態の対象家族を介護する従

業員がテレワークを実施できるようテレワーク規定を整備

② 育児や介護中の従業員のための柔軟な働き方の導入に関する研修を受講

③ 育児・介護との両立のためにテレワークを積極的に活用する旨を社内に

宣言

介護を抱える従業員がテレワークを実施しやすくなるような制度を導入した場合

① 対象家族の自宅等での在宅勤務

② 時間単位、半日単位でのテレワーク

③ 要介護状態に至る前の状態にある対象家族を介護する従業員がテレワークを

可能とする措置

④ その他介護を抱える従業員がテレワークを実施しやすくなると認められる措置

※上記のコースのほか「介護離職防止コース（20万円）」を実施。「導入コース」と「介護離職防止コース」を同時に申請した場合は30万円

（０１１９産労よりリード文修正依頼）育児や
介護を抱える従業員がテレワークを実
施できるよう、新たにテレワークをの導
入したりや、既存のテレワーク 規定の見
直しを行った都内中小企業等に対し、奨
励金を支給

（０１１９産労からの回答を基に下記黄色ハイライト赤字を追記）
※上記のコースのほか「介護離職防止コース（20万円）」を実施。「導入コース」と「介護離職防止コース」を同時に申請した場合は30万円

0122G突

0122G突



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
社会気運・環境整備

こどもスマイルムーブメント（育業の推進） 令和８年度予算： 9億円

⑥

◼ 子供・子育てにやさしい社会づくりを推進

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

02
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会議（男性進行）

➢育児休業の愛称を公募によって「育業」と決定し、育児を「休み」ではなく「大切な仕事」と捉え、
「育業」を社会全体で応援する気運醸成の取組を推進

5
8

男性育業推進に向けた動画の制作・配信

育業推進企業へのメリット調査・普及啓発事業 育業応援ポケットブックの作成

育業に率先して取り組む企業への
インタビュー 等

ライフワークバランスEXPO東京出展運営

企業側へのアプローチ

支える側へのアプローチ

育業サンキューエピソードの募集・普及啓発事業

こどもスマイルムーブメントとは

「男性育業が希少だった時代の当事者」へ訴求する動画の制作

育業ができなかった世代と育業があたりまえの世代の
価値観や認識のギャップを解消

「同僚から支えられたエピソード」や、
「同僚への感謝メッセージ」を募集し、漫画化

育業当事者を支える同僚が、育業を応援する気運を醸成

男性育業促進のための取組を企業が自発的に実施する
よう、具体的な経営的メリットを定量的に分析し発信

広く「育業」を知ってもらうための

〇こどもスマイルムーブメント
＜予算額（千円単位）＞※12/23時点

919,185千円
うち育業の推進

179,890千円
※子育てしやすい社会に向けた「育業」の推進事業全体額

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、
その旨お教えください。

(育業の推進：1.８億円）

普及啓発コンテンツを活用した広報

インタビュー記事はこどもスマイルムーブメントHPで公開中！

➢社会全体で子供を大切にする気運を一層高めていくため、様々な主体とともにムーブメントを加速する取組を多面的に展開し
ながら、子供の社会参画機会創出に取り組み、子供の笑顔につながるアクションを促進

多様な主体と連携 幅広い主体への情報発信による気運醸成

✓ 参画企業・団体が特性や強みを
活かした様々なアクションを展開 ✓ 各界で活躍する著名人により、ムーブメント

の理念を広く発信

✓ 都民や企業・団体など様々なターゲットに向
けた情報発信等を展開

868
1,169

1,358
1,617

1,945
2,210

R3.12 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R8.1.16

こどもスマイルムーブメント

参画企業・団体の推移

○一次照会修正＊企画調整部

・予算額を修正

・事業リード文を修正

・箱タイトルを修正

「支える側へのアプローチ」「企業側へのアプローチ」

・箱内事業の説明・詳細文を修正

・イラストを修正案の通りに差替

・参画企業数を更新

こどもスマイルムーブメント
参画企業・団体の推移のグラフについて、最新の
数値をご教示ください。
⇒1月6日時点で、2,193。アクションでは、1月
16日時点の数字に更新いたします。
⇒ご確認ありがとうございます。アクションと平
仄合わせられればと思いますので、最終掲載値
（1/16時点）が定まりましたらご教示ください。

子供室

○二次照会＊企画調整部

・機運⇒気運に修正

・こすま参画企業をR8.1.16時点件数に修正（確定）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

男性の家事・育児促進に向けたマインドチェンジプロジェクト 令和８年度予算： ０.２億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢ 男性の家事・育児参画を促進するため、Webサイト「TEAM家事・育児」において、子育て中の夫婦やプレパパ・プレママ、経営者層
など多様な主体に向けて役立つ情報を発信

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点
●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

▲パパ・ママから寄せられた本音（川柳風）
（令和５年度実態調査をもとに作成）

要確認
対策25 促進
予算26 参画

女性の活躍推進のための気運醸成 令和８年度予算： 3億円

➢ 「女性活躍推進条例」の制定及び「東京都男女平等参画推進総合計画」の改定を機に、社会のマインドチェンジに向けて取組を加速

２事業とも事業区分は「新
規」（再構築）

レコード番号
生活文化局 2428
生活文化局 ２４２９

拡充

拡充

ああ

✓ 「名もなき家事」を含め、夫婦間の家事・育児の可視化
など、分担の見直しにつながるコンテンツを発信

✓ 便利家電や冷食活用のススメ等、家事時間の総量
削減につながるコンテンツを充実

仕事や子育て等の経験のある都民メ

ンターに、ちょっとした悩みや不安を

インターネットで気軽に相談ができる

女性のための相談サイトを運営

女性活躍に取り組む様々な分野の団体・個人に

「東京都女性活躍推進大賞」を贈呈

掲載コンテンツ

第四回都議会定例会 条例案概要|11月|都庁総合ホームページ

女性の悩み相談サイト「TOKYOメンターカフェ」｜東京都

TOKYOメンターカフェ 子供たちへの働きかけ

企業等と連携した
国際女性デー特別企画として、
小中学生のSTEM分野の体験型イベント
女性の職域拡大に向けた
気運醸成・普及啓発イベント

✓ 企業等のSTEM部門と連携し、女子中高

生を対象としたオフィスツアーを実施

女性活躍推進大賞

✓ 受賞部門の見直し

✓ 専用HPの作成など、

受賞企業のPR強化

✓ 国際女性デー特別企画として、女子小中

学生向けのSTEM分野の魅力発信イベン

トを開催

12/16部長レク時

⑥

02
アクション2026

夫婦間のコミュニケーションや
家事・育児分担のノウハウ等を発信

行動変容につながるコンテンツを充実

R8拡充

R8拡充

R8拡充

１行目の記載を削除した理由

グリーンでも乗っているので、条
例は残したい旨を伝える。条例＋
計画の併記ではダメか？

アンコンシャスバイアスがダメな理由

生文

生文
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

子育て応援スペースの導入拡大 令和８年度予算： 0.4億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

新規

➢小さなお子様連れの方が安心して気兼ねなく電車を利用できるよう、都営地下鉄の車内に「子育て応援スペース」を設置

➢車両更新のタイミングに合わせて更に導入拡大

列車走行位置の画面で
「子育て応援スペース」の
車両の横にマークを表示

「子育て応援スペース」を設置した
列車の走行位置をリアルタイムに表示

小さな子供連れの方を対象に
「子育て応援スペース」で
絵本の読み聞かせイベントを実施

「子育て応援スペース」での写真撮影、
都営交通オリジナルノベルティのプ
レゼントも!

都営交通アプリ PRイベント（取組例）

都営交通における子供連れの方が外出しやすい環境実現に向けての取組

冒頭

門前仲町駅

こどもスマイルスポット

⑥

02
アクション2026

地域の底力発展事業助成 令和８年度予算： ４億円

➢地域活動の担い手である町会・自治会による地域の課題解決に向けた取組を支援する事業において、子供・若者の育成に加え、
地域で子育て等を応援する活動を取り上げ、地域全体で子育てや女性活躍を後押しする取組を強化

拡充

【 補 助 上 限 】

【 補 助 率 】

単一町会：24万円など

新規：10/10 継続：1/２ 活動例
・子育て交流サロン

・女性の健康づくり講座 など

生文

交通

R8
拡充

➢ 都営交通の駅トイレにベビーシート及びベビーチェアを整備 ※大規模改良予定駅を除く交通局管理駅に完備

➢ 各列車の走行位置やエレベータ利用ルートなど、移動に便利な情報を都営交通アプリで発信

➢ 都営バスでのベビーカーの安全な利用法について、動画やリーフレットで発信

➢ 育児用品が購入可能な自動販売機やベビーカー貸出を備えた「こどもスマイルスポット」を駅構内に展開

1/19
交通局コメ
反映済

➢地域活動の担い手である町会・自治会による地域の課題解決に向けた取組を支援する事業において、新たに育業を行う親向けの活
動を対象とするなど、地域全体で子育てや女性活躍を後押しする取組を強化
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

子供家庭支援区市町村包括補助事業（３C※特別枠） 令和８年度予算： ９億円

出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規 ➢望む人が安心して子供を産み育てることができる社会の実現に向け、区市町村が地域の実情を踏まえて行う結婚・子育て支援策を
積極的に後押し

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※12/10時点（確定済）

９００，０００千円 ※福保・政策局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

【令和７年度採択事業】

✓ GPS見守り端末の無償貸与を中心とした児童の登下校時の

安全対策を推進

【 補 助 上 限 】

【補助期間・率】

基盤整備を伴う事業 5,000万円／年、基盤整備を伴わない事業 1,000万円／年

最大３年・10／10

子供家庭支援区市町村包括補助事業（３C特別枠） ９億円

子供政策

政策分野の垣根を超えた子供政策

結婚・子育て支援策
地域の実情等に応じて行う

結婚・子育て支援策

※３Cとは

・Children（子供）

・Chōju（長寿）

・Community（居場所） を指す

登下校時等における児童の安全対策を通じた、
地域の安全・安心等の確保

港区 「小１の壁」対策事業（朝夕の児童の見守り事業）
豊島
区

✓ 登校時間前及び学童クラブからの帰宅時に児童を見守り、働

く保護者の仕事と子育ての両立を支援

• 小学１年生で、学童クラブ登録者かつ早朝利用申請者を対象に、学

校用務員による登校時間前の見守りを実施。全区立小学校で通年

実施し、学童クラブや指定教室で児童を見守り

• 学童クラブからの帰宅時、シルバー人材セン

ター会員が、暗い道や交通量の多い通学路を

中心に安全な地点まで児童を見送り

⑥

02
アクション2026

当課事業
（福祉・政企）

• 区立小学校の希望児童にGPS見守り端末を

無償貸与

• 専用アプリにより、保護者が児童の現在地を

リアルタイムで確認可

• シルバー人材センターと連携し通学路上に登下校

誘導員を配置

• 区立の全小学校に民間警備員を配置

「区立小学校の」を追加

「リアルタイムで確認可」の後の「（プッ
シュ通知でお知らせ）」を削除

「小学１年生で、」追加

「かつ早朝利用申請者」追加

「登校時間前の」追加

「までの児童の見送りを実施」

⇒「まで児童を見送り」
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降 出会い・結婚

妊娠・出産

子育て期の支援

教育・住宅 社会気運・環境整備

就労環境・職場環境

拡充

新規

◆ 幼稚園、認可保育所、認証保育所や、

学童クラブ、放課後子供教室等のPR

◆ 保健師等による専門相談

◆ 市内及び近隣の大学生が企画した遊びの提供

✓ 荒川遊園近くのスポーツハウスの大規模改修を契機とし、

保護者同士の交流や地域の賑わいを創出

• スポーツハウス内における子供用更衣室等の

子育て支援設備の充実化

• 子供の屋内遊び場の整備を通じ、保護者の

交流拠点としての機能強化

• リニューアル後の記念イベント、年齢や障害に

関係なく参加できる教室・イベント等を開催し、

地域の賑わいを創出

スポーツ施設を核とした
荒川遊園地区の子育て支援事業のさらなる充実

荒川
区

地域ぐるみで婚活応援プロジェクト
葛飾
区

✓ 区独自の婚活イベント等の開催と町会・自治会等が主催する

婚活イベントへの助成により、結婚を希望する若者を支援

• 婚活イベントを商店街連合会イベントとコラボして

開催。イベント後に利用できるバルチケットを参加

者全員に配付

• 婚活イベント当日に、コミュニケーション向上セミ

ナー等も実施、更に、マッチング後は交際に関する

アドバイスや結婚に向けた相談等に対応

• 町会・自治会等が行う婚活イベントに対し

助成を実施

✓ アプリを活用した情報発信と赤ちゃん休憩室の実用性向上により、

親子が気軽に外出できる環境整備を推進

• 既存WEBサイトサービスに子育て支援機能を加

えたアプリとしてリニューアル

• プッシュ通知、子育て支援サービス・イベント・お出

かけ情報の掲載・検索機能等を追加

• 赤ちゃん休憩室におむつ回収機を設置し、外出し

やすい環境整備を進めるとともに同アプリにて

情報発信

プッシュ型による子育て情報発信とお出かけ応援足立
区

たまこどもフェス
多摩
市

✓ 多様な主体と連携した市の子育て支援施策の幅広いPRを通じ、

支援の浸透を図る

• 多様な子育て関連団体と連携した子育て支援PRイベントの開催

（主な取組）

⑥

02
アクション2026

「結婚等を希望する若者を支援」から
「等」を削除

配布⇒配付

webサイトサービス「を」→「に」

子育て支援「策」→「サービス」
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

冒頭

若年層や子育て世代への戦略的な情報発信 令和８年度予算： 1億円

◼ 幅広い支援情報を着実に届けるため、広報に関する取組を大幅にアップグレード

新規

⑦

02
アクション2026

➢ 「『叶えたい』を支えたい」をキーメッセージとして、事業単位での広報ではなく、統一的に都庁各局の結婚・子育て支援施策を
ブランディングし、組織の垣根を超えた当事者目線での広報を展開

➢ 結婚や子育てに対する不安やネガティブイメージを払拭し、安心感やポジティブな気運を切れ目なく発信

様々なコンテンツを通じて結婚・子育て支援を戦略的に発信

✓ 施策PR動画等で発信した支援に関連する情報について、
ライフステージごとに一元的に紹介

✓ より詳しく知りたい情報があれば、各局の事業ページに誘導

ランディングページ 冊子

施策PR動画 ショートドラマ

✓ ライフステージを通じて各局が展開する支援情報を、
利用者視点で分かりやすく紹介

✓ 毎月テーマを設定し、テーマに関連する施策や都民の声、
これまでの成果等をSNS等で発信

✓ 将来的に支援の対象となる若年層にも発信することで、
東京での結婚や子育てへの安心感を醸成

他にはどんな支援が？ 詳しく知りたい

出会い

✓ 仕事とライフイベントとの両立をテーマに「結婚したい・子供を
持ちたい」と願う方の一歩を後押しするショートドラマを作成

結婚 子育て

A

事
業

B

事
業

～「叶えたい」を支えたい～
チルドレンファースト社会の実現に向けて

Ver.2 ポケットブック

要因分析
効果検証

情報発信分野横断的な取組
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

継続的な要因分析・効果検証 令和８年度予算： ２億円

◼ 結婚・子育て支援策のバージョンアップに向けた継続的な要因分析・効果検証

【 対 象 】
都内に暮らす18歳～49歳の方 5,000人

【調査内容】
結婚や子供を持つことの意識、子育てをする上での
課題

若年層や子育て世代を対象とした意識調査

拡充

【 対 象 】
都内に暮らす18歳～49歳の方 計７0人
(グループ40人、個人30人)

【調査内容】
対面での聞き取りにより、個人の意識やニーズ、抱えている問題を
深堀り

◼ エビデンスベースでの施策の推進・バージョンアップに向けた取組

⑦

02
アクション2026

都内の中学校・高校で、

「望む人誰もが子育てしやすい社会」をテーマに

出前授業を実施（令和７年９～12月）

▲授業の様子

• 出会いの機会がたくさんあると良いと思う

• ”子育て”に対する印象が”楽しい”となると良い

• 困った時にすぐに相談できるところがあると良い

• 残業が少なく休日がしっかり取れると良い

• 性別関係なく誰もが育児しやすい環境があれば良い

• 父と母で平等に育児を分担するべきと思っている人
が多いのに、実際はかなり偏っていると思った 等

➢都民の意識やニーズの変化等を継続的に調査、要因分析や
効果検証に活用

自由記述の設問を入れることで、都民の考え方や問題
認識等を幅広く把握

R8年度

個別での聞き取りにより、グループでは
回答しにくいテーマや個人的な背景についても把握

R8年度

インターネットアンケート（定量調査）

対面調査（定性調査） 生徒の主な意見

中高生からの意見聴取（出前授業）

R7意識調査結果
（グループインタビュー）

R7意識調査結果
（インターネットアンケート）

要因分析
効果検証

情報発信
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

➢ 結婚や子育てに関する不安や悩みは多面的であり、課題等に応じ様々な取組を展開する必要がある

また、効果が現れるまで一定程度の期間を要する

➢ 引き続き政策効果の分析方法を見直しながら、定量・定性両面からの分析を通じて総合的な影響度を算定

◎ 効果検証の仕組みを実践する中で、適宜見直しを行い、より良い内容に改善していく

➢ 統計的手法を用いた実験調査をアドバイザーの助言を得ながら実施し、多様なエビデンスを基に施策をバージョンアップ

✓ 仮想的なプロファイルを個人ごとにランダムに提示
（属性を固定し、数値・ステータスをランダムに変えていく）

「ケースA、Bのどちらが

結婚/子育てしやすいですか？」

調査結果から、

結婚/子育て等に影響を

与える要因（組合せ）を分析

少子化の要因を
類型化・分析

要因分析に資する
指標選定・データ収集

政策群ごとに
指標・データ推移の可視化

意識調査結果の分析

総合的な影響度
の算定

定量・定性両面から
政策効果を分析

長期的な視点に立った効果検証

◎ 家族構成や職業状況等、様々なケースを提示し、都民の結婚や子育てに関わる意識や行動の変容に影響を与える要因を把握・分析

⑦

02
アクション2026

長期的な視点に立った効果検証の仕組みを構築するとともに、EBPM推進に向けた実験調査を行うことで、多面的な考察を深め、

エビデンスに基づく幅広い支援の充実につなげていく

⇒

効果検証の流れ

EBPM推進に向けた実験調査新規

実験調査の流れ（イメージ）

調査対象者 アンケート

例

要因分析
効果検証

情報発信
（当課事業）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

2枚目以降

➢ 海外における意識を調査して東京都の調査結果と比較・分析し、
結婚や子育てに対する意欲に影響を与える要因を分析

〇事業名
＜予算額（千円単位）＞※●/●時点

●,●●●, ●●●千円 ※●●局分

※赤字部分の確認・修正をお願いします。
※今後、変動する見込みがある場合は、

その旨お教えください。

【 対 象 】

海外４か国に暮らす18歳～49歳の方 計3,200人（各国800人）

【調査内容】

結婚や子供を持つことの意識、子育てをする上での課題

結婚や子育て等に関する海外意識調査

要因分析
効果検証

情報発信

⑦

02
アクション2026

✓ 基礎調査と現地ヒアリング含む詳細調査を実施し、子育て支援等に独自に取り組む海外の好事例を収集
令和７年度内に公表予定

✓ 海外の国や大都市等の状況や取組を調査することにより、都の取組の更なる充実に活用

国 or 都市を10箇所程度
選定し、基礎調査を実施

うち４箇所を選定し、
詳細内容を調査

（現地ヒアリング等）

都の施策との類似点、相違点
などを整理し施策事例集を作成

新規

インターネットアンケート（定量調査）

• 各国の社会的価値観や文化的背景、子育て支援制度
などを踏まえ、意識調査を実施

• 調査結果について都内の意識調査結果と比較・分析し、
得られた示唆や課題を今後の都の取組の検討に
つなげていく

海外大都市における少子化対策事例調査

基礎
調査

詳細
調査

施策
事例集

子供室（若者課）
教育

（当課事業）

（当課事業） 学校の教材等の共同利用等に関する調査

➢ 学生等の通学手段やバスの利用状況、地域や家庭ごと
の通学にかかる負担の状況など、学生等の通学実態等
について様々な観点から調査を実施

学生等の通学実態等に関する調査新規

新規

主計調整中

➢ 学生等の通学手段やバスの利用状況、地域や家庭ごと
の通学にかかる負担額の状況等に関する実態など、学
生等の通学実態等について様々な観点から調査を
実施

○二次照会＊若者課

・知事査定再調整の内容を踏まえ、最新版

の記載に更新（グリーン本の記載と同様）

・バスイラスト差替（交通機関を想起させる

ものは避け）

0121入れる

➢ 都立高校等における取組に役立てるため、国内外の
事例調査を実施するとともに、義務教育における海外
事例等のリサーチを実施

0121入れる
教材費調査は室長レク時点
⇒翌朝確認

➢ 教材等の共同利用等に関して、都立高校等における取組に
役立てるため国内外の事例調査を実施するとともに、義務
教育段階についての基礎資料として海外事例調査を実施

➢ 学生等の通学手段やバスの利用状況、地域や家庭ごと
の通学にかかる負担額の状況など、学生等の通学実態
等について様々な観点から調査を実施
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

03 国を挙げた取組へ
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
様々な要素が複合的に絡み合い、急速に進む世界・日本の少子化

68
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2.00

2.25

1995 2000 05 10 15 20 24

➢ 近年は新型コロナウイルスの流行に伴う行動制限等により、

国によって時間差があるものの、全世界的に少子化が進行

➢ 日本では、合計特殊出生率、出生数ともに過去最低を更新

少子化は世界共通の課題 日本においても少子化が進行

（資料）OECD「Total Fertility rates」（202６年１月取得）及び各国統計等を基に作成

※括弧内は合計特殊出生率
イギリス及び中国は2023年
上記以外は2024年

（出生数／万人）

（資料）厚生労働省「人口動態調査」を基に作成

各国の合計特殊出生率の推移（合計特殊出生率）

フランス(1.62)

スウェーデン(1.43)

アメリカ(1.63)

中国(1.00)

ドイツ(1.35)

日本(1.15)

台湾(0.89)

韓国(0.75)

イギリス(1.56)

03
国を挙げた

取組へ
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2.00

2.40

合計特殊出生率と出生数の推移（全国）

686,173人
（2024年）

1.15
（2024年）

2,091,983人
（1973年）

2.16
（1971年）

（合計特殊出生率）

24

（各局参考送付）



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
様々な要素が複合的に絡み合い、急速に進む世界・日本の少子化

69

➢ 30歳になる人口の推移は、2030年までは一定規模を

維持するが、2030年代に入ってからは大きく減少

若年層の人口は急激に減少出生数の減少は推計よりも前倒しで進行

（資料）国立社会保障･人口問題研究所「日本の将来推計人口(令和５年推計)」の出生中位
(死亡中位)推計を基に作成

2025年(現在)
約120.0万人

2030年
約117.3万人

2035年
約105.7万人

2040年
約104.5万人

2045年
約98.6万人

2050年
約82.0万人

2020年
約120.4万人

大幅な減少局面に一定規模を維持

50

75

100

125

2020 25 30 35 40 45 50

▲12.2％ ▲13.2％ ▲18.1％ ▲31.9％▲0.4％ ▲2.6％

(対2020年増減率)

【 30歳人口の推移（全国）】

45

55

65

75

85

95

105

2015 2020 2025 2030 2035 2040

将来推計との比較（全国）

中位推計

出生数
約15年

70

（資料）厚生労働省「人口動態調査」及び国立社会保障･人口問題研究所「日本の将来推計人口(令和５年推計)」を基に作成

（万人）

2030年代後半2024年

高位推計

低位推計

➢ 国の将来推計(中位推計)では、70万人を下回るのは

2030年代後半とされており、約15年前倒しで少子化が進行

03
国を挙げた

取組へ （各局参考送付）

（万人）



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
都の取組を全国へ波及させることの意義

70

子供・若者・子育て世帯が明るい将来展望を描ける社会の実現

都

地方

国

国を挙げた取組への発展

リードリード リードリード

支援支援 支援支援

➢少子化は、社会の存立基盤を揺るがす国家的な課題であり、国が戦略的に取り組むべきものです。

➢少子化に対処するには、すべての子供・若者・子育て世帯が明るい将来展望を描けるようにすることが大切であり、

都の先駆的な取組を全国に波及させ、国を挙げた取組に発展させることが重要です。

➢そのために、国は、人口戦略を含めた国家ビジョンを示し、法制上・財政上の措置を行うことが必要です。

➢都は､望む人が安心して子供を産み育てることができる社会の実現に向け、引き続き都民に寄り添った支援策を果断

に展開し､国や地方をリードしていきます。

国を挙げた取組の必要性

✓ 都民に寄り添った先駆的な

支援策を展開

✓ 都の取組を全国に波及

✓ 人口戦略を含めた

国家ビジョンの提示

✓ 法制上・財政上の措置

東京都

国

要望

03
国を挙げた

取組へ

人口は常に移動

（各局参考送付）

1/20 確認済
※文中の黒太字

削除



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

71

コラム
国に影響・波及した都の取組

国への影響・波及

卵子凍結
に係る取組

高校等授業料の
無償化

所得制限
のない支援

学校給食費の
負担軽減

こどもＤＸの推進

東京都は、先駆的な結婚・子育て支援策に取り組み、

国にも大きな影響を与えたと聞きますが、

具体的にはどのようなことがあるのかな

都の取組が国に影響を及ぼしたり、
波及した事例について見てみよう

国や全国に波及した都の「こどもDXプロジェクト」の一例

プッシュ型
子育てサービス

保活ワンストップ
令和８年度に、都の取組をもとに
国が全国版の保活ワンストップを運用開始予定

都の事例を踏まえ令和７年11月に
全国的な仕組みを構築、展開

STEP１

STEP２

STEP３

保育園を探す

保育園に見学予約を申請

入園を申請

オンラインで
ワンストップ

国のR８予算案
に計上

国のR８予算案
に計上

児童手当の
所得制限撤廃

国のR７補正予算
に計上

都の取組を基に
国が全国展開

【福祉局】
●日本語として意味がわかりにくいため、「国に
影響を及ぼした都の取組」ではダメなのか
（修正前）
「国に影響を波及した都の取組」
（修正後）
「国に影響を及ぼした都の取組」

無痛分娩の
環境整備

国のR７補正予算
に計上

【福祉局・保健医療局】
●卵子凍結と無痛分娩は全く異な
るものであるため並列しないでい
ただきたい
（修正前）
「卵子凍結、無痛分娩」で一本
（修正後）
「卵子凍結に係る取組」
「無痛分娩の環境整備」でそれぞれ
※無痛分娩について、福祉局として
国への影響・波及と言えるものはあ
りません

【生活文化局等】
（修正前）
高校授業料等
（修正後）
高校等授業料

1/20 確認済

代案：国に影響・波及した都の取組



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

経済成長政策・分配政策

社会保障制度の構築

Ⅱ

国への要望内容

国への要望

自己実現を後押しする

分厚いナショナルスタンダード

の確立

Ⅲ

要望事項

➢ 社会の存立基盤を揺るがす少子化は国家的な課題であり、国を挙げて戦略的に対処する必要がある

➢ 居住する地域に関わらず、若者が明るい将来展望を描けるよう、

人口戦略を含めた国家ビジョンや将来に向けた実効性ある成長戦略を明らかにするとともに、

「出会い・結婚」「妊娠・出産」「子育て・教育」「育児と仕事を両立できる就労環境」など、

結婚・子育てしやすい社会環境の整備に向け、国家的な視点で制度設計を行っていくことが求められている

➢ 2030年代には若年層の人口が大幅な減少局面を迎えることから、更なる大胆な政策を、都との連携・協力の下、

早期に具体化していくことを要望する

➢ 出生数の減少は、国の将来推計より約15年前倒しで進行し、将来を担う若年層の人口にも大きく影響

➢ 国は、実態に則した将来推計人口を示した上で、どのように国を運営し、持続可能な社会をつくりあげ

ていくのかについて、人口戦略を含めた将来の国家ビジョンを掲げること

人口戦略を含めた

国家ビジョンの提示
Ⅰ

➢ 出生数の減少は、経済活動の担い手である労働力人口の減少や、社会保障機能の低下につながる

➢ 国は、若者が日本の社会経済や自分自身の未来に対して明るい将来展望を描けるよう、

実効性ある経済成長政策や、現役世代の負担を抑制しながら安定的で持続可能な社会保障制度を

構築すること

要望趣旨

➢ 「出会い・結婚」「妊娠・出産」「子育て・教育」「育児と仕事を両立できる就労環境」に関して、

分厚いナショナルスタンダードの確立に必要な法・制度等を整備すること

➢ 上記に関し、国の方策が講じられるまでの間、地方自治体の取組へ財政支援を講じること

03
国を挙げた

取組へ

概要＃９
下半分

1/20 確認済

経済成長政策・

社会保障制度の構築

Ⅱ
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0123長谷川課長に確認

経済成長政策・

社会保障制度の構築
Ⅱ

自己実現を後押しする

分厚いナショナルスタンダード

の確立

Ⅲ
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
少子化に関する様々な指標

全国では20代後半～30代前半で出産する割合が多い一方、

都は、30代前半～30代後半で出産する割合が多いことが分かります

（ ） （ ）

指標によって全国と東京都の高低が異なり、

出生率や有配偶出生率は、東京都の数値が全国と比べて高いです

同じ「出生率」でも、全く見え方が違いますね

全国 東京 46道府県

5.7‰ 6.3‰ 5.6‰

全国 東京 46道府県

72.9‰ 74.9‰ 72.6‰

全国 東京 46道府県

1.15 0.96 1.18

※出生率及び合計特殊出生率は2024年、有配偶出生率は2020年

（資料）総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」及び東京都「人口動態統計」を基に作成

【合計特殊出生率の計算式】

15～19歳の女性人口

15～19歳の母の出生数

×5 ＋～＋
45～49歳の女性人口

45～49歳の母の出生数

※国勢調査年次以外の都道府県の例

×5
合計特殊出生率

女性1人が一生に
出産する子供の数

有配偶出生率
結婚している15～49歳の
女性千人当たりの出生数

出生率
人口千人当たりの出生数

少子化に関する指標には、「出生率」が名称に含まれるものが

いくつかありますね。それぞれ、数値を見てみましょう

東京都の人口移動や出産年齢のピークを分析すると、

都ならではの特性も見えてきます

11.3万

9.7万

-5.1万

-7.6万

6.2万

2.1万

-10

-5

0

5

10

15

転入超過

転入

転出

20代

※数値は2024年の日本人移動者 （資料）総務省「住民基本台帳人口移動報告」を基に作成

（歳）

特性①：東京都の転出入

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49
0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49

全国 東京都
30代後半

29.0%
30代前半

39.2%20代後半

25.9%
30代前半

36.9%

（%）

（歳）
（歳）

（%）

※数値は2024年 （資料）厚生労働省「人口動態調査」を基に作成

都道府県間で少子化に対する指標を単純に比較することに意味はありません

少子化は社会の存立基盤を揺るがす国家的な課題であり、国が戦略的に進めていくことが重要ですね

74

特性②：年齢層別出生数の割合（全国・都）

合計特殊出生率は、出生数が変わらなくとも、様々な要素

（女性の人口移動・出産年齢のピークなど）の影響を受けて変動します

そのため、都道府県間で合計特殊出生率を単純に比較する

ことに意味はありません

都の転入出は、就職等の

大きなライフイベントを迎える

20代の規模が非常に大きく、

大幅な転入超過となっていますね

（万人）

0122Gブリ後修正
・フォント統一
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
少子化の要因 ～｢婚姻数の減少」と「夫婦が持つ子供の数の減少」～

0.64

1.59

0.47

3.62

2.11

▲ 0.79 ▲ 0.94

▲ 2.40 ▲ 2.37 ▲ 2.39

▲ 1.29
▲ 0.77

▲ 0.76
▲ 1.30

1.35

1.13

▲ 0.82

▲ 1.92 ▲ 2.48 ▲ 1.90

▲ 1.59

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

1995 2000 2005 2010 2015 2020 2024

（万人／年）

（年）

s

都はこれまでも、

ライフステージを通じた切れ目のない支援を

展開してきました

今後も、結婚や子育てへの支援をはじめ、
働き方改革への支援など、

幅広い分野の取組の更なる充実を進めていきます

有配偶出生率要因
が押し下げ要因に

■有配偶出生率要因 ■有配偶率要因

■人口要因 ◇ 出生数前年差（折れ線）

出生数 女性人口＝

結婚している
女性人口

女性人口

出生数

結婚している
女性人口

【人口要因】 【有配偶率要因】 【有配偶出生率要因】

60

65

70

75

80

85

202020152010200520001995

有配偶出生率の推移（全国）

（資料）総務省「国勢調査」及び厚生労働省「人口動態調査」を基に作成

50

55

60

65

70

75

80

1995 2000 2005 2010 2015 2020

有配偶率の推移（全国・30代前半女性）

大きく減少

長期間にわたって
一貫して減少

有配偶率による
減少幅が拡大

日本の少子化は「結婚の減少」が原因と聞いたけど、本当なのかな？

出生数減少の要因分解（全国）

少子化対策としては、「結婚」・「子育て」のどちらに力を入れるべきなんだろう？

（％） （‰）

【有識者の意見】

【有識者の意見】有配偶出生率による
減少幅がやや拡大

（資料）厚生労働省「人口動態統計」、総務省「人口推計」及び「国勢調査」を基に株式会社日本総合研究所調査部主席研究員藤波匠氏が作成

※出生数及び各要因の値は、１年当たりの変化量に換算。なお、通常有配偶率や有配偶者数は国勢調査のデータを用いるが、２０２４年の分析に

当たっては人口動態の婚姻数、離婚数から概算

少子化の要因を分解してみると、近年は有配偶出生率が出生数を

押し下げていることが分かる。結婚している人も出生意欲が低下

していることを示唆している

有配偶率は、長期にわたって一貫して減少しています

一方、 2015～2020年では、有配偶出生率が大きく低下しています

「子育て」への支援・「結婚」への支援、どちらも重要ですね

2015～2020年では、それまでから一転して有配偶出生率要因が押し下げ要因と

なっており、2020～2024年では、有配偶率要因による減少が大きくなっています

出生数の変化について、要因分解した分析を見てみましょう

「結婚」と「子育て」は､それぞれ独立した事象として捉えられることが多いが、
「子供を持ちたい」という希望は結婚行動に明確な影響を与えている

有配偶率を上昇させるためには、若者の結婚を支援するとともに
彼らが子供を持ちたいと思えるような子育て支援の充実も必要

時点どうするか？
藤波先生要確認
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目
有識者からの意見聴取の概要

天野 馨南子
（株）ニッセイ基礎研究所生活研究部
人口動態シニアリサーチャー

宇南山 卓 京都大学経済研究所教授

鎌田 健司 明治大学政治経済学部准教授

暮石 渉 東京都立大学経済経営学部教授

後藤 玲子 茨城大学人文社会科学部教授

是枝 俊悟 株式会社大和総研金融調査部主任研究員

坂元 晴香 聖路加国際大学公衆衛生大学院客員准教授

柴田 悠 京都大学大学院人間・環境学研究科教授

治部 れんげ 東京科学大学リベラルアーツ研究教育院准教授

白河 桃子
昭和女子大学 客員教授、IU大学 特任教授、
千里金蘭大学 客員教授、ジャーナリスト、作家

菅 桂太
国立社会保障・人口問題研究所
人口構造研究部第1室長

杉本 浩二 公益財団法人ハイライフ研究所上席研究員

田中 俊之
大妻女子大学人間関係学部
人間関係学科社会学専攻教授

筒井 淳也 立命館大学産業社会学部教授

永井 暁子 日本女子大学人間社会学部教授

中里 透 上智大学経済学部准教授

深井 太洋 学習院大学経済学部准教授

藤波 匠
株式会社日本総合研究所 調査部
主席研究員

藤原 豊 公益財団法人ハイライフ研究所常勤顧問

増田 幹人 駒沢大学経済学部経済学科准教授

松田 茂樹 中京大学現代社会学部教授

水野 圭子 法政大学法学部法律学科講師

村上 芽
株式会社日本総合研究所 創発戦略センター
チーフスペシャリスト・未来社会価値研究所長

茂木 良平
ポンペウ・ファブラ大学政治・社会科学学部
研究員

守泉 理恵
国立社会保障・人口問題研究所
人口動向研究部第1室長

山田 昌弘 中央大学文学部教授

※肩書については令和８年１月時点のもの

・令和５～７年度にかけ、社会学や人口学、経済学、雇用・労働等、幅広い分野の有識者等２６名を対象に個別ヒアリングを実施

・令和６年８月に「少子化分析・検証フェロー」を設置。令和７年度は3名の有識者に委嘱（★印）

★

★

★

（敬省略・５０音順）
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

人口、世帯 等

⚫ 都は、進学や就職で全国から未婚者が集まり、結婚、子育てを機に隣県に移
る人も多く、合計特殊出生率が低く出る傾向

⚫ 合計特殊出生率は移民割合の僅少な日本ではあくまでもマクロ指標として有
効。計算対象となる若年人口の大きな人流を伴う自治体単位のミクロ指標と
しては高低比較は無効

⚫ 東京の人口構造自体は若く人も多く、出生率上昇のポテンシャルは高い

⚫ 都は、若い世代、特に若い女性が就職のために多く集まっている。若年女性
雇用の充実と生涯を通じた自立力を高めることで若者に選ばれる都市で
あって欲しい

⚫ 最近は男女とも結婚相手に経済力を求める傾向が顕著

⚫ ほぼすべての人が結婚していた時代は、高学歴の人は晩婚傾向で出生率も低
かったが、最近は、夫婦ともに高学歴で正規社員のように雇用が安定してい
る方が有配偶率が高く、例えばパワーカップルのような方々が都心のマン
ションを購入し子供を２人程度持つようなパターンも増えていることから、
都心での出生率が比較的高い

⚫ 都心部の合計特殊出生率が都内の中で比較的高いのは、都心部以外の都内
に地方からの未婚の若者の流入が多いことの影響が大きいと考える

⚫ 東京圏出身者は、晩婚傾向かつ東京圏からの転出が少ない特異な属性

⚫ 日本の少子化の大きな要因は未婚化・非婚化。特に東京は、未婚率が高く、晩
婚傾向で、20代での出生率が低い傾向

⚫ 全国レベルで結婚行動と夫婦の出生力の要因を分析した結果、結婚行動の変
化が出生率低下に大きく寄与

⚫ 婚姻数、特に初婚同士の婚姻件数の低下が問題

⚫ 少子化の要因を分解してみると、近年は有配偶出生率が出生数を押し下げて
いることが分かる。結婚している人も出生意欲が低下していることを示唆し
ている

⚫ 退職によって失う生涯賃金が大きく、女性にとって結婚や出産がリスクと受
け取られている

⚫ 若い世代の不安定な雇用状況と低い年収でそもそも結婚できないこと（未婚
化）が少子化の大きな要因

⚫ 子育て費用の高さが一番重要な問題、東京は子育て費用の高さが際立って
いる

⚫ 子供のいる人だけでなく、結婚していない若年層に対する働き方改革が必要

⚫ 進学や就職に伴う未婚女性の流入により、都市部の合計特殊出生率は低めに
出る傾向がある

⚫ 合計特殊出生率を用いて地域差を論じる場合には、自治体間での人口移動
の影響があることを十分に認識する必要がある

⚫ 結婚選択の三大要因は「経済要因」「出会い要因」「結婚の必然性要因」である
と考える

⚫ 少子化の要因として、客観的指標（学歴、所得、職歴）に加え、主観的な経験や
状況に対する判断、本人の意識が影響しているという研究が増えている。年
収や社会的地位が高くても、将来への不安が高いと出産には繋がらない。幼
少期の経験なども視野に入れて調査するとよい

有識者からの意見聴取の概要

少子化の要因

「少子化の要因として～」守泉 理恵

先生発言追加

（１・２０ 守泉先生より修正希望反映済）

少子化の要因として、客観的指標（学歴、所得、職
歴）に加え、主観的な経験や状況に対する判断、本
人の意識が影響しているという研究が増えている。
年収や社会的地位が高くても、将来への不安が高い
と出産には繋がらない。幼少期の経験なども視野に
入れてを調査するとよい

【修正理由】

趣旨として「幼少期の経験」に限定ししないため、

「なども視野に入れて」を追記する。

R7意識調査有識者ヒア
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【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

⚫ お見合い文化がなくなった結果、生涯未婚率が上がったという分析もある。
結婚支援を自治体でやっていくというのは一定の意味がある

⚫ 最近は職場での出会いがなくなってきたため、学生時代からのつながりで結
婚する人が多い

⚫ 全国調査でもネットでの出会いは確実に増えており、結婚支援においては重
要な目の付け所である

⚫ マッチングアプリの減少傾向については、コロナ禍の収束により利用するツー
ルが分散した影響であると考えられる

⚫ マッチングアプリは利用者がアクティブ層に偏在していることが考えられ る
ため、「出会いがない」と言っている人には今もリーチしていない印象。 非ア
クティブ層がアクティブ層に向かっているかという点も検証が必要

⚫ どのような属性の人々が結婚・恋愛に興味がないのかを明らかにすることも
重要

⚫ 男女ごとに感じる結婚の障壁を分析することが重要

⚫ 行政だけでなく、民間企業とも協力しながら行うべき。また、区市町村単位で
個別に取り組むことに加え、広域的に連携して対応すべき

⚫ 婚活支援単体ではなく、スポーツ振興、文化振興等のイベントで副次的に 出
会いの場を創出するなど、他分野の政策との連携も視野に入ってくるのでは
ないか

⚫ 子供を望まない理由が、経済的要因か身体的要因かを分析するためにも、
結婚年齢別の分析を深めることは重要

⚫ 結婚・出産を希望しながら実現できていない層にフォーカスし、出会いや働き
方などの条件がどう整えば実現に繋がるのか、潜在ニーズを深掘りするとよ
い

⚫ 日本は恋愛に対し受動的な層の割合が突出して高いため、どのような介入が
できるか検討の余地

有識者からの意見聴取の概要

対策2025時点

⚫ 晩産化が緩やかに進んでおり、不妊治療など生殖補助医療についてサポートし
ていく必要

⚫ 生殖補助医療に取り組む女性は、仕事との両立に困難を抱えており、ここのケ
アが大事

⚫ 男性が原因の不妊について啓発を進めるべき

⚫ 出生順位ごとに親が感じる出産の障壁の種類は異なる。第１子の場合は、 仕事
との両立の不安、保育園に入れるかといった不安、ライフスタイルが変わること
への不安等が考えられる。第２子の場合は、子育ての時間のやりくり、経済力の
不安、肉体的・精神的負担など

⚫ 両親の夫婦仲や学業成績など、幼少期の生育環境・家庭環境は、出産意欲の形
成に大きく影響を与えると言われている

⚫ 日本のプレコンセプションケアは概ねグローバルに準拠してきているが、子供
を持つことに関するライフプランの教育はまだ十分に見られないのが現状のた
め、今後取組が増えるとよい

「日本のプレコンセプションケアは

～」坂元 晴香先生発言追加

「結婚・出産を希望しながら～」柴田

悠先生発言追加

「日本は恋愛に対し～」鎌田 健司

先生発言追加

有識者からの意見聴取の概要
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出会い・結婚 妊娠・出産

附属資料



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目対策2025時点

⚫ 都特有の事情として、教育費及び住宅費の高さがある

⚫ 日本、シンガポール、韓国等のアジアと欧州を比較した場合、１人目を産んだ
人が２人目を産むハードルが高い要因は教育費

⚫ 東京は教育への意識が高く、良い教育を受けさせるための経済的ハード
ルも高い

⚫ フランスは公立中高大が中心。大学進学率は３割程度で、代わりに職業資格
や国家資格など専門的なコースがある

⚫ 住宅支援は、2人3人の子供を持つ際、スペース制約への解決につながるの
でインパクトがある

⚫ 通勤の利便性の高い住宅が必要

⚫ 住宅環境は結婚や出産に関わる重要な要素である

⚫ 今後実施すべき施策としては、住宅支援が最重要であると考える

⚫ 都内では住宅価格が急騰しているため、都で出会っても若いカップルは周辺
県に出ていってしまう

⚫ 高校教育費の割合が増加している背景には、都における中学受験の一般化と
受験産業の過熱がある。都は他道府県に比べて大学進学率が高い可能性が
あり、塾代などの大学進学準備費用が影響していると考える

⚫ 特に30代半ば以下の若いカップルが結婚するときの、住宅支援があってほ
しい

⚫ 保育所の整備は非常に有効な少子化対策。保育所整備が進んでいる都道府
県ほど就業継続率が高い傾向

⚫ 2015年頃から被扶養者（専業主婦等）世帯の出生率が低下し始めている。在
宅育児世帯、特に子供が小さい時期への支援が必要

⚫ 保育所や学童保育所の待機児童問題について、引き続き、対処していくこと
が大事

⚫ 共働きの多い地域では保育園拡充、パート勤めや専業主婦が多い地域には孤
立防止支援や在宅支援等地域に応じた支援が重要

⚫ 地域の若い夫婦に支援をするNPO等の取組に対して補助するのも一つの手
段

⚫ 学童クラブの整備は親の働き方や女性の就労継続という面で重要

⚫ 子育て支援の効果は女性の就業率の上昇に寄与していると考えられ、この
寄与度を評価することも重要

⚫ 東京への転入者は両親からの支援を受けられないため、働きながら子育てを
するのは相当大変だろう。そういった状況にある人を補助する支援や、男性
の育児休業取得に対するインセンティブ付与は重要

⚫ 急に支援が必要になった時の預け先の整備の必要性は高い

⚫ 「結婚」と「子育て」は､それぞれ独立した事象として捉えられることが多いが、
「子供を持ちたい」という希望は結婚行動に明確な影響を与えている。 有配
偶率を上昇させるためには、若者の結婚を支援するとともに 彼らが子供を
持ちたいと思えるような子育て支援の充実も必要

「高校教育費の割合が～」柴田 悠

先生発言追加

「特に30代半ば以下の～」菅 桂太

先生発言追加

有識者からの意見聴取の概要
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子育て期の支援 教育・住宅

附属資料



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

⚫ 昔は若い時に貧しくても収入向上が見込めたが、現在では所得の向上が見込
めず、物価上昇や社会保障費の高騰とあいまり、今は将来展望が描けず、結婚
や子供を持つことに躊躇する状態にある

⚫ 要因分析が導く少子化対策は、若年層の描くライフデザインにそった雇用環境
の形成

⚫ 男性の長時間労働は1980年代後半から社会問題化してきたが、解消が叶っ
ていない

⚫ 男性の長時間労働が改善され、家事・育児を男女共同で行うことで女性の社
会進出がしやすくなる。それによって、家族を形成する上での経済的な不安が
軽減され、結婚への不安や躊躇が解消される

⚫ 男性も女性も働きやすい労働環境整備を進めることが重要

⚫ 若い女性の正規雇用率は高くなっているので、出産等をきっかけに辞めずに
済む環境整備が重要

⚫ 男性育業はインパクトが大きい。国の制度が整ったので、男性の家事育児分担
に繋がる取組を工夫する必要

⚫ 2010年代からの両立支援は効果があり、出生率を高めていると考えられる

⚫ フランスは、育業も出産時休暇も短時間の取得が可能。例えば、５時間育業を
取得して３時間働くことも可能

⚫ テレワークと部分就業を組み合わせれば、引継ぎがよりスムーズになり、取り
にくい雰囲気も減る

⚫ キャリアは途切れてしまうと戻るのが非常に困難。切れ目なく仕事を続けると
いう観点からもテレワークは重要

⚫ テレワークの推進等を通じ、高いポテンシャルを持つ地域を活かしていくべき

⚫ 都自ら働きやすい環境整備を進め、ロールモデルとなるべき

⚫ 男性の1か月以上の育業は、男性の家事･育児時間を週4時間程度増加させる
効果を持つことが明らかになっている

⚫ 男性の正社員の働き方が改善されないと結婚や出産には踏み切れない

⚫ 働き方に関する施策としては、中小企業のDXへの支援等も重要と考えられる

⚫ 従来は「女性の社会進出が進むと少子化が進行する」と考えられていたが、各
国の事例からは、女性の社会進出によって世帯収入が増え、経済的安定が子
供の数の増加に寄与することが示されており、思い込みをなくすことが期待
される

「従来は「女性の社会進出が進むと

～」村上芽先生発言追加

２０２５.10月海外調査

（１・２０ 村上先生より修正希望反映済）

従来は「女性の社会進出が進むと少子化が進行す
る」と考えられていたが、欧州各国の事例からは、女
性の社会進出によって世帯収入が増え、経済的安
定が子供の数の増加に寄与することが示されてい
る。おり、アジアでも同様の前提で女性活躍を推進
することを期待思い込みをなくすことが期待される

【修正理由】

・「欧州」→「各国」

欧州だけでないため

・思い込み

「女性の社会進出が進むと少子化が進行する」とい
う固定観念の解消を趣旨とした発言だったため、修
正

（１・１７ 麦山先生より削除依頼反映済）

非正規から正規に転換していく際には、
成長分野への人材移動が必要であり、リ
カレント教育の視点が重要

【論点整理本編での活用】

2025：無

２０２４：無

２０２３：有

（１・１７ 麦山先生より削除依頼反映済）

出産等のタイミングで仕事を辞めた人の
再就職支援が少ない。再就職をうまくサ
ポートできるような仕組みが必要

【論点整理本編での活用】

2025：無

２０２４：無

２０２３：有

有識者からの意見聴取の概要
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就労環境・職場環境

附属資料



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

⚫ 都には若い世代が多いので、子育てしやすい街、子育てにフレンドリーな街に
なることを期待

⚫ 人手不足で子育て支援に力を入れる企業に人が集まるようになってきた。
大企業だけでなく中小企業にも広がると良い

⚫ 男女格差の解消が、出産結婚に対して前向きになり、社会の寛容さの広がり
につながっていく

⚫ 女性が子育てへのプレッシャーから「子供を育てる自信がない」ので「子供を
欲しいと思わない」となってしまわないよう、政策では子育てにおけ る男女の
ジェンダー規範への対策が重要

⚫ 子育て応援車両等、子育てスペースの整備で子育ての心理的負担を軽減でき
る

⚫ 男性も育児中心でいこうという掛け声と、実際にそうした男性が社会でどう
評価されるかに乖離がある

⚫ 未婚者に対して子育て支援策などを情報発信して、認知してもらうことは結婚
を前向きに考えてもらうことにもつながる

⚫ 都は子供を優先していることをアナウンスメントする。それがメッセージにな
る

⚫ 結婚や出産・子育てに向けた経済的支援など不安を取り除くためのポジティ
ブな情報をパッケージでもっと発信するべき

⚫ 若年層・未婚者の間で、子供を持つことのメリットがあまり支持されなくなっ
てきている。「子供がいると楽しい」というイメージよりも「大変」という
イメージが勝ってしまっている

⚫ かつてより規範意識が弱まっている分、周囲からの影響を受けやすくなって
いることも考察される。実際には様々な子育て支援策があり、一人で産み育
てるものではない、という認識をどう広めていくかが重要

⚫ 政策の認知度は若年層が課題。SNSやYouTubeを通じたターゲティング
広告が有用だと考えられる

⚫ 自治会等が減少傾向にある中で、地域のつながりを見える化する組織が
弱体化してきている。「意外と地域から支えられているんだ」と思える機会
をどう作っていくかは難しい課題だが、非常に重要

⚫ 地域における祖父母のような面倒見や相談役の役割を果たす、地域によ る子
育ての支援も重要なのではないか。心理的ハードルが低く、ちょっとした相談
もできる、というのが大切

⚫ 欧州ではジェンダー平等の取組が進んでおり、「産みたい人が子供を産める環
境づくり」に寄与

⚫ 男性の育児休業取得率は上昇しているが、長期取得ができているわけではな
い。家事や育児を分担できる状態になるには、半年から１年は必要であり、長
期取得に向けた見直しが必要。家事・育児を公平に分担するには女性の意識改
革も必要

「欧州ではジェンダー平等の～」村

上芽先生発言追加

「男性の育児休業取得率はと～」菅

桂太先生発言追加２０２５.10月海
外調査

（１・１９ 菅先生より修正希望反映済）

男性の育児休業取得率は上昇しているが、長期取
得ができているわけではない。家事や育児を分担で
きる状態になるするには、半年から１年は必要であ
り、長期取得に向けた見直しが必要。

女性の意識改革も必要であり、育児家事・家事一育
児をにおいて公平に分担するには女性の意識改革
も必要できる状態が望ましい

【修正理由】主旨は変わらないが補足や文章整理

（１・１７ 麦山先生より削除依頼反映済）

行政や地域等、周りの人が子供を歓迎し
ていて、皆でサポートしていくというメッ
セージが必要

【論点整理本編での活用】

2025：無

2024：有

２０２３：無

（１・１７ 麦山先生より削除依頼反映済）

出産・育児だけでなくライフステージを
通じて支援を継続し、長く子供・子育て
をサポートするメッセージが大事

【論点整理本編での活用】

2025：無

２０２４：有

２０２３：有

有識者からの意見聴取の概要
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社会気運・環境整備

附属資料



【使用不可】
透過・ぼかし

【使用可、意図しない仕上がりの可能性高】
影・パターン等の効果
ワードアートの効果

【使用フォント】
BIZ UDPゴシック(フォント指定済）

【西暦・和暦の使い分け】
原則、グラフ・表中の単位は西暦
本文中の表記は和暦（例：R５）

1枚目

⚫ 都が先進的な政策を全国に先駆けて行うことは意味がある

⚫ 区市町村と一緒にやっていく、または取組を支援する必要がある

⚫ 少子化対策が自治体間での競争にならないよう、国は良い取組を国全体で保証し
ていく必要がある

⚫ 少子化対策は都市レベルでは注目されず、子供政策や移民対策などがメイン
となっている

⚫ 東京出身者と転入者のライフコースの違いについて分析が必要

⚫ 雇用状況、収入、共働き率等、地域によって状況が違うため、地域ごとに把握
することも重要

⚫ 所得階級、持ち家の有無、女性の就業状況など、どのような世帯で出生が生じ
ているか把握すべき

⚫ 効果検証については、合計特殊出生率、出生数や未婚率などの定量的な指標
に加え、子育ての負担に対する意識の変化や住民満足度などの定性的な指標
も大事

⚫ 施策や制度は為されてから５年から10年で効果が出る。ある程度の時間差を
考慮して、影響を見ていくべき

⚫ 幅広い施策の実施がプラスの効果を与える

⚫ 意識調査から、政策の実施状況と人々の意識のギャップについて示唆が得ら
れるかもしれない

⚫ 2015年頃から、家族政策が充実した国も含めほとんどの先進国で出生率は
減少傾向にあり、1.6程度に収束してきている。かつては政策の影響 が大き
いとされてきたが、近年では意識変容と紐づけられた研究が盛んである

⚫ 近年の新しい少子化対策についても、政策効果があったのか長期的に分析で
きるようにしておいた方がよい。長期的なスパンでの観察が必要になるが、意
識調査で利用率のデータを蓄積できるとよい

⚫ 少子化の要因分析や対策の効果検証を行うに当たっては、政策の情報を与え
るグループと与えないグループをランダムに割付けることによって意向が変
わるか否かを分析することも一案

対策2025時点

⚫ 将来の子育て費用を見据えて出産を検討するのであれば、その費用の増減が
出産の判断に影響すると考えるのが自然 「将来の子育て費用を～」深井 太

洋先生発言追加

有識者からの意見聴取の概要
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